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寒風の中、明るくフレッシュな笑顔の花咲く成人式
１月１３日（月・祝）、ゆめぱれす（市民会館）で成人式が行われました。参加者は

昨年より多い９１６人で、寒風が吹きすさぶ非常に寒い中でしたが、多くの新成人で
活気あふれる１日となりました。
式典は、東洋大学管弦楽団の奏でる音楽とともに進んでいく朝霞市独自の「音楽

成人式」で、優雅な音楽にのせて行われました。さらに、成人式記念誌編集委員と
して選ばれた１２人の新成人たちが、司会や二十歳のメッセージを伝えるなど活躍し、
若い世代の力と心を伝えてくれました。
また、会場の外では、青少年相談員朝霞市協議会主催の『親子でもちつきフェス

ティバル２０１４』が行われ、子どもたちが「成人おめでとうございます！」と新成人
につきたてのおもちを渡し、この日を祝福しました。
新成人の皆さんが若いエネルギーを存分に生かし、それぞれが希望する道に進ま

れるよう心から応援しています。ご成人おめでとうございます。

「あさか市民ラジオの時間」を放送中です！
すまいるエフエム（FM７６．７MHz）で市内のイ
ベントや市民の声など、いろいろな情報を発信し
ています。ぜひ、お聴きください。
放送時間／平日 午後４時～４時３０分

土・日曜日 午前１０時～１０時３０分
午後５時～５時３０分
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スタート
あなたの申告は･･･

平成25年１月１日から
12月31日までに収入が
ありましたか。　
＊遺族・障害年金、失業
給付金、児童扶養手当
などの非課税所得のみ
の方は「いいえ」に進ん
でください。

給与所得者の方は勤務先から市役
所へ「給与支払報告書」が提出され
ていますか（提出の有無について
は勤務先に確認してください）。
＊給与所得者以外の方は「いいえ」
に進んでください。

平成25年中の合計所得が、社会保
険料控除や基礎控除などの所得控
除の合計額を超えていますか。
＊給与所得者の方で年末調整がお
済みの方は「いいえ」へ、お済みで
ない方（年の途中で退職した方な
ど）は「はい」に進んでください。

税務署に所得税の
確定申告をする必
要があります。

市役所に市民税・県民税の申告をしてください。
※収入のなかった方についても申告をしていただくことにより、国民健康保険税・介護保険料などの算定の基礎資料、なら
びに児童手当など各種手当の申請、諸証明書の発行等の資料となります。

市役所に市民税・県民税の申告をする必要があります。所得
税に変更がない方も、控除額に変更がある場合は市・県民税
などに反映されますので、市役所に申告をしてください。

申告をする
必要はあり
ません。

公的年金等の収入金額の合計額が
400万円以下で、かつ、それ以外の
所得金額が20万円以下ですか。

所得税の還
付申告をし
ますか。

日本年金機構等から送付
される公的年金等の源泉
徴収票に記載されている
控除内容に変更または追
加がありますか。

主たる勤務先から受ける給与以外の給与収入と給与
以外の所得の合計額が20万円を超えていますか。

主たる勤務先から受ける給与のほ
かに給与・年金・配当・原稿料・報
酬・不動産などの収入がありまし
たか。

申告をする必要は
ありません。

税務署に所得税の確定申告をする必要があり
ます。

同一世帯内のどなたかの
扶養になっていますか。

公的年金等に係る雑所得がある方はこちら

税の申告は正しくお早めに税の申告は正しくお早めに

●

●

●

朝霞
税務署

市役所通り
朝霞市役所前

朝霞郵便局前

朝霞駅（南）入口

銀行

郵便局

市役所
南
口

至 

志
木

至 

和
光
市

朝
霞
駅

申告書は自分で
還付申告は簡単な様式になっています。できるだけ自分で作成して、申告の期限内
に提出しましょう。郵送（〒３５１―８６０１ 朝霞市本町１―１―４６ 朝霞税務署個人課税部
門宛て）でも申告できます。申告用紙は、国税庁ホームページ（http : //www.nta.go.
jp）からダウンロードできます。

国税電子申告・納税システム（e―Tax）をご利用ください
e―Tax についての詳しい情報は、e―Tax ホームページ（http : //www.e―tax.nta.
go.jp）をご覧ください。また、国税庁ホームページで所得税の確定申告の作成
ができます。

今年も税の申告時期になりました。平成２５年分の所得税の確定申告の受付は、
「２月17日㈪から３月17日㈪まで」です。
朝霞税務署では、平日（月～金曜日）以外でも２月２３日・３月２日の日曜日に限り、確定申告の相談・申告書の受付
を行います（そのほかの土・日曜日は受付できません）。
期限間近になりますと会場が大変混み合います。申告は早めに済ませましょう。

朝霞税務署

確定申告に関する問／朝霞税務署 �４６７―２２１１（申告案内窓口）

所得税（確定申告）の申告受付／税務署
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朝霞消防署浜崎分署
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朝霞県土
整備事務所

病院

朝霞台駅朝霞台駅

申告が必要な方
�平成２６年１月１日現在、朝霞市内にお住まいで平成２５年中
（１月１日～１２月３１日）に所得のあった方（アルバイト・
パートによる所得があった方も該当します）
�平成２６年１月１日現在、朝霞市には住んでいないが市内に
事務所・事業所等を所有している方

申告が不要な方
�給与以外に所得がなく、勤務先から市役所に給与支払報告
書が提出されている方（※給与支払報告書は、平成２６年１
月１日現在お住まいの市区町村に送付されます）
�所得税の確定申告（還付申告を含む）をした方
�同一世帯内のどなたかの扶養になっている方
（世帯が別の場合は申告が必要な場合があります）

申告に必要なもの
①印鑑
②【給与所得者または年金収入のある方】平成２５年分源泉徴
収票等
③【事業所得等その他の所得のある方】帳簿類など所得金額
が証明できるもの
④平成２５年中（１月１日～１２月３１日）に支払った国民年金保
険料・国民健康保険税（料）・長寿（後期高齢者）医療保
険料・介護保険料などの社会保険料の支払証明書または領
収書
⑤平成２５年中（１月１日～１２月３１日）に支払った生命保険料・
地震保険料および平成１８年末までに締結した長期損害保険
料の支払証明書
⑥【医療費控除を受ける方】平成２５年中（１月１日～１２月３１
日）に支払った医療費の領収書（保険等で補てんされた金
額がある場合は、金額のわかる書類等）

⑦【障害者控除を受ける方（被扶養者を含む）】身体障害者手
帳など確認できるもの
⑧【学生の方】学生証または在学証明書
※郵送で申告する場合は、源泉徴収票・その他各種控除証明
書および領収書を必ず同封（のり付け不要）してください。

申告を忘れると・・・
�申告を忘れると、児童手当等を受けるときや保育園に入園
するとき、融資を受けるとき、年金の免除申請をするとき
などに必要な証明書等の発行ができません。
�収入のなかった方についても、申告していただくことによ
り非課税証明書の発行、国民健康保険税・介護保険料など
の算定の基礎資料となりますので、忘れずに申告してくだ
さい。
�ご家族の方があなたのことを税法上の扶養（社会保険など
の健康保険の扶養に入ることとは異なります）の申告や年
末調整に記載がもれている場合もありますので、ご確認く
ださい。この場合、ご家族の方の申告が必要となります。

確定申告不要制度（平成２３年分から創設）
公的年金等に係る雑所得を有する方のうち、公的年金等の
収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、それ以外の所得
金額が２０万円以下の方は、所得税の確定申告をする必要はあ
りません。
ただし、日本年金機構等から送付される公的年金等の源泉
徴収票に記載されている控除内容に変更または追加のある方
は、市民税・県民税の申告が必要となります。
なお、所得税の還付を受ける場合は、所得税の確定申告が
必要となります。

軽自動車税は、毎年４月１日に軽自動車等を所有している
方に課される税です。自動車税と異なり、月割りで課税する
制度がないため、４月２日以降に廃車および名義変更の手続
きをした場合は、１年分課税となります。
課税対象車両
・原動機付自転車（排気量１２５㏄以下の二輪車等）
・ミニカー ・小型特殊自動車
・軽自動車（二輪・三輪・四輪）
・二輪の小型自動車（排気量２５０㏄を超えるもの）
手続きは確実に！
毎年４月１日に、対象となる車両を所有していない場合で
も、廃車等の必要な手続きをしていないと課税されてしまい
ます。「すでに廃棄処分した」「盗難にあった」「他人に譲っ
た」等の場合には、廃車や名義変更の手続きが必要です。特
に、盗難の場合、警察への届け出だけでは廃車とはなりませ
ん。

また、市外へ転出される方も、住所変更等の手続きが必要
です（県外の運輸支局や軽自動車検査協会で手続きをされた
場合は、税申告書を課税課庶務係へ送付してください）。
なお、手続きの代行を依頼した方は、それが完了している
ことを必ず確認してください。手続きを確実にしないと税金
がかかるばかりではなく、トラブルの原因にもなります。早
急に手続きをしましょう。
手続きを行うところ
①原動機付自転車・小型特殊自動車・ミニカー…課税課
②軽自動車三輪・四輪…
軽自動車検査協会埼玉事務所所沢支所 �０４９―２５８―８０１１
③排気量１２５㏄を超える二輪車（軽自動車二輪・二輪の小型
自動車）…
関東運輸局埼玉運輸支局所沢自動車検査登録事務所
�０５０―５５４０―２０２９
※テープ対応後、オペレーターにつながります。

受付期間および時間

２月１７日㈪～３月１７日㈪（土・日曜日を除く）
午前９時～午後４時
※３月２日㈰午前９時～午後４時は受付を行います。

２月２３日㈰
午前９時３０分～午後４時

受付会場

市役所別館５階
大会議室

産業文化センター
２階研修室

市民税・県民税の申告は市役所または産業文化センターへ
産業文化センター

軽自動車税に関する
問／課税課 �４６３―２８５１

問…問い合わせ

市民税・県民税の申告に関する
問／課税課 �４６３‐２８５２～３

バイク・軽自動車の廃車・名義変更手続きは済んでいますか？

給与所得者および年金所得者の所得税還付申告についても、上記のとおり受け付け
ています。
※事業・不動産・譲渡所得のある方、所得税の住宅借入金等特別控除の申告は、税
務署での受付となります。

市民税·県民税の申告受付日程

広報あさか ２０１４．２3



異性間暴力を防止しよう！！女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

加害者を近づけないために保護命令を申し立てることができます。
【保護命令が発令されるまでの流れ】

被
害
者

発
令

地
方
裁
判
所

保護命令の申立て
・配偶者からの身体に対する暴力
・配偶者からの生命等に対する脅迫

保護命令
・被害者への接近禁止命令（6か月）
・子への接近禁止命令（6か月）
・親族等への接近禁止命令（6か月）
・電話等禁止命令（6か月）
・退去命令（2か月）

保護命令違反に対する罰則：1年以下の懲役または 100万円以下の罰金

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）ってなんだろう？
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、夫婦や元夫婦、恋人など親密な関係にある（あった）者同士の間で振る

われる暴力のことをいいます。
暴力は本質的に理不尽なもので、「安心」「自信」「自由」という人間らしく生きる権利を奪うものです。
たとえ夫婦の間であっても許される行為ではなく、暴力を振るわれてよい人などいません。

暴力の種類は１つではありません‼

なぜＤＶから逃げることができないのか… デートＤＶを知っていますか？
若い世代の恋人たちの間で起き

る暴力を『デートＤＶ』といいます。
デートＤＶが起こる背景には、

「女だから」「男だから」などの
意識や『力の支配』があると言わ
れています。
また、恋愛中のため、「所有欲・

支配欲」と「愛情」を混同してし
まい、「好きだから」という気持
ちが先立ってしまいます。
デートＤＶであることに当人た

ちは、なかなか気付かないため、
周りの人が気付いてあげることが
重要です。

・繰り返し批判したり否定的なこと
を言う
・すぐ不機嫌になる ・無視する
・交友関係や郵便物などを細かく
監視する
・家族や友人などとのつながりを
断たせる

＊＊暴暴言言やや監監視視ななどど、、自自尊尊
心心をを傷傷つつけけ、、精精神神的的にに
おおととししめめたたりり、、不不安安をを
感感じじささせせるる行行為為

＊＊望望ままなないい性性的的なな行行為為をを強強要要
ししたたりり、、ポポルルノノ雑雑誌誌をを無無理理
ややりり見見せせたたりり、、避避妊妊ををししなな
いいななどどのの行行為為

・物を投げつける
・押さえつける
・体をつかんで揺する
・殴る
・蹴る
・髪の毛をひっぱる

＊＊身身体体にに直直接接加加ええ
らられれるる行行為為

・生活費を渡さない
・お金を取り上げる
・仕事を無理やり辞め
させる
・借りたお金を返さない

＊＊経経済済的的にに身身動動ききででききなないい
状状況況ににすするる行行為為

３ 複雑な心理
「暴力を振るうのは私の
ことを愛しているから
だ」「いつか変わってく
れるのではないか」との
思いから、被害者である
ことを自覚することが困
難になっていること

６ 失うもの
夫から逃げる場合、仕事
を辞めなければならなか
ったり、これまで築いた
地域社会での人間関係な
ど失うものが大きいこと
もあります。

２ 無力感
暴力を振るわれ続けるこ
とにより、「自分は夫か
ら離れることができな
い」「助けてくれる人は
誰もいない」といった無
気力状態に陥ることもあ
ります。

５ 子どもの問題
子どもがいる場合は、子
どもの安全や就学の問題
などが気にかかり、踏み
切れないこともあります。

１ 恐怖感
「逃げたら殺されるかも
しれない。」という強い
恐怖から家を出る決心が
つかないことがあります。

４ 経済的問題
夫の収入がなければ生活
することが困難な場合は、
今後の生活を考え、逃げ
ることができないことも
あります。

友達や知り合いが困っていたら…

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」の一部が改正されました‼
今回の改正によって、生活の本拠を共にする交際相手からの暴力およびその被害者についても、配偶者からの暴

力およびその被害者に準じて、法の適用対象とされることとなり、法律名が「配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護等に関する法律」に改められました（平成２６年１月３日施行）。

保護命令により身の安全を守ることができます‼

ＤＶは、表に出にくいのが特徴でもあり
ます。また、夫婦げんかで済まされてしま
うことも少なくありません。
最近では、中学・高校・大学生の若年層
の間でも暴力が起きています。これを
『デートＤＶ』といいます。
どんなに親密な関係であっても、暴力を
振るう行為は犯罪です。
被害を受けていることを相談するという
ことは勇気とエネルギーが必要です。
友達や知り合いが悩んでいたら、「あな
たは悪くないよ」などと声をかけ、左記相
談窓口を紹介してあげてください。

精神的
暴力

性的
暴力

身体的
暴力

経済的
暴力
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ハネムーン期

【被害者の気持ち】
・私がいないとダメ
・私は愛されている
・もう１度信じてみよう

爆発期

【被害者の気持ち】
・怖い
・私が悪い
・我慢しよう

蓄積期

【被害者の気持ち】
・相手の顔色や行動
  をうかがう
・自分を責める

あなたが怖いと感じたり、

不安や辛さを感じたら・・・

それは暴力です。

電話番号
▼朝霞市の相談窓口…面接相談（DV相談は電話相談も可）

０４８―４６３―２６９７
●相談専用
０４８―４６３―０３５６

０４８―４６３―２６９７

▼埼玉県の相談窓口…電話相談及び面接相談

０４８―８６３―６０６０

０４８―６００―３８００

０４９―２８３―６８００
▼警察…電話相談（警察署は面接相談も可）

０４８―４６５―０１１０
●緊急時は夜間対応

０１２０―３８１８５８

０４８―８２２―９１１０
または＃９１１０（プッシュホン）

▼その他機関…電話相談
０５７０―００３―１１０
０５７０―０７０―８１０

０１２０―００７―１１０

日 時

火～日曜日 午前９時～午後５時（年末年始を除く）
●専門の相談員による相談
毎週火・土曜日 午前１０時～午後４時（年末年始を除く）

毎週木曜日 午前１０時～午後３時（年末年始を除く）

月～土曜日 午前９時３０分～午後８時３０分
日曜日、祝日 午前９時３０分～午後５時（年末年始を除く）
●面接相談は予約制
月～土曜日 午前１０時～午後８時３０分
（祝日・第３木曜日・年末年始を除く）
●面接相談、専門相談は予約制
インターネット相談 http : //www.withyou-saitama.jp
月～金曜日 午前９時～午後４時（祝日・年末年始を除く）

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分
（祝日・年末年始を除く）
月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分
（祝日・年末年始を除く）

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分
（祝日・年末年始を除く）

名 称

配偶者暴力相談支援センター
それいゆぷらざ（女性センター）
（DV相談）
それいゆぷらざ（女性センター）
（女性総合相談）

婦人相談センター
（DV相談）

With You さいたま
男女共同参画推進センター
（相談事業）

福祉事務所（女性相談）

朝霞警察署
（生活安全課）
犯罪被害者相談センター
（相談事業）
けいさつ総合相談センター
（相談事業）

人権相談
女性の人権ホットライン
人権相談
（子どものための電話相談）

それいゆぷらざ（女性センター）ではさまざなリー
フレットを発行しています。市役所および市内公
共施設に設置していますので、ぜひご覧ください。

あなたは１人ではありません。ささいなことでも下記相談窓口へまずはご相談ください。

問…問い合わせ

男女平等苦情処理委員をご利用ください
市では、朝霞市男女平等推進条例に基づき、男女平等苦情処理委員２人を委嘱しています。
男女平等の推進を阻害する要因によって人権を侵害された場合や、社会的な慣行等により差別的取り扱いを受

けた場合に苦情の申し出をすることができます。
詳しくは、市内各公共施設に備え置いている男女平等苦情処理委員パンフレット（苦情申出書付き）または市

ホームページをご覧いただくか、それいゆぷらざ（女性センター）までお問い合わせください。

問／それいゆぷらざ（女性センター） �４６３―２６９７
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編
集
▼
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
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•
•
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•
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•
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•
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•
•
•
•
•
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•
•

利根川仁志 議長佐野昌夫 副議長

議
案
の
件
名
と
要
旨

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

追
加
議
案
を
含
む
１４
議
案
が
提
出

さ
れ
、
ま
た
、
継
続
と
な
っ
て
い

ま
し
た
議
案
第
８５
号
と
と
も
に
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の

議
案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
４
件

提
出
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
２
件
の
議
案

を
否
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
７
億
１
万
４
千
円

の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
３６５
億
４

０
５
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
負
担
金
や
障
害
者
医
療
費
負
担

金
な
ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。
県

支
出
金
は
、
埼
玉
県
分
権
推
進
交

付
金
な
ど
を
減
額
す
る
一
方
、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
な

ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。
財
産
収

入
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉
株
主
配
当
金

の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
寄

附
金
は
、
商
工
費
指
定
寄
附
金
な

ど
、
７
件
の
指
定
寄
附
金
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
繰
入
金
は
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
がががががががががががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

議
長
・
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

市
議
会
に
対
し
て
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
１２
月
に
開
か

れ
ま
し
た
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
と
し
て
、

今
後
２
年
間
の
議
会
運
営
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
考
え
ま
す
と
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
そ

の
職
責
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

円
滑
な
議
会
運
営
を
志
し
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
平
均
株

価
の
上
昇
や
円
安
に
よ
る
輸
出
関

連
企
業
の
活
性
化
な
ど
明
る
い
兆

し
が
あ
る
も
の
の
、
全
業
種
に
は

及
ば
ず
、
地
方
経
済
に
そ
の
波
及

効
果
は
い
ま
だ
見
え
な
い
状
況
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
子
育
て
支

援
、
福
祉
や
教
育
施
策
の
充
実
な

ど
市
民
生
活
に
結
び
つ
く
重
要
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
朝
霞
市
に
お
き
ま
し
て
も
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
べ
く
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
幸
せ
な
生
活
を
願
い
、
皆
様

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
本
市

の
将
来
が
、
活
気
あ
ふ
れ
る
魅
力

的
な
ま
ち
と
な
り
ま
す
よ
う
、
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
議
決
機
関

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
と
も

に
議
会
改
革
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
市
議
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常 任 委 員 会

総

務

◎
獅
子
倉

千
代
子

○
神
谷

大
輔

野
本

一
幸

大
橋

正
好

斉
藤

弘
道

利
根
川

仁
志

教
育
環
境

◎
高
橋

勅
幸

○
遠
藤

光
博

船
本

祐
志

山
口

公
悦

佐
野

昌
夫

田
辺

淳

建

設

◎
本
山

好
子

○
星
野

文
男

石
原

茂

岡
﨑

和
広

須
田

義
博

小
池

正
訓

民

生

◎
松
下

昌
代

○
駒
牧

容
子

福
川

鷹
子

石
川

啓
子

小
山

香

黒
川

滋

議
会
運
営
委
員
会

◎
石
原

茂

○
岡
﨑

和
広

星
野

文
男

遠
藤

光
博

神
谷

大
輔

山
口

公
悦

獅
子
倉

千
代
子

朝

霞

地

区

一
部
事
務
組
合

議

会

議

員

大
橋

正
好

船
本

祐
志

山
口

公
悦

田
辺

淳

利
根
川

仁
志

埼
玉
県
都
市
競
艇

組
合
議
会
議
員

須
田

義
博

平
成
２５
年
第
４
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
は
、
昨
年
の
１１
月
２７
日
か
ら
１２

月
１８
日
ま
で
の
２２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、

議
会
人
事
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

◎委員長 ○副委員長

第
４
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会

議会だより 
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諸
収
入
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
負
担
金
精
算
交
付
金
、
再
商

品
化
合
理
化
配
分
金
を
増
額
し
て

い
ま
す
。
市
債
は
、
新
た
な
田
島

公
園
用
地
購
入
事
業
債
お
よ
び
三

原
二
丁
目
児
童
遊
園
地
用
地
購
入

事
業
債
な
ど
に
よ
り
、
増
額
し
て

い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

は
、
職
員
の
給
与
減
額
支
給
措
置

お
よ
び
人
事
異
動
等
に
伴
う
補
正

額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

機
構
改
革
に
伴
う
庁
用
器
具
購
入

費
用
、
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

費
負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
そ
の
他
繰
出
金
、
田
島
公
園

用
地
購
入
費
や
三
原
二
丁
目
児
童

遊
園
地
用
地
購
入
費
な
ど
を
増
額

し
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）補

正
額
は
、
２
億
５
６
６
１
万

円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
１２４
億

３
９
１
８
万
７
千
円
と
な
り
ま
し

た
。歳

入
の
主
な
も
の
は
、
療
養
給

付
費
等
負
担
金
、
一
般
会
計
繰
入

金
の
事
務
費
繰
入
金
お
よ
び
そ
の

他
繰
入
金
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
療
費

の
伸
び
等
を
勘
案
し
、
療
養
給
付

費
お
よ
び
高
額
療
養
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
の
確
定
通
知

に
基
づ
き
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

を
増
額
し
、
介
護
納
付
金
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

補
正
額
は
、
９
２
３
８
万
３
千

円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
１８
億

３
５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
指
定
工

事
店
等
更
新
手
数
料
を
追
加
し
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
雨
水
管

事
業
費
の
雨
水
対
策
事
業
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
１
億
２
３
６
８
万

８
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は

５２
億
９
６
８
４
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
の
増
額
に
伴
い
、
国
庫
支
出

金
、
支
払
基
金
交
付
金
、
県
支
出

金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
で
は
、
給
付
実
態
に
伴
い
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
な

ど
を
減
額
し
、
居
宅
介
護
等
サ
ー

ビ
ス
給
付
事
業
な
ど
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

職
員
の
給
与
減
額
支
給
措
置
お

よ
び
人
事
異
動
等
に
伴
い
、
減
額

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

組
織
機
構
の
変
更
等
に
よ
り
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
下
水
道
条
例
及
び
朝
霞

市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
２６
年
４
月
１
日
の
消
費
税

率
引
上
げ
に
伴
い
、
下
水
道
使
用

料
、
水
道
利
用
加
入
金
お
よ
び
水

道
料
金
に
係
る
消
費
税
率
を
現
在

の
５
㌫
か
ら
８
㌫
に
改
め
る
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
緑
化
推
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

朝
霞
市
緑
化
推
進
条
例
に
基
づ

き
設
置
し
て
い
る
朝
霞
市
緑
化
推

進
会
議
に
お
い
て
、
市
民
の
参
画

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
委
員

構
成
お
よ
び
定
数
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
同
法
律
を

引
用
し
て
い
る
朝
霞
市
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
等

の
任
用
、
勤
務
条
件
等
に
関
す
る

条
例臨

時
的
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

を
図
り
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
地

方
公
務
員
法
に
基
づ
く
運
用
を
行

う
と
と
も
に
、
一
般
職
非
常
勤
職

員
制
度
を
導
入
し
、
一
般
職
非
常

勤
職
員
お
よ
び
臨
時
的
任
用
職
員

の
報
酬
お
よ
び
賃
金
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

駅
東
通
線
整
備
事
業
に
よ
り
、

歩
行
者
専
用
道
路
を
整
備
し
た
こ

と
か
ら
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

朝
霞
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社

明
治
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
関
す
る
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
を
、

再
び
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

く
り
や
ま

の
ぼ
る

栗
山

昇
さ
ん

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
監
査
委
員
選
任
に
関
す
る
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

新
た
に
議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
、
福
川
鷹
子
議
員
を
選
出

す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

同
意
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
部
室
設
置
条
例

朝
霞
市
部
室
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
し
、
市
長
の
事
務
部
局
を

現
行
の
５
部
４
室
か
ら
１
公
室
５

部
２
室
に
改
め
る
も
の
で
す
。
特

徴
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
、
福
祉

部
門
の
業
務
量
増
大
に
よ
り
福
祉

課
と
子
育
て
支
援
課
を
そ
れ
ぞ
れ

分
割
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
事
務
の
集
約
等
を
図

る
ほ
か
、
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
運
用
を

議会だより 
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図
れ
る
組
織
に
見
直
す
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

※
掲
載
内
容
は
第
４
回
定
例
会
時

点
で
の
も
の
で
す
。

議
案
審
議

議
案
第
９３
号

平
成
２５
年
度
朝

霞
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

○
岡
﨑
和
広
議
員

今
回
補
正
予

算
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
を

３
億
３
３
０
０
万
円
取
り
崩
し
、

平
成
２５
年
度
末
残
高
が
２
億
８
３

０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
る
意
味
危
機
的
状
況
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
新
座
市
は
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
平
成
２５
年
３
月
３１

日
現
在
３１
億
５
２
０
０
万
円
と
朝

霞
市
の
１０
倍
以
上
で
す
。

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た

う
え
で
の
残
高
を
踏
ま
え
、
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

○
総
務
部
長

今
回
の
補
正
予
算

に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
は
３
億
３
３
２
６
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

財
政
調
整
基
金
に
５
億
５１７
万
６
千

円
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
補
正
予
算
分
を
含
め
た
取
り

崩
し
額
の
合
計
は
９
億
７
３
７
８

万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
結
果

的
に
４
億
６
８
６
１
万
２
千
円
取

り
崩
し
額
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
１２
月
の
時
点
に
お
け

る
財
政
調
整
基
金
の
年
度
末
残
高

見
込
み
は
約
２
億
８
３
６
１
万
４

千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

財
政
調
整
基
金
の
残
高
を
あ
る

程
度
確
保
す
る
こ
と
は
、
安
定
し

た
市
政
運
営
を
行
う
た
め
に
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
平
成
２６
年
度
に
は
平
成

２５
年
度
決
算
が
確
定
し
た
段
階
で
、

今
年
度
と
同
様
に
決
算
剰
余
金
の

積
み
立
て
を
行
い
、
残
高
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

積
立
金
率
全
国
「
ワ
ー
ス

ト
５
」
に
つ
い
て

○
小
山
香
議
員

日
経
新
聞
（
平

成
２５
年
１１
月
２４
日
朝
刊
）
に
「
都

市
財
政
、
際
立
つ
格
差
」
と
題
す

る
記
事
が
あ
っ
た
。
朝
霞
市
の
積

立
金
率
が
平
成
２４
年
度
で
は
、
全

国
８１２
市
区
中
、
「
ワ
ー
ス
ト
５
」

だ
っ
た
。
積
立
金
は
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
で
自
治
体
が
自
由
に
使

え
る
も
の
だ
。
平
成
２５
年
度
も
財

政
調
整
基
金
を
相
当
額
取
り
崩
し

た
の
で
平
成
２５
年
度
は
「
ワ
ー
ス

ト
１
」
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
平

成
２６
年
度
は
、
平
成
２５
年
度
以
上

積
立
金
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
緊

急
事
態
に
お
け
る
政
策
決
定
が
極

め
て
限
ら
れ
る
。
市
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

○
市
長

本
市
の
財
政
状
況
が
全

国
の
中
で
も
非
常
に
厳
し
い
現
状

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
私
も
認
識

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

状
況
を
見
ま
す
と
、
こ
れ
は
本
市

を
含
め
た
５
市
が
不
交
付
団
体
で

あ
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後

の
市
税
の
決
算
状
況
が
平
成
２０
年

度
と
平
成
２４
年
度
と
を
比
較
し
て
、

全
て
の
団
体
が
平
成
２０
年
度
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
同
じ
く
市
税
不
足
を
補
う

た
め
に
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
市
が
ま
さ
に
そ
れ
に
合
致
し
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
市
税
収
入
の
回

復
を
待
ち
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
積
立
金
を

取
り
崩
し
て
施
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
市
税
収
入
の

大
幅
な
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
は

困
難
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
財
源
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を

進
め
な
が
ら
歳
出
を
抑
制
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
緊

急
な
事
業
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
案
第
９５
号

平
成
２５
年
度
朝

霞
市
朝
霞
都
市
計
画
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
須
田
義
博
議
員

繰
越
明
許
費

の
下
水
道
事
業
費
で
、
雨
水
整
備

事
業
が
繰
り
越
し
と
な
っ
た
理
由

と
、
工
事
の
進
捗
状
況
は
全
体
の

ど
の
程
度
か
。

○
都
市
建
設
部
長

雨
水
対
策
事

業
の
繰
越
明
許
費
の
う
ち
、
本
補

正
で
歳
出
計
上
し
て
い
ま
す
雨
水

対
策
事
業
は
、
市
長
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
道
路
の
雨
水
排
水
の
緊
急
改

善
対
策
の
効
果
を
早
期
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
、
平
成
２６
年
度
以
降
に

予
定
し
て
い
る
事
業
の
一
部
を
本

年
度
に
前
倒
し
し
て
着
手
す
る
も

の
で
、
事
業
の
完
了
が
翌
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
繰
越
明
許
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て

い
ま
し
た
市
道
２
０
０
１
号
線
、

雨
水
管
工
事
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
に
実
施
し
た
設
計
の
結
果
、
主

要
材
料
で
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ

ー
ト
が
既
製
品
で
は
な
く
受
注
生

産
が
必
要
と
な
り
、
製
造
に
相
当

の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
年

度
内
に
事
業
が
完
了
で
き
な
い
見

込
み
の
た
め
、
繰
越
明
許
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
本
工
事
は
繰

り
越
し
の
ご
承
認
を
い
た
だ
い
た

後
、
速
や
か
に
工
事
を
発
注
し
、

工
期
は
約
６
か
月
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

議
案
第
９９
号

朝
霞
市
下
水
道
条

例
及
び
朝
霞
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
口
公
悦
議
員

消
費
税
増
税

は
、
日
本
の
経
済
や
財
政
の
再
建

に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
社
会
保

障
の
財
源
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、

朝
霞
市
民
の
暮
ら
し
や
営
業
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
議
案
は
、
消

費
税
増
税
分
を
値
上
げ
し
料
金
を

改
定
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、

公
共
料
金
は
安
易
な
値
上
げ
に
踏

み
切
る
の
で
は
な
く
凍
結
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

○
市
長

消
費
税
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
景
気
の
先
行
き
が
不

透
明
な
中
で
の
実
施
で
あ
り
、
市

民
生
活
の
広
範
に
わ
た
っ
て
少
な

か
ら
ず
と
も
影
響
は
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

議会だより 
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下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
使
用
料
に
転
嫁
し
な
い
場
合
、

一
般
会
計
で
こ
れ
を
補
填
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
下
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
人

に
ま
で
ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
者
負
担

の
原
則
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
使
用

料
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、

人
口
減
少
お
よ
び
節
水
型
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
水
需
要
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
時
点
に

お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
水
道
料
金
の
ほ

う
で
事
業
運
営
を
賄
う
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

逆
ざ
や
で
、
市
の
財
政
状
況
が
大

変
厳
し
い
中
で
安
定
し
た
上
下
水

道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
利
用
者
の
皆
様
に
ご
負
担
を

い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、

私
と
し
て
も
苦
渋
の
選
択
で
す
の

で
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
案
第
１０１
号

朝
霞
市
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
神
谷
大
輔
議
員

第
６
条
第
２

項
の
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
」
配
偶
者
暴
力
防
止
法
で

あ
り
ま
す
が
、
保
護
か
ら
保
護
等

へ
の
改
正
に
至
り
、
こ
の
等
は
、

何
を
想
定
さ
れ
、
今
後
の
市
営
住

宅
の
担
う
役
割
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
？

○
都
市
建
設
部
長

今
回
の
条
例

改
正
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
を
市
営
住
宅
条
例
第
６
条

の
入
居
者
資
格
第
２
項
第
８
号
に

引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
律

の
一
部
改
正
に
準
じ
て
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
適
用

対
象
が
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い

な
い
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
者
か
ら
、
暴
力
お
よ

び
そ
の
暴
力
を
受
け
た
者
に
加
え
、

生
活
の
根
拠
を
と
も
に
す
る
交
際

相
手
か
ら
の
暴
力
お
よ
び
そ
の
被

害
者
に
つ
い
て
も
、
当
該
法
律
を

準
用
し
て
適
用
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を

受
け
て
い
る
人
に
対
し
て
、
居
住

の
安
定
を
図
り
そ
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
に
、
抽
選
の
特
例
に
よ

り
倍
率
優
遇
措
置
と
し
て
、
抽
選

番
号
を
２
個
持
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
の
被
害
者
へ
の
配
慮
を
行
い
ま

す
。

議
案
第
１０２
号

朝
霞
市
一
般
職

非
常
勤
職
員
等
の
任
用
、
勤
務

条
件
等
に
関
す
る
条
例

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任

用
更
新

○
黒
川
滋
議
員

継
続
的
に
任
用

さ
れ
る
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
雇
用
安
定
を
図
ろ

う
と
い
う
提
案
趣
旨
で
す
が
、
条

例
で
は
、
予
算
年
度
を
上
限
に
１

年
雇
用
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き

る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
能
力
開

発
と
人
材
確
保
を
目
的
と
す
る
本

条
例
の
目
的
か
ら
は
、
任
用
す
る

理
由
と
な
っ
て
い
る
職
場
・
職
種

が
存
在
し
、
本
人
に
非
違
行
為
や

無
断
欠
勤
な
ど
の
合
理
的
な
事
情

が
な
け
れ
ば
、
毎
年
、
任
用
更
新

す
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
キ
ャ
リ
ア
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て

競
争
試
験
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
総
務
部
長

一
般
職
非
常
勤
職

員
等
の
任
用
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

条
例
第
５
条
に
定
め
て
お
り
、
一

般
職
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、

公
務
の
能
率
的
運
営
を
確
保
す
る

た
め
、
必
要
が
あ
る
場
合
で
、
か

つ
勤
務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
場
合

に
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い

て
は
、
勤
務
意
欲
や
仕
事
に
対
す

る
信
頼
性
、
健
康
状
態
な
ど
の
評

定
項
目
ご
と
に
評
価
を
行
う
こ
と

を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
評
価
は

所
属
長
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
遅
刻
や
欠
勤
な

ど
が
な
く
、
ま
た
職
務
命
令
に
反

す
る
こ
と
が
な
い
な
ど
、
良
好
に

職
務
を
遂
行
し
て
い
れ
ば
優
秀
と

判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。次

年
度
に
お
い
て
も
継
続
し
て

業
務
が
存
在
す
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
が
、
勤
務
成
績
が
優
秀

と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、

あ
ら
た
め
て
勤
務
条
件
を
お
示
し

し
、
本
人
の
意
向
を
確
認
し
た
う

え
で
再
度
任
用
を
行
う
こ
と
に
な

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
勤
務
条
件
に
つ

い
て

○
石
川
啓
子
議
員

保
育
士
の
勤

務
時
間
が
１５
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

現
場
の
保
育
士
か
ら
も
勤
務
時
間

の
短
縮
に
よ
り
仕
事
に
支
障
が
出

る
の
で
は
と
の
不
安
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
ま
す
か
。

○
総
務
部
長

影
響
に
つ
い
て
は
、

庁
内
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

子
育
て
支
援
課
も
加
わ
っ
て
話
を

し
て
い
ま
す
。
勤
務
シ
フ
ト
や
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
調
整
を
行
う
な

ど
し
て
、
保
育
園
の
運
営
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

設
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
影
響

な
く
や
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
福
祉
部
長

各
時
間
帯
で
の
臨

時
職
員
の
と
き
と
比
べ
る
と
確
か

に
１５
分
短
縮
に
な
り
ま
す
が
、
正

規
職
員
を
含
め
園
全
体
の
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
み
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
１０４
号

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
）

○
田
辺
淳
議
員

こ
れ
か
ら
５
年

間
の
新
た
な
指
定
管
理
を
明
治
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
と
す
る
提
案
で
す

が
、
そ
の
選
定
に
至
る
経
緯
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
そ
の
選
定
過
程

の
客
観
性
は
ど
の
よ
う
に
担
保
さ

れ
、
な
ぜ
市
の
公
社
が
参
加
し
な

か
っ
た
の
で
す
か
？
ま
た
、
今
後

の
具
体
的
事
業
と
、
変
更
内
容
、

こ
れ
ま
で
の
職
員
へ
の
処
遇
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

○
審
議
監

選
定
委
員
会
の
客
観

性
の
担
保
に
つ
い
て
は
、
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る

基
本
指
針
を
定
め
て
、
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
幹
事
会
と
選
定
委

議会だより 
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員
会
の
２
段
階
の
審
査
に
よ
り
慎

重
に
選
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
は
、
項
目

評
価
集
計
表
の
項
目
に
基
づ
い
て

幹
事
会
の
委
員
が
数
値
化
し
て
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
性
を

担
保
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が

指
定
管
理
者
の
公
募
に
参
加
し
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
を
受
託
す
る
た
め

の
人
的
な
準
備
が
整
わ
な
い
こ
と
、

行
政
庁
に
公
益
認
定
変
更
申
請
を

し
、
変
更
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。

○
健
康
づ
く
り
部
長

今
後
の
具

体
的
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
提
案
と
し
て
、
送
迎
バ
ス
の
導

入
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
再
開
、

授
産
施
設
の
制
作
物
の
委
託
販
売

や
販
売
会
実
施
へ
の
協
力
、
障
害

の
あ
る
方
の
就
業
機
会
の
創
出
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る

臨
時
の
職
員
の
方
に
適
切
に
教
え

て
、
こ
れ
ら
の
方
法
が
伝
わ
っ
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
主
事
業
の
教
室
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う

に
、
当
初
同
じ
も
の
を
継
続
し
て

い
く
と
の
話
は
聞
い
て
い
ま
す
。

総
務
関
係

憩
い
の
湯
に
つ
い
て

○
駒
牧
容
子
議
員

旧
憩
い
の
湯

は
、
年
間
の
維
持
費
が
四
百
万
円

以
上
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
見
れ

ば
税
金
の
無
駄
遣
い
以
外
の
何
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
応
募

さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
近
隣
住
民
へ

配
慮
の
な
い
迷
惑
施
設
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
民
間
の
方
よ
り
、
土

地
を
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば
建
設

費
を
負
担
し
て
、
内
間
木
の
住
民

の
た
め
、
広
く
は
朝
霞
市
民
の
た

め
、
文
化
・
芸
術
・
福
祉
の
拠
点

に
な
る
施
設
な
ど
を
作
り
、
活
用

し
て
ほ
し
い
と
提
案
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
要
望
を
受
け
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

○
市
長

旧
憩
い
の
湯
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
は
、
内
間
木
地
域
の

発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に
も
役

立
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
朝
霞

市
の
発
展
に
資
す
る
新
た
な
施
策

と
し
て
展
開
し
た
い
と
い
う
考
え

は
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
の
検
討
過
程
に
お
い
て
、
私

が
直
接
、
よ
り
具
体
的
な
お
話
を

伺
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

女
性
の
防

災
力
向
上
に
つ
い
て
／
い
じ
め
問

題
／
市
民
後
見
推
進
に
つ
い
て
／

総
合
健
診
の
実
施
結
果
と
今
後

防
災
教
育
の
強
化
推
進
に

つ
い
て

○
本
山
好
子
議
員

絵
本
・
カ
ー

ド
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
幼
児
教
育
か
ら
の

防
災
教
育
を
す
る
こ
と
は
市
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
目
で

体
で
覚
え
親
子
で
、
有
事
の
時
に

実
践
で
き
る
こ
の
教
育
は
日
頃
の

マ
ナ
ー
も
学
べ
、
入
園
前
の
お
子

さ
ん
も
積
み
重
ね
、
繰
り
返
す
こ

と
で
覚
え
ま
す
。
大
人
か
ら
の
い

ざ
と
い
う
時
の
指
示
を
受
け
る
こ

と
に
対
す
る
訓
練
が
で
き
、
小
さ

い
時
か
ら
自
助
の
力
が
つ
き
ま
す
。

こ
の
教
育
の
や
り
方
を
市
は
取
り

入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

○
福
祉
部
長

市
内
の
各
保
育
園

で
は
、
災
害
時
に
安
全
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
毎
月
１
回
の
避

難
訓
練
の
実
施
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
等
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

保
育
園
な
ど
に
通
う
幼
児
だ
け

で
は
な
く
、
未
就
学
児
全
体
を
対

象
と
し
て
幅
広
く
防
災
教
育
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
災
害
の
危
険

性
、
安
全
な
行
動
方
法
の
意
識
、

状
況
の
適
切
な
判
断
、
命
の
大
切

さ
な
ど
を
感
じ
る
心
が
育
ま
れ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
有
意
義
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
就
学
児
に
対
す
る
防
災
教
育

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
就
学
前
の
親
子
が

利
用
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
児
童
館
に
お
い
て
、
幼
児
に
好

奇
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
絵
本
や
紙
芝
居
、
ま

た
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
の
実
施

に
つ
い
て
、
今
後
の
事
業
計
画
を

策
定
す
る
際
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

待
機
児
童

対
策
／
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
強

化
／
ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー
前
の
歩

行
者
の
交
通
安
全
対
策

「
広
報
あ
さ
か
」
と
町
内

会
に
つ
い
て

○
獅
子
倉
千
代
子
議
員

平
成
２６

年
度
か
ら
「
広
報
あ
さ
か
」
が
業

者
委
託
に
よ
り
全
戸
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
町
内
会
組
織
に
よ
り

会
員
の
方
々
へ
隣
か
ら
隣
へ
回
す

こ
と
に
よ
り
近
隣
と
の
良
好
な
関

係
が
構
築
さ
れ
、
さ
ら
に
防
災
防

犯
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
町
内
会
の
中
に

は
ア
ル
ミ
缶
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の

資
源
ご
み
の
収
集
を
し
て
売
り
払

い
、
活
動
費
の
一
部
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
有
償
配
布

と
な
れ
ば
町
内
会
で
配
布
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
業
者

委
託
に
す
る
た
め
の
費
用
は
い
く

ら
位
か
か
り
ま
す
か
。

○
総
務
部
長

「
広
報
あ
さ
か
」

の
全
戸
配
布
を
実
施
す
る
こ
と
に

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
１２
月
１２
日
・
１３
日
・
１６
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
、
１９
人
の
議
員
か
ら
８５
項
目
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

質
問
議
員
（
発
言
通
告
順
）

岡
﨑

和
広

遠
藤

光
博

駒
牧

容
子

佐
野

昌
夫

福
川

鷹
子

本
山

好
子

獅
子
倉
千
代
子

船
本

祐
志

星
野

文
男

大
橋

正
好

黒
川

滋

松
下

昌
代

須
田

義
博

神
谷

大
輔

小
山

香

山
口

公
悦

石
川

啓
子

田
辺

淳
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よ
る
費
用
で
す
が
、
平
成
２５
年
度

に
お
け
る
配
布
委
託
料
の
予
算
額

１８６
万
５
千
円
と
、
今
回
全
戸
配
布

す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
１
５
６
５
万

５
千
円
を
比
較
し
ま
す
と
、
１
３

７
９
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。次

に
、
有
償
で
自
治
会
・
町
内

会
へ
配
布
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
市
と
し
て
は
、
具
体
的

な
金
額
の
提
示
は
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
有
償
で
の
配
布
を
前
提
に

自
治
会
連
合
会
に
対
し
、
未
加
入

世
帯
を
含
め
た
全
戸
配
布
を
依
頼

し
ま
し
た
が
、
費
用
以
前
の
問
題

と
し
て
、
未
加
入
世
帯
へ
の
配
布

は
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、

全
戸
配
布
は
不
可
能
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

朝
霞
駅
南

口
駅
前
通
り
ア
メ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド

化
基
本
計
画
の
概
要
と
進
捗
状
況

中
バ
ス
業
者
と
の
協
議
内
容

ス
ト
ー
カ
ー
等
に
対
す
る

個
人
情
報
の
扱
い
に
つ
い

て○
船
本
祐
志
議
員

昨
年
逗
子
市

で
起
き
た
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件

は
、
逗
子
市
の
納
税
課
に
被
害
者

の
納
税
情
報
の
照
会
が
あ
り
、
個

人
情
報
が
漏
れ
た
た
め
に
起
こ
っ

た
事
件
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
、
吉
川

市
で
官
公
庁
の
職
員
を
名
乗
る
男

か
ら
電
話
が
あ
り
、
市
民
課
で
市

内
に
住
む
男
性
の
個
人
情
報
の
一

部
を
、
逗
子
市
の
事
件
以
来
注
意

を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
漏
ら

す
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
霞
市

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

○
総
務
部
長

本
市
で
は
、
朝
霞

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お
い
て
、

市
が
管
理
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、

そ
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
逗
子
市
や

吉
川
市
の
事
件
を
受
け
、
個
人
情

報
の
保
護
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
安

全
管
理
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
改

め
て
職
員
に
対
し
、
個
人
情
報
の

適
正
管
理
に
つ
い
て
注
意
喚
起
の

通
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

職
員
一
人
一
人
の
意
識
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
職

員
を
含
む
全
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
年
２
回
実
施
し
、
個
人

情
報
の
慎
重
な
取
り
扱
い
に
つ
い

て
啓
発
や
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
市
民
か
ら

の
信
頼
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
職
員
の
意
識
啓
発
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

財
政
問
題

に
つ
い
て
①
予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て
／
福
祉
問
題
に
つ
い
て
①
障

害
児
の
福
祉
対
策
に
つ
い
て

猪
苗
代
湖
自
然
の
家
に
つ

い
て

○
星
野
文
男
議
員

朝
霞
市
の
保

養
所
「
猪
苗
代
湖
自
然
の
家
」
は
、

耐
震
性
に
問
題
が
あ
り
現
在
は
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。
市
は
約
１
億

円
か
け
て
解
体
し
、
そ
の
後
地
元

自
治
体
に
寄
贈
す
る
計
画
で
す
が
、

は
じ
め
か
ら
売
却
で
き
な
い
と
決

め
付
け
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
条
件
が
厳
し
く
、
買

い
手
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
路
線
価
で
約
１
８
０

０
万
円
で
す
が
、
何
割
か
安
く
す

れ
ば
売
却
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
売
却
し
て
市
の
収
入
と
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

○
審
議
監

旧
自
然
の
家
の
用
地

等
の
処
分
に
当
た
り
、
現
在
の
市

の
財
政
状
況
等
を
勘
案
す
れ
ば
、

適
正
な
価
格
で
売
却
し
、
市
の
収

入
と
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
一
方
、

３０
年
以
上
に
も
わ
た
り
朝
霞
市
の

行
政
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
地
元
福
島
県
な
ら
び
に
会

津
若
松
市
な
ど
の
地
元
自
治
体
に

対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
意
向
を
確

認
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
。
地
元
自
治
体
に
今
後
全
く
利

活
用
の
意
思
が
な
い
と
す
れ
ば
、

市
街
化
調
整
区
域
内
で
あ
り
、
磐

梯
朝
日
国
立
公
園
に
隣
接
す
る
な

ど
、
大
変
厳
し
い
規
制
が
あ
る
立

地
条
件
で
す
が
、
地
元
の
団
体
、

企
業
を
は
じ
め
、
民
間
売
却
の
可

能
性
も
並
行
し
て
今
後
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
給
食

費
の
滞
納
に
つ
い
て
／
市
道
１４３
号

線
の
工
事
着
工
に
つ
い
て

計
画
策
定
時
の
統
計
・
調

査
の
あ
り
方

○
黒
川
滋
議
員

市
の
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
に
朝
霞
市
民
の
年
齢
構
成

と
異
な
る
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
計
画
策
定

時
に
「
統
計
あ
さ
か
」
を
参
照
し

て
い
る
の
か
、
確
認
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

計
画
策
定
時
に
、
市
民
に
は
量

的
調
査
で
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み

行
い
が
ち
で
す
が
、
項
目
を
設
定

し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
深

掘
り
す
る
に
は
、
課
題
を
抱
え
て

い
る
市
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

観
測
な
ど
、
質
的
調
査
が
な
け
れ

ば
問
題
解
決
に
た
ど
り
つ
き
ま
せ

ん
。
質
的
調
査
を
行
わ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

○
審
議
監

現
在
、
市
の
基
本
計

画
や
個
別
計
画
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
手
法
と
し
て
、
多
く
の
場

合
市
民
意
識
調
査
等
を
個
別
に
行

っ
て
い
ま
す
。

総
合
振
興
計
画
を
例
に
と
り
ま

す
と
、
人
口
の
年
齢
区
分
や
男
女

比
な
ど
に
比
例
し
て
無
作
為
抽
出

さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
意
識
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
は
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
の

基
礎
的
な
資
料
と
し
ま
す
。

一
方
、
計
画
策
定
に
当
た
り
、

行
政
テ
ー
マ
ご
と
に
、
よ
り
深
い

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
引
き
出

し
、
計
画
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
懇

談
会
な
ど
の
意
見
交
換
の
場
や
具

体
的
な
施
策
に
関
係
す
る
方
か
ら

個
別
に
意
見
を
い
た
だ
く
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
手

法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く

予
定
で
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

マ
ン
シ
ョ

ン
と
地
域
を
つ
な
ぐ
対
策
／
資
金

繰
り
財
政
問
題
／
福
祉
部
の
窓
口

の
つ
く
り
／
歩
行
環
境

他

議会だより 
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市
内
の
竜
巻
対
策
の
現
状

は○
須
田
義
博
議
員

本
年
は
、
県

内
で
も
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
竜
巻
は
、
事

前
に
発
生
場
所
や
大
き
さ
を
予
知

す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
発
生
後
の
被
害
の
把
握

や
復
旧
へ
の
対
応
は
、
事
前
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
お
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
被
災

後
の
生
活
再
建
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
も
含
み
、
県
の
対
応
と
自
然
災

害
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、

朝
霞
市
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

○
総
務
部
長

竜
巻
は
、
台
風
や

寒
冷
前
線
、
低
気
圧
に
伴
っ
て
発

生
す
る
激
し
い
渦
巻
き
で
、
そ
の

発
生
時
間
は
短
時
間
で
あ
り
、
発

生
場
所
の
特
定
や
発
生
を
予
測
す

る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
言
え

ま
す
。
万
が
一
、
市
内
で
竜
巻
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

そ
の
程
度
に
よ
り
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
に
基
づ
く
被
災
世
帯

に
対
す
る
給
付
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
１０
世
帯

以
上
の
住
宅
全
壊
被
害
が
発
生
し

た
市
町
村
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
数
に
満
た
な
い
被

害
発
生
で
は
法
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
埼
玉
県
と
市

町
村
が
相
互
扶
助
の
観
点
に
よ
り

連
携
し
て
、
法
に
よ
る
救
済
が
行

わ
れ
な
い
被
災
者
に
対
す
る
新
た

な
支
援
制
度
を
創
設
し
よ
う
と
話

し
合
い
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
県
お
よ
び
本
市
を
含
む
関
係

市
町
村
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
よ
り
支
援
措
置
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

市
営
球
場

と
内
間
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
貸

出
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

教
育
環
境
関
係

空
き
店
舗
に
つ
い
て

○
福
川
鷹
子
議
員

空
き
店
舗
で

税
制
優
遇
、
街
の
交
流
拠
点
誕
生

等
の
見
出
し
の
新
聞
を
見
ま
し
た
。

こ
の
ご
ろ
各
地
方
で
大
型
ス
ー
パ

ー
の
進
出
や
店
舗
の
後
継
者
不
足

の
理
由
で
空
き
店
舗
が
年
々
増
加
、

し
か
し
、
そ
の
裏
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
の
あ
る
若
者
が
店
を
出
し
た

い
と
の
声
も
聞
き
ま
す
。
最
近
志

木
で
は
、
空
き
店
舗
か
ら
地
域
応

援
ふ
る
さ
と
屋
が
オ
ー
プ
ン
。
こ

の
よ
う
に
空
き
店
舗
の
活
用
の
や

り
方
は
自
由
自
在
、
工
夫
次
第
で

店
舗
の
活
用
が
で
き
ま
す
。
朝
霞

市
も
商
工
会
と
共
同
で
空
き
店
舗

を
活
用
し
て
み
て
は
？
お
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

○
市
民
環
境
部
長

現
在
、
市
内

に
は
１４
の
商
店
街
が
あ
り
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
店
舗
が

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
の
は

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
事
業

と
し
て
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
事
業
の

一
環
と
し
て
、
平
成
２２
年
２
月
か

ら
朝
霞
駅
前
商
店
会
の
区
域
内
に

「
ホ
ッ
と
茶
屋
『
あ
さ
か
』」を
開

設
し
、
商
店
街
の
お
休
み
ど
こ
ろ

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
支
え
合
い

事
業
の
拠
点
と
し
て
、
商
店
街
利

用
者
や
地
域
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
商
店
街
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
と
考

え
、
商
店
街
施
設
整
備
事
業
補
助

金
の
ほ
か
、
商
店
街
活
性
化
推
進

事
業
補
助
金
や
商
店
街
街
路
灯
維

持
管
理
事
業
補
助
金
制
度
を
設
け
、

商
店
会
の
皆
様
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
市
内
商
店
街
の
空
き

店
舗
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
商
店
街
の
活
性
化
に

向
け
て
商
店
会
の
皆
様
や
商
工
会

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

災
害
時
の

対
応
／
安
全
安
心
の
確
保
／
通
学

路
の
安
全
確
保
／
安
心
安
全
の
道

路
整
備

学
力
向
上
の
取
り
組
み
で

将
来
の
夢
を
か
な
え
ら
れ

る
教
育
に
つ
い
て

○
大
橋
正
好
議
員

私
は
学
校
教

育
が
、
「
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持

ち
、
そ
の
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ

う
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
体
験
、
経
験
し
て

成
長
し
て
い
く
、
ま
た
、
目
標
に

向
か
っ
て
継
続
し
て
努
力
す
る
」

こ
と
を
で
き
る
限
り
応
援
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま

さ
に
、
朝
霞
の
教
育
理
念
の
一
つ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
、
生
き
る
力

を
育
む
朝
霞
の
教
育
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

朝
霞
の
義
務
教
育
で
は
、
子
ど

も
、
生
徒
の
夢
を
か
な
え
る
た
め

に
、
学
力
向
上
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
捉
え
て
い

ま
す
か
、
実
施
状
況
を
お
伺
い
し

ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
実
施
目
的
は
、

実
施
要
領
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
調
査
結
果
を
十
分
に
活
用

し
て
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
分
析
し
、
教
育
委
員

会
と
し
て
教
育
施
策
の
成
果
と
課

題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る

こ
と
、
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、

教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
で
す
。

学
校
ご
と
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
学
校
で
学
校
だ
よ
り
な
ど

を
通
し
て
学
習
の
成
果
や
生
活
に

関
す
る
質
問
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
が
保
護
者
に
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
文
部
科
学
省
が

実
施
要
領
の
一
部
を
変
更
し
、
市

町
村
教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校
別

の
成
績
公
表
を
来
年
度
か
ら
認
め

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
別
成

績
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
や
他
市
教
育

委
員
会
等
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

日
常
の
町

中
で
の
マ
ナ
ー
違
反
／
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
結
露
対
策
／
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
対
策

地
域
資
産
・
資
源（「m

a
d
e

in
A
S
A
K
A

」「A
S
A
K
A

o
n
ly
o
n
e

」）の
発
掘
・
支

援
に
つ
い
て

○
松
下
昌
代
議
員

持
続
可
能
な

ま
ち
と
し
て
朝
霞
市
が
存
在
感
を

議会だより 
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示
し
て
い
く
に
は
、
本
市
に
し
か

な
い
地
域
資
源
を
今
か
ら
発
掘
・

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進

法
」
の
支
援
ス
キ
ー
ム
に
の
っ
と

り
、
本
市
が
中
小
企
業
と
共
に
事

業
計
画
を
た
て
、
県
も
巻
き
こ
み

な
が
ら
国
の
支
援
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
域
活
性
化
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
方
策
に
つ
い
て
、

ま
た
市
内
で
埋
も
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
地
域
資
源
の
積
極
的
な
発
掘

に
つ
い
て
の
見
解
・
今
後
の
展
開

を
お
伺
い
し
ま
す
。

○
市
長

朝
霞
市
に
は
、
世
界
的

な
技
術
を
持
っ
て
い
る
中
小
企
業

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ミ

の
塊
を
一
刀
彫
み
た
い
な
形
で
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
り
、
そ
れ

を
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

し
て
、
非
常
に
世
界
的
に
そ
の
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
事
業

所
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地

域
資
産
の
発
掘
や
活
用
を
図
る
た

め
、
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促

進
法
に
よ
る
国
の
支
援
制
度
等
に

つ
い
て
、
商
工
会
等
の
関
係
機
関

を
通
じ
な
が
ら
市
内
の
事
業
者
の

方
々
に
周
知
を
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
情
報
収
集
に
積
極
的

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
中
小
企
業
地
域
資
源
活

用
促
進
法
に
基
づ
く
市
町
村
等
か

ら
の
推
薦
に
よ
る
地
域
産
業
資
源

の
追
加
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、

本
市
で
は
ニ
ン
ジ
ン
等
の
農
産
物

が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
指
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、
国
が
定
め
る
基
本
方
針

に
よ
っ
て
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
推
薦
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

朝
霞
市
女

性
セ
ン
タ
ー
開
所
か
ら
一
年
の
総

括
と
今
後
に
つ
い
て
／
災
害
時
応

援
協
定
の
充
実
に
つ
い
て

新
学
習
指
導
要
領
の
伝

統
・
文
化
へ
の
理
解
と
し

て
、
神
話
教
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

○
神
谷
大
輔
議
員

日
本
に
は
神

話
を
継
承
す
る
書
物
と
し
て
、
古

事
記
・
日
本
書
紀
が
あ
り
、
日
本

と
は
ど
ん
な
国
な
の
か
？
日
本
人

と
は
ど
ん
な
民
族
な
の
か
？
と
い

う
原
点
を
探
す
文
献
で
す
。
私
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
の
成
り
立

ち
や
わ
が
国
の
郷
土
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
伝
統
や
文
化
に
親
し

み
を
持
ち
、
日
本
の
原
点
を
知
り
、

義
務
教
育
を
終
え
て
も
み
ず
か
ら

興
味
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
に
も
、
神
話
に

ま
つ
わ
る
日
本
の
祝
祭
日
の
「
建

国
記
念
の
日
」
を
活
用
し
、
学
校

教
育
に
一
層
取
り
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
？

○
学
校
教
育
部
長

建
国
記
念
の

日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
狙

い
と
し
て
「
建
国
を
し
の
び
、
国

を
愛
す
る
心
を
養
う
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
古
事
記
や
日
本
書

紀
に
は
、
日
本
の
建
国
、
す
な
わ

ち
国
家
の
成
立
や
国
土
の
統
一
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

持
ち
や
す
い
話
や
国
土
統
一
の
話

が
あ
り
、
歴
史
を
学
ぶ
う
え
で
有

効
な
教
材
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
学
習
指
導
要
領
社

会
科
の
狙
い
に
の
っ
と
り
、
わ
が

国
の
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
国
土

と
歴
史
に
対
す
る
愛
情
を
深
め
、

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
が
育
つ
よ

う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
胸
を

張
っ
て
わ
が
国
の
歴
史
や
文
化
を

語
り
、
相
手
の
国
の
文
化
や
歴
史

も
尊
重
で
き
る
、
そ
ん
な
児
童
・

生
徒
の
育
成
に
今
後
と
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

中
学
校
の

現
状
を
総
合
的
な
認
識
と
し
て
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
／
都
市
公
園

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

委
員
長
の
発
言
し
な
い
非

公
開
理
由
の
加
筆
と
虚
偽

公
文
書
作
成
に
つ
い
て

○
小
山
香
議
員

教
育
委
員
会
委

員
長
は
、
定
例
会
の
審
議
の
一
部

を
非
公
開
に
し
た
理
由
を
「
個
人

情
報
保
護
の
観
点
」
と
し
か
発
言

し
て
い
な
い
。
し
か
し
会
議
録
で

は
「
未
だ
意
思
決
定
過
程
の
案

件
」
も
発
言
し
た
と
記
載
し
た
。

市
議
会
か
ら
こ
の
加
筆
は
虚
偽
公

文
書
作
成
の
疑
い
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
育
委
員
会
は
臨
時
会
を
開
催
し
、

全
会
一
致
で
委
員
長
は
加
筆
部
分

の
発
言
は
し
て
い
な
い
が
会
議
録

に
発
言
し
た
と
加
筆
す
る
こ
と
を

承
認
し
記
載
し
た
。
こ
れ
は
虚
偽

公
文
書
作
成
・
同
行
使
に
該
当
す

る
の
で
は
な
い
か
。

○
教
育
委
員
会
委
員
長

１０
月
２４

日
開
催
し
ま
し
た
第
１０
回
教
育
委

員
会
定
例
会
は
、
市
長
か
ら
の
意

見
聴
取
と
い
う
形
式
で
の
審
議
は

は
じ
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
運
営
方
法

を
参
考
に
し
、
委
員
長
の
私
が
発

議
し
、
委
員
会
に
お
諮
り
し
た
と

こ
ろ
、
委
員
各
位
の
ご
賛
同
が
得

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
非
公
開
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

事
務
局
か
ら
、
今
後
市
議
会
に

提
出
す
る
予
定
の
案
件
で
い
ま
だ

意
思
決
定
過
程
の
案
件
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
支
払
督
促
に
つ
い
て

は
審
議
の
過
程
で
個
人
が
特
定
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
と
の
説

明
が
あ
り
、
私
は
進
行
表
の
と
お

り
、
職
員
の
説
明
で
委
員
の
共
通

理
解
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
発
言
す
べ
き
で
し
た
が
、

「
い
ま
だ
意
思
決
定
過
程
の
案
件

で
あ
る
こ
と
及
び
」
を
読
み
飛
ば

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
議
録
の

承
認
に
つ
い
て
は
、
会
議
録
の
原

稿
は
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
録
音

デ
ー
タ
を
聞
き
な
が
ら
会
議
録
を

確
認
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
進
行
表
ど
お
り
に
発
言
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
の
言
い

落
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
事
務
局

の
会
議
録
の
作
成
に
ミ
ス
が
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。
こ
の
２
点
は
本
当
に
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
し
て
、
今
後
気

を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

園
庭
の
な

い
認
可
保
育
園
／
次
年
度
事
業
の

廃
止
、
凍
結
、
見
直
し
／
給
食
費

等
支
払
督
促
／
修
学
旅
行
先
検
討

議会だより 
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ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
少
人

数
学
級
の
対
象
拡
大
と
教

員
体
制
の
充
実
を
求
め
る

○
山
口
公
悦
議
員

全
て
の
児
童

生
徒
に
豊
か
な
教
育
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

少
人
数
学
級
な
ど
で
き
め
細
や
か

な
授
業
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
独
自
に
対
象
を
拡
充
し
て
き
た

山
梨
県
で
は
、
４
年
間
で
不
登
校

者
数
を
３
割
減
ら
し
た
と
の
成
果

が
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。
現
在
の
３５
人
学
級

対
象
の
小
学
２
年
生
か
ら
学
年
を

拡
充
し
た
場
合
の
必
要
な
教
員
数

と
費
用
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
長
の
所
見
も
お
伺
い
し
ま

す
。

○
市
長

少
人
数
学
級
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
か
ら

低
学
年
の
補
助
教
員
制
度
を
導
入

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
人
数
学
級
制
に
つ
い
て
は
、

単
年
度
の
お
話
で
は
な
く
、
市
内

の
１０
校
の
小
学
校
全
体
の
問
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。今
後
の
児
童
・

生
徒
数
の
増
加
の
問
題
等
も
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

人
件
費
の
問
題
、
学
校
の
施
設
の

問
題
も
考
慮
す
る
と
、
当
面
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
現
在
行
っ
て
い
る
市
独
自

の
施
策
で
あ
る
低
学
年
の
補
助
教

員
、
あ
さ
か
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
、
さ
わ
や
か
相
談
員
、
サ
ポ
ー

ト
相
談
員
、
そ
の
他
支
援
員
等
の

配
置
、
県
か
ら
の
加
配
教
員
の
効

果
的
な
活
用
に
よ
っ
て
、
き
め
細

や
か
な
教
育
を
今
後
も
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

小
学
校
で
３５

人
学
級
編
制
を
３
年
生
か
ら
６
年

生
で
導
入
し
た
場
合
は
、
８
校
で

計
１３
学
級
増
と
な
り
、
１３
名
の
教

員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
７
１
５

０
万
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
中
学
校
で
導
入
し
た
場
合
、

総
額
４
４
０
０
万
円
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

教
員
の
超

過
勤
務
の
改
善
／
難
病
患
者
の
対

策
／
黒
目
川
の
沿
岸
を
市
民
が
憩

え
る
よ
う
整
備
を

他

学
校
間
の
教
育
環
境
格
差

の
改
善
を

○
石
川
啓
子
議
員

第
四
中
学
校

は
市
内
で
最
も
校
庭
が
狭
く
専
用

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。

狭
い
校
庭
を
多
く
の
部
活
動
が
使

用
し
危
険
な
状
況
で
す
。
ま
た
水

は
け
が
非
常
に
悪
く
少
し
の
雨
で

も
校
庭
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
早
急
に
校
庭
の
改
善
の
計
画

を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

ま
た
周
辺
の
運
動
施
設
を
部
活
動

で
使
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
利
用

料
が
高
く
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

今
の
市
か
ら
の
運
営
費
で
は
払
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
部
活
動
予

算
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

○
学
校
教
育
部
長

第
四
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
テ
ニ
ス
部
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
一
部
を
他
の
部
活
動
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
使
用
し
、
活

動
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
は
、

改
善
の
方
策
を
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
学
校
敷
地
内
に
専

用
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
す
る

余
裕
が
な
く
、
学
校
周
辺
に
お
い

て
も
適
当
な
土
地
が
な
い
の
で
、

現
時
点
で
有
効
な
改
善
の
方
策
が

見
出
せ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

第
四
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

水
は
け
が
悪
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
因
や
対
応
方
法
な
ど
、
他

市
の
状
況
や
施
工
事
例
等
を
参
考

に
、
改
修
に
向
け
て
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。計

画
に
つ
い
て
は
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
レ
イ
ア
ウ
ト
案
を
年
度
内

に
学
校
に
示
し
、
時
期
を
含
め
て

学
校
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
使
用
す
る
公
共
施
設

の
使
用
料
の
予
算
化
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
学
校
の
施
設
が
工
事
等
で

使
用
で
き
な
い
場
合
に
市
で
負
担

し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
専
用
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
設
置
す
る
ま
で
の

間
、
過
去
の
実
績
と
同
様
の
措
置

が
と
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

待
機
児
童

解
消
と
保
育
の
充
実
を
／
が
ん
検

診
の
無
料
化
を
／
駅
東
通
線
に
歩

道
の
整
備
を

環
境
保
全
で
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
問
う

○
田
辺
淳
議
員

市
内
で
民
間
の

墓
地
建
設
問
題
が
も
ち
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
上
内
間
木
、
特

養
内
間
木
苑
、
丸
沼
芸
術
の
森
、

あ
さ
か
福
祉
作
業
所
に
近
接
し
た

地
域
で
、
１
５
１
７
基
。
も
う
一

つ
は
田
島
、
は
あ
と
ぴ
あ
、
わ
く

わ
く
ど
ー
む
、
保
育
園
に
近
接
し

た
地
域
で
、
２
０
８
０
基
の
大
き

な
墓
地
計
画
で
す
。
本
来
宗
教
法

人
か
行
政
に
し
か
作
れ
な
い
墓
地

が
、
お
寺
の
名
義
を
借
り
て
事
業

を
行
な
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま

す
。
市
の
条
例
で
は
な
か
な
か
規

制
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
必
要
性

を
十
分
見
極
め
、
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
も
誠
意
を
持
っ
て
対
処
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

○
市
長

墓
地
に
つ
い
て
、
意
見

を
述
べ
た
近
隣
住
民
と
十
分
に
協

議
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

条
項
も
あ
り
ま
す
。
規
制
に
つ
い

て
私
ど
も
で
取
り
下
げ
さ
せ
る
と

か
、
許
可
し
な
い
と
い
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

近
隣
住
民
等
と
の
協
議
が
終
了
し

て
、
協
議
内
容
の
報
告
や
、
近
隣

住
民
等
の
意
見
に
対
し
て
の
見
解

書
を
市
に
出
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
わ
け
で
す
。
私
ど
も
と
し
て
も
、

や
は
り
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
と
い
う
の
も
非
常
に
大
切
で

す
の
で
、
事
業
者
に
も
こ
う
い
っ

た
協
議
を
十
分
調
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
今
後
は
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
県
の
ほ
う

か
ら
移
管
さ
れ
た
条
例
で
す
け
れ

ど
も
、
今
回
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
て
、
新
座
市
は
、
県
の
条

例
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
独
自
に
変
更
を
加

え
て
い
ま
す
。
私
も
、
そ
う
い
っ

議会だより 
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た
改
善
の
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
の
条
例
、
規
則
も
含

め
て
、
見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う

に
担
当
部
署
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

子
育
て
新

制
度
を
問
う
／
学
習
支
援
と
子
ど

も
の
遊
び
を
問
う
／
わ
く
わ
く
ど

ー
む
の
指
定
管
理
を
問
う

他

民
生
関
係

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
設
を

○
岡
﨑
和
広
議
員

食
事
や
排
せ

つ
の
介
助
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
寝
た
き
り
状
態
の
方
な
ど
の

生
活
の
場
で
あ
り
、
残
り
の
余
生

を
過
ご
す
「
終
の
棲
家
（
つ
い
の

す
み
か
）」的
存
在
で
す
。

現
在
市
内
の
各
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
は
数
百
人
か
ら
の
人
が

今
か
今
か
と
入
所
を
待
っ
て
い
ま

す
。
超
高
齢
化
社
会
を
前
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
本
当
に
必

要
と
し
て
い
る
方
は
多
数
お
ら
れ

ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

を
！

○
市
長

市
で
は
、
非
常
に
難
し

い
と
思
い
ま
す
。
１００
名
規
模
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
保
険
給
付
費
で

す
と
か
介
護
保
険
料
に
大
き
く
影

響
し
て
き
ま
す
。
次
期
の
６
期
の

高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
会
議
の
中
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
部
長

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
時
介
護
が
必

要
な
方
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
自
宅
で
は
適
切
な
介
護
が
で
き

な
い
人
が
入
る
施
設
で
、
市
内
に

は
市
の
施
設
で
あ
る
朝
光
苑
を
は

じ
め
、
４
か
所
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
に
係
る
許
可
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
が
、
市
町
村
の
介
護
保
険

事
業
計
画
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

か
、
ま
た
、
実
際
に
整
備
可
能
な

立
地
で
あ
る
か
な
ど
を
勘
案
し
、

総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
が
多
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
市
の

施
設
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
設
置
す
る
に
は
多
額
な
建
築

費
用
、
広
い
用
地
の
確
保
な
ど
課

題
が
多
い
た
め
難
し
い
状
況
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

子
ど
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
助
成

を
／
保
護
司
の
増
員
・
支
援
を
／

新
規
就
農
・
耕
作
放
棄
地
対
策
を

震
災
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て

○
遠
藤
光
博
議
員

こ
の
質
問
は

３
回
目
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
後
、
復
旧
・
復
興
は
ま
だ
ま

だ
先
が
見
え
な
く
、
今
な
お
不
安

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
か
ら
も
、
震
災
が
風
化

し
て
ほ
し
く
な
い
、
さ
せ
な
い
と

の
自
身
の
使
命
感
で
何
度
も
通
告

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
朝

霞
市
も
復
興
支
援
は
さ
ま
ざ
ま
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
は
実

施
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
参

加
し
た
方
々
は
い
ず
れ
市
に
と
っ

て
地
域
福
祉
の
有
力
な
資
源
と
な

る
と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
検
討
は
い
か
が
で
す
か
伺

い
ま
す
。

○
市
長

平
成
２３
年
３
月
１１
日
に

発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
後
、

被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
地
に
赴
き
、

瓦
れ
き
の
除
去
、
清
掃
、
救
援
物

資
の
仕
分
け
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ご
質
問
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
大
震
災
か
ら
２
年
９
か
月
が

経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
と
も
す

る
と
薄
れ
が
ち
な
被
災
地
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
改
め
て
思
い
を
強

く
し
て
も
ら
え
る
有
効
な
手
段
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
育
む
こ

と
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
担
う
社
会
福
祉

協
議
会
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

の
実
施
に
向
け
て
今
後
協
議
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目
が
ん
教
育
／

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
／
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
／
ご

み
焼
却
灰
の
処
理

他

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
制
定
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

○
佐
野
昌
夫
議
員

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
は
、
平
成
２７
年

度
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
の
間
に
、
未
就
学
児
童

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
計
画
策
定
を
行
っ
て

い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

朝
霞
市
の
保
育
制
度
を
根
幹
か
ら

見
直
す
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
新
し
い
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
方
々
、
事
業
者

の
方
々
に
説
明
す
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
、
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

○
福
祉
部
長

新
制
度
に
つ
い
て
、

保
護
者
お
よ
び
事
業
者
の
皆
様
に

情
報
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
十
分
に
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
家
庭
保

育
室
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市

内
の
認
可
保
育
園
事
業
者
の
方
に

対
し
て
は
園
長
会
を
通
じ
て
新
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
・

県
か
ら
の
情
報
が
少
な
い
中
で
、

市
と
し
て
も
提
供
で
き
る
情
報
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
皆
様
が
本

当
に
安
心
で
き
る
よ
う
な
情
報
提

供
が
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。今

後
に
お
い
て
は
、
国
・
県
か

ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、
な
る
べ

く
早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
市
民
や
保
護
者
の
皆
様
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
を

活
用
し
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

議会だより 
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議
員
提
出
議
案

４
件
を
審
議

こ
れ
ら
は
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
で
、
２
件
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
２
件
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
朝
霞
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
会
改
革
推
進
会
議
で
政
務
活

動
費
を
会
派
ま
た
は
個
人
に
交
付

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
提
出
す

る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適

用
を
求
め
る
意
見
書

新
聞
を
含
む
文
字
文
化
は
、米
・

水
な
ど
と
と
も
に
、
日
本
の
国
を

形
作
っ
て
き
た
基
礎
的
財
と
考
え

ま
す
。

さ
ら
に
、新
聞
は
、そ
の
戸
別
配

達
網
に
よ
っ
て
内
外
の
多
様
な
情

報
を
、
全
国
く
ま
な
く
日
々
ほ
ぼ

同
じ
時
刻
に
届
け
、
国
民
の
知
る

権
利
と
議
会
制
民
主
主
義
を
下
支

え
す
る
と
と
も
に
、
文
字
文
化
の

中
軸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

国
土
も
狭
く
資
源
も
少
な
い
わ

が
国
が
世
界
有
数
の
先
進
国
と
な

っ
た
の
は
、
国
民
の
伝
統
的
な
勤

勉
性
と
と
も
に
、
新
聞
の
普
及
と

識
字
率
の
高
さ
が
、
学
力
・
技
術

力
を
支
え
る
役
割
を
長
く
果
た
し

て
き
た
こ
と
は
広
く
認
め
る
と
こ

ろ
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
見
て
も
、

大
半
の
先
進
国
が
新
聞
へ
の
軽
減

税
率
措
置
を
執
っ
て
お
り
、
「
新

聞
の
軽
減
税
率
は
常
識
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
深
刻
な
活
字
離
れ
が
進

む
な
か
で
、
書
籍
と
と
も
に
新
聞

も
購
読
率
の
低
下
傾
向
に
あ
り
、

新
聞
を
全
く
知
ら
な
い
で
育
つ
子

ど
も
が
増
え
る
な
ど
、
次
の
世
代

の
知
的
水
準
へ
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
深
く
憂
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
加
え
今
回
の
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
っ
て
、
新
聞
離

れ
が
さ
ら
に
加
速
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
危
惧
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
消
費
税
率

が
８
㌫
、
１０
㌫
い
ず
れ
の
段
階
で

も
新
聞
へ
の
軽
減
税
率
を
導
入
さ

れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
な
施

策
と
考
え
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

内
閣
総
理
大
臣

▽
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
へ
の
厳
正

な
対
処
を
求
め
る
意
見
書

労
働
者
、
特
に
若
者
を
使
い
捨

て
に
す
る
よ
う
な
劣
悪
な
雇
用
管

理
を
行
う
企
業
（
い
わ
ゆ
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」）が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
」
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る

特
徴
と
し
て
は
、法
外
な
長
時
間
・

過
密
労
働
、
低
賃
金
雇
用
、
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
人
権
侵
害

行
為
の
横
行
、
高
い
離
職
率
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

企
業
で
働
く
労
働
者
の
中
に
は
、

働
き
続
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
も
で
き
な

く
な
る
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
も
起
き
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
よ

う
な
雇
用
は
、
一
時
的
に
は
企
業

の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る

と
し
て
も
、
長
期
的
に
は
社
会
負

担
を
累
増
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
健

全
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
の
存

在
・
実
態
は
、
就
職
活
動
を
す
る

学
生
や
就
業
・
転
職
を
目
指
す
人

た
ち
の
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
の
未
来
を
担
う
若
者
が
、

安
心
し
て
継
続
的
に
就
労
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
、
雇
用
の
安
定

を
基
盤
と
し
た
景
気
の
回
復
・
拡

大
を
図
る
た
め
に
も
、
早
期
離
職

率
が
高
い
企
業
な
ど
、
労
働
者
の

使
い
捨
て
が
疑
わ
れ
る
企
業
へ
の

監
視
・
指
導
体
制
の
強
化
や
重
大
・

悪
質
な
法
令
違
反
が
あ
る
場
合
の

企
業
名
の
公
表
な
ど
、
実
効
性
の

あ
る
対
策
の
速
や
か
な
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
に
厳
正
に
対
処
す

る
よ
う
以
下
の
施
策
に
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

１

労
働
行
政
に
お
け
る
監
視
・

指
導
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
図
る

こ
と
。

２

労
働
基
準
法
等
違
反
企
業
に

対
す
る
雇
用
管
理
の
改
善
指
導
、

状
況
に
応
じ
た
企
業
名
の
公
表
な

ど
、
厳
格
な
対
処
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

３

求
人
票
へ
の
離
職
率
の
明
記

な
ど
、
企
業
に
対
し
て
採
用
情
報

の
公
開
・
透
明
化
を
促
す
こ
と
。

４

雇
用
問
題
の
相
談
窓
口
の
設

置
・
拡
充
な
ど
、
若
者
へ
の
就
労

支
援
体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。

否
決
（
賛
成
少
数
）

※
否
決
の
た
め
提
出
さ
れ
ず
。

▽
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書

安
倍
政
権
は
「
特
定
秘
密
の
保

護
に
関
す
る
法
律
案
（
特
定
秘
密

保
護
法
案
）」を
衆
参
両
院
で
強
行

採
決
し
、
同
法
は
２
０
１
３
年
１２

月
６
日
に
「
成
立
」
し
た
。

同
法
案
に
対
し
て
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
益
川
敏
英
・
白
川
英

樹
さ
ん
ら
３
０
０
０
人
以
上
の
研

究
者
を
は
じ
め
、弁
護
士
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、芸
術
家
、映
画
関
係
者
、

宗
教
関
係
者
な
ど
、様
々
な
団
体

か
ら
反
対
の
声
が
あ
が
り
、
ま
た
、

国
会
周
辺
で
は
連
日
数
万
人
の
市

民
が
国
会
の
審
議
を
見
守
り
、
反

対
の
声
を
あ
げ
た
。
ま
た
国
連
の

ピ
レ
イ
人
権
高
等
弁
務
官
や
１０２
カ

国
の
作
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
国

際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
、
国
外
か
ら

も
異
例
の
強
い
批
判
が
あ
が
っ
て

い
る
。
同
法
案
は
１０
月
２５
日
に
提

出
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
法
案
成
立

ま
で
４０
日
し
か
た
っ
て
い
な
い
。

広
範
な
世
論
に
背
を
向
け
、
十
分

な
審
議
時
間
も
確
保
し
な
い
ま
ま
、

数
の
力
で
法
案
成
立
を
押
し
切
っ

た
政
府
・
与
党
の
姿
勢
を
私
た
ち

は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

同
法
は
、
特
定
秘
密
の
定
義
が

議会だより 
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極
め
て
曖
昧
で
、
行
政
機
関
の
長

の
判
断
次
第
で
恣
意
的
に
秘
密
の

範
囲
が
際
限
な
く
拡
大
す
る
危
険

性
が
高
い
。
ま
た
秘
密
を
取
得
し

た
者
や
漏
え
い
を
教
唆
し
た
者
、

漏
え
い
や
取
得
を
共
謀
、
扇
動
す

る
こ
と
も
処
罰
対
象
と
な
り
、
処

罰
範
囲
が
歯
止
め
な
く
広
が
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
、
ど
の
情
報
が
特

定
秘
密
に
指
定
さ
れ
た
の
か
も
秘

密
と
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
情
報
が

特
定
秘
密
か
ど
う
か
を
知
ら
な
い

ま
ま
強
く
開
示
を
求
め
た
市
民
が

罪
に
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得

る
こ
と
。
最
高
懲
役
１０
年
と
い
う

厳
罰
化
に
よ
り
公
務
員
が
記
者
と

の
接
触
を
過
度
に
避
け
、
民
主
主

義
の
基
本
で
あ
る
国
民
の
「
知
る

権
利
」
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
強

い
こ
と
。
国
会
へ
の
特
定
秘
密
を

提
供
す
る
か
ど
う
か
は
行
政
機
関

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
提
供
さ
れ

た
情
報
を
漏
ら
せ
ば
国
会
議
員
も

処
罰
対
象
に
な
り
、
国
会
の
国
政

調
査
権
が
大
き
く
損
な
わ
れ
か
ね

な
い
な
ど
、
懸
念
さ
れ
る
点
は
数

多
い
。

衆
議
院
に
お
け
る
審
議
の
過
程

で
、
自
民
・
公
明
・
日
本
維
新
の

会
・
み
ん
な
の
党
に
よ
る
修
正
が

な
さ
れ
た
。
し
か
し
何
が
特
定
秘

密
に
当
た
る
か
を
列
挙
し
た
別
表

に
つ
い
て
「
そ
の
他
」
の
文
言
を

３
箇
所
削
除
し
た
も
の
の
、
恣
意

的
な
秘
密
の
範
囲
拡
大
の
懸
念
は

何
ら
是
正
さ
れ
て
い
な
い
上
、
秘

密
指
定
期
間
が「
最
長
６０
年
」と
さ

れ
政
府
原
案
よ
り
も
大
幅
に
後
退

し
て
い
る
。ま
た
首
相
に「
第
三
者

機
関
的
観
点
」
か
ら
の
関
与
を
求

め
、
秘
密
指
定
の
統
一
基
準
を
首

相
自
身
が
作
成
し
、
指
定
や
解
除

に
対
し
説
明
・
改
善
を
閣
僚
に
指

示
で
き
る
と
し
た
が
、
内
閣
の
長

で
あ
る
首
相
の
関
与
を
「
第
三
者

的
」と
規
定
す
る
こ
と
自
体
、全
く

筋
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
国
民
の
不

安
は
一
向
に
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
安
倍
政
権
は
法
案
成

立
の
直
前
に
、
特
定
秘
密
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
新
た
な
機
関
と
し
て

「
保
全
監
視
委
員
会
」「
情
報
保

全
監
察
室
」「
情
報
保
全
諮
問
会

議
」「
独
立
公
文
書
管
理
監
」
を

設
置
す
る
と
表
明
し
た
。
し
か
し

内
閣
官
房
に
置
く
「
保
全
監
視
委

員
会
」
と
内
閣
府
の
「
情
報
保
全

観
察
室
」
の
役
割
の
違
い
は
判
然

と
せ
ず
、
両
者
と
も
身
内
で
あ
る

官
僚
で
固
め
、
政
府
か
ら
の
独
立

性
や
客
観
性
の
担
保
も
な
く
、
チ

ェ
ッ
ク
機
能
は
全
く
期
待
で
き
な

い
。
安
倍
首
相
の
場
当
た
り
的
な

対
応
は
、
こ
の
法
案
が
い
か
に
生

煮
え
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
如
実

に
示
し
て
い
る
。

今
回
の
政
府
の
拙
速
な
行
動
は
、

国
民
の
知
る
権
利
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
侵
害
す
る
、
国
家
権
力
の
側

か
ら
の
横
暴
で
あ
り
、
戦
後
日
本

の
平
和
と
民
主
主
義
を
脅
か
す
、

重
大
な
国
民
主
権
へ
の
侵
害
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
情
報
公
開
制
度
は
、

１
９
８
２
年
に
山
形
県
金
山
町
が
、

翌
３
年
に
は
神
奈
川
県
と
埼
玉
県

が
、
そ
し
て
全
国
の
自
治
体
が
国

に
先
駆
け
て
導
入
し
て
き
た
。
ま

た
、
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す
る

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を

定
め
る
た
め
の
「
個
人
情
報
保
護

条
例
」
も
、
１
９
９
０
年
に
神
奈

川
県
が
制
定
し
て
以
来
、
こ
れ
も

国
に
先
駆
け
て
全
て
の
都
道
府
県
・

市
区
町
村
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
「
個
人
情
報
の
保
護
」
と

「
情
報
の
公
開
」は
表
裏
一
体
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
「
自
ら
の
個
人

情
報
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
利
用

さ
れ
る
」
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

市
民
の
基
本
的
人
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
つ
つ
、
市
民
共
有
の

情
報
に
つ
い
て
は
原
則
公
開
を
定

め
て
き
た
。
個
人
情
報
保
護
・
情

報
公
開
の
制
度
は
、
ま
さ
に
戦
後

民
主
主
義
の
大
き
な
到
達
点
で
あ

り
、
い
ま
や
憲
法
の
保
障
す
る
基

本
的
人
権
を
具
現
化
す
る
人
類
共

通
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

他
方
、
国
の
情
報
公
開
法
（
行

政
機
関
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開

手
続
を
定
め
る
行
政
機
関
情
報
公

開
法
）
は
２
０
０
１
年
に
、
個
人

情
報
保
護
法
（
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
）
は
２
０
０
５
年

ま
で
に
全
面
施
行
さ
れ
た
。
政
府

与
党
は
こ
う
し
た
経
緯
に
鑑
み
、

真
摯
に
地
方
公
共
団
体
が
培
っ
て

き
た
個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開

制
度
と
い
う
基
本
的
人
権
を
保
障

す
る
枠
組
み
に
学
び
、
国
の
持
ち

え
る
情
報
に
つ
い
て
の
個
人
情
報

保
護
・
情
報
公
開
の
仕
組
み
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
べ
き
立
場
に
あ

る
。今
回
の「
特
定
秘
密
保
護
法
」

の
制
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
公

共
団
体
が
先
導
し
て
き
た
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
の
制
度
を
ま

さ
に
土
足
で
踏
み
に
じ
る
行
為
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

政
府
が
持
つ
情
報
は
本
来
、
国

民
が
共
有
す
べ
き
財
産
で
あ
り
、

そ
う
し
た
情
報
を
い
か
に
、
正
確
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
開
示
し
て
い
く
か

が
今
、
問
わ
れ
て
い
る
。
特
定
秘

密
保
護
法
は
、
ま
さ
に
時
代
に
逆

行
す
る
、
民
主
主
義
を
否
定
す
る

法
律
で
あ
る
。
法
案
審
議
の
た
め

福
島
で
お
こ
な
わ
れ
た
地
方
公
聴

会
で
は
、
公
述
人
７
人
全
員
か
ら
、

特
定
秘
密
の
指
定
の
範
囲
が
あ
い

ま
い
な
点
な
ど
に
懸
念
や
批
判
が

あ
い
つ
い
だ
。
そ
の
直
後
に
採
決

が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
暴
挙
は
、

震
災
、
復
興
を
真
に
願
う
世
論
に

も
背
く
も
の
で
、
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
。

よ
っ
て
朝
霞
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
「
特
定
秘
密
の

保
護
に
関
す
る
法
（
特
定
秘
密
保

護
法
）」を
廃
止
す
る
よ
う
、
強
く

求
め
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。

否
決
（
賛
成
少
数
）

※
否
決
の
た
め
提
出
さ
れ
ず
。

請
願
の
審
議
結
果

―
継
続
審
査
―

▽
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
だ
し
て
い
た
だ
く

こ
と
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願
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ま

朝
霞
和
光

支
部
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ら

た

こ

支
部
長

村
田

と
き
子

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

２
月
２７
日
㈭
の
予
定
で
す
。

※
請
願
の
提
出
は
、
２
月
２０
日
㈭

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
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問…問い合わせ

議会だより 
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アンテナ消 費 者
情 報 ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　　　　問／地域づくり支援課　☎463-2648

引っ越しの時期には引っ越しの時期には
賃貸住宅トラブルにご注意を！賃貸住宅トラブルにご注意を！
　2月、3月は年度の変わり目ということもあり、引っ
越しが多くなる季節です。4月からの新生活に向けて、
慌ただしく準備を整えている人も多いのではないで
しょうか。
　消費生活相談室では毎年多くの賃貸住宅に関する相
談が寄せられていますが、その中でも入居や退去の際
に発生したトラブルが半数を占めています（平成24年
度）。また、近年では相談全体に
占める賃貸住宅に関する相談の
件数も増加傾向にあり、注意が必
要となってきているものだと思
われます。
　そこで今回のアンテナでは、「賃貸住宅トラブル」に
ついて紹介します。胸躍る新年度、気持ちよく新生活
を迎えるためにも、正しい知識を学んで消費者トラブ
ルを防ぎましょう。

【事例①　入居したら部屋が狭くて…】
　インターネットで物件を探し、とても気に入った物件があったので契
約した。引っ越しで荷物を運び入れたところ、部屋の広さが図面に書い
てあるものと違い、家具が入らないことがわかった。

【事例②　部屋はきれいに使ったのに…】
　引っ越しをすることになり、借りていた部屋をきれいに清掃し退去した。部屋を傷つけたり汚したという
ことは無かったはずだが、敷金は戻らず、それに加えてクリーニング代を請求された。

【事例①について】
　明らかに図面に表示されている広さと違い、当初の目的が達成されないほど狭い場合には、契約を解
除できると思われます。既払い金や引っ越し費用も請求できるでしょう。

【事例②について】
　基本的に、通常の使用による損耗（家具の設置跡、日照によるクロスの変色など）は貸主が負担すべき
ものとされています。相談のとおり借主の不注意や、手入れ不足による損耗が無いのであれば敷金は返
還されるべきであり、クリーニング費用についても通常の清掃を実施しているため、それ以上の負担義
務はないと考えられます。

賃貸住宅に関する相談件数

30

40

50

60

年度
H20

36

H21

43

H22

35

H23

36

H24

50
件
数

入居・退去時 入居中 その他

25 23 2

Ｈ24年度受付の相談内訳

入居時  …  契約内容への不信感、入居後の不具合、申込のキャンセルなど
入居中  …  更新に関すること、立ち退き請求、部屋の不具合など
退去時  …  原状回復費用など

→皆さんはこの事例をどう感じますか？

相談員からのアドバイス

ひろびろ
物件
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アンテナ消 費 者
情 報 ！

○ 入居するときに
　事例①のように、「入居後に気付いた」ということはあると思います。事
前に説明されないとわからない不都合もあるでしょうが、今回のような間
取りの違いや周辺環境などについては、入居前に現地を確認することでト
ラブルを防ぐことができます。
　下見も済んで、契約する際には契約書にしっかりと目を通しましょう。
なかでも、特約については借主に不利な条件が定められている場合もあり
ますので、理解・納得してから契約しましょう。そして、いよいよ入居す
るというときも、入居時の部屋の状態をしっかりと確認することで、入居
中や退去時のトラブルを防ぐことができます。大きな傷や汚れがあれば、
写真に残しておくのもよいでしょう。

○ 退去するときに
　契約書には「退去をする場合○か月前までに通知すること」などと定めら
れていることが多いです。通知が遅れるとその分家賃を請求される可能性
があります。
　退去時の相談で特に多いトラブルが「原状回復」に関することです。事例
②へのアドバイスのとおり、基本的に通常の使用による損耗は借主に負担
義務はありません。たばこのヤニ、壁の落書き、手入れ不足による水周り
のカビなどについては、借主の負担になると考えられています。
　原状回復の範囲、算定の考え方として、国土交通省が
「原状回復のガイドライン
（http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
jutakukentiku_house_tk3_000020.html）」
として公表しています。法的なものではありません
が、参考にするとよいでしょう。

　今回は入居・退去についてを取り上げましたが、入居中や引っ越し業者に関するトラブルも見受けら
れます。住まいに関することは経済的にも、今後の生活にも大きく関わってくることですので、より慎
重な行動を心がけ、心配なことや困ったことがありましたら消費生活相談室までご相談ください。

【入居時のまとめ】

【退去時のまとめ】

□ 契約前に物件を直接見て
　 周辺環境等も確認する
□ 契約書、なかでも特約を
　 しっかり理解する
□ 入居時に部屋の損耗状況等
　 を確認し、記録に残す

□ 退去通知は決められた期日
　 の前までにする
□ 基本的に原状回復費用は、
　 通常使用による損耗は貸主、
　 借主の不注意等による損耗
　 は借主の負担になる
□ 原状回復については国土交
　 通省のガイドラインを参考
　 にする

　携帯電話でアルバイト！？
■相談内容■
　友人に「携帯のバイトがある」と誘われた。通話料金等を負担する必要はないと説明され、携帯電話を９台契約して、そ
れぞれの契約書と自分の免許証のコピーを渡し、その場でバイト料をもらった。
　契約書に記入した銀行口座を解約するよう指示されたが、今後、自分に請求書がくるのではないかと不安になった。携
帯電話会社に確認しようとしたが、契約した携帯番号すら不明で、どうしたらよいか分からない。

　自分名義の携帯電話等を携帯電話事業者に無断で他人に譲渡することは、携帯電話不正利用防止法で禁止されています。
　このようにして譲渡された携帯電話は、振り込め詐欺、ヤミ金融業者の督促行為や架空請求メールの送信などに悪用さ
れる可能性があります。消費者が、知らないうちに犯罪行為に加担することになりかねません。
【消費者へのアドバイス】
①　自分名義の携帯電話は、絶対に他人に譲渡してはいけません。
②　消費者が「アルバイトのつもり」と思っていても、利用料金は名義人である消費者に請求されます。解約するには解
約料を支払う必要があり、携帯電話を分割払いで購入した場合には、残りの代金を支払う義務もあります。

③　利用料金を支払わず、解約もせずに放置しておくと、料金滞納者として扱われます。もともと使っていた携帯電話
さえも利用できなくなる可能性があります。

④　自分名義の携帯電話を他人に渡してしまうようなトラブルに巻き込まれたら、すぐに携帯電話会社に連絡し、事情
を説明して利用停止や解約の手続きを取りましょう。

⑤　犯罪に利用される可能性もあることから、警察にも申し出ておきましょう。
⑥　ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）で誘われる事例もあります。ＳＮＳ利用者からの情報だからと
言って安易に信用してはいけません。

　困ったことがありましたら、消費生活相談室にご相談ください。

消費生活相談室だより　vol.33
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どんなことでもとりあえず相談してみてくだ
さい。悩んでいても解決しません。相談するこ
とで解決の糸口が見つかるかもしれません。こ
んなことを相談して恥ずかしいと思う必要は
ありません。

ひとりで悩まず、まず声を出して相談してみて
ください。当相談室で解決が難しい場合でも、
関係機関があればご紹介できます。

皆さんの相談は、今後
の被害の未然防止につ
ながります。勇気を出
してご相談ください。

声を出して相談することは、皆さんの悩みが解
決するだけでなく、ほかの多くの人々を助ける
ことにつながります。相談員はその橋渡しをし
ています。

　朝霞市消費生活相談室では、消費者問題に関するＤＶＤを市内に住所を有する個人または団体（町内会・学校等）
を対象として貸し出しを行っています。
　ご家庭や町内会、サークルなどの団体で消費生活について学んでみませんか。
　貸し出しは、地域づくり支援課で行っています。運転免許証など住所、氏名を確認できるものをお持ちください。
貸出期間は貸出日から14日以内です。契約トラブルや悪質商法などの消費者トラブル、食品安全やクレジットカー
ドなどに関するものをそろえています。ぜひご利用ください。
　また、「こんな手口にご用心　悪質商法」と題して消費生活相談員を講師としたおとどけ講座を実施しています。
市内在住在勤の５人以上のグループでお申し込みいただけますので、こちらもご利用ください。 

消費生活について学んでみませんか！

消費生活相談

相談日　毎週月～金曜日（祝日・12月29日～1月3日を除く）
　　　　午前10時～正午、午後1時～4時
場　所　市役所2階　消費生活相談室（地域づくり支援課　25番窓口）
電　話　☎463‒1111（内線2256）

消
費
生
活
相
談
員
よ
り

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　消費生活相談室は、市民の方の契約に関するトラブル、商品の品質や安全性、多重債務など消費生活に関
する相談や苦情に対して、専門の資格を持つ相談員が電話や面談でアドバイス・事業者とのあっせん・専門
機関の紹介などを行っています。

こんなとき、どこに相談しますか？

消費生活相談室をご存じですか！

ひとりで悩まず市の消費生活相談室をぜひご利用ください。

友人に誘われて行った会場で、商品を無料で配布
したり、安価で販売したりしていた。何度か通う
ようになり店員にも勧められ高額な健康商品を
買ってしまった。返品したい。

突然「以前お申し込みいただいた健康食品の発送
準備ができましたので送ります。代金引換でお願
いします。」と電話がかかってきた。注文した覚え
はない。

身に覚えのない請求がメールやハガキで届いた。
支払わなければならないのか。

生活のために借金をしたが支払いが困難になり返
済のため別のところから借りてしまった。返済額
がどんどん増えていく。

アンテナ消 費 者
情 報 ！

以前の注文の品を
送ります…。

注文してない
けど…。

健康

は
ー
い

は
ー
い

欲しい人は
手をあげて！

➡

な
ん
で

買
っ
た
の
か
し
ら…

な
ん
で

買
っ
た
の
か
し
ら…
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市長コラム  
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皆さんこんにちは。
早いもので今年も２月に入りました。暦の上では

もうすぐ立春を迎えますが、春と言ってもまだまだ
厳しい寒さが続いていますので、皆さんも体調管理
には十分に気をつけてください。この時期は、空気
が乾燥して風邪やインフルエンザなどが流行します
ので、私も手洗いやうがいなどをこまめにして、予
防したいと思っています。
さて、先月１３日の成人の日に、ゆめぱれすで行わ

れた成人式に出席しました。この成人式は、東洋大
学管弦楽団の演奏で新成人をお祝いする「音楽成人
式」で、新成人の代表者が中心となって、記念誌の
作成や当日の司会進行、二十歳のメッセージの発表
などを行う手作りの成人式です。
昨年は大雪で大変でしたが、今年は一転して抜け

るような青空が広がりました。新成人たちは、真新
しいスーツや華やかな振り袖に身を包み、懐かしい

顔を見つけては、昔話に花を咲かせたり、写真を撮
りあったりしているほほ笑ましい姿があちらこちら
で見られました。私は、地元の友達というものは、
たとえ普段は離れていても、子どもの頃からたくさ
んの時間を共有し、ともに泣き、笑いあった、かけ
がえのない存在だと思います。新成人の皆さんには、
このような友達との絆を大事にしていただきながら、
新たな出会いも大切にして人生を豊かに輝かせてい
ただきたいと思います。また、これから困難なこと
にぶつかることもあると思いますが、若さとたくま
しい行動力で乗り越えていってください。
ところで、二十歳になると、お酒を飲むことがで

きるようになります。お酒の飲みすぎは良くありま
せんが、昔から「酒は百薬の長」と言われているこ
とからも、適量のお酒をおいしく飲むことは体に良
いのかもしれません。
朝霞市には、地元産のサツマイモを使った芋焼酎
べにがすみ

「紅霞」があります。このお酒は、市内の農家さん
あさ か かん しょ

が丹精こめて育てたサツマイモ「朝霞甘藷」を原材
料に作った、柔らかな味わいと芳醇な香りが楽しめ
る逸品です。私もこの「紅霞」が大好きで、毎年、
新酒が出荷されるのを楽しみにしています。今年も
春ごろに出荷され、市内の酒店等で販売が始まりま
すので、皆さんもぜひ味わってみてはいかがですか。
では、また。

かがやく

輝
富岡 勝則

市では、市民の皆さんからこれまで以上に市政に関するご意見をお聴きし、“パートナーシップによるまち
づくり”をさらに推進するため、これまでの「審議会等の公募委員候補者登録制度」に加え、新たに「市政モ
ニター制度」を開始します。
ご案内が届いた方は、本制度の趣旨をご理解のうえ、ぜひ名簿登録にご同意くださるようお願いします。

問／政策企画室 ☎４６３―３０８９ seisaku_kikaku@city.asaka.saitama.jp

募 集 内 容
対象者／市内在住の１８歳以上の方（市議会議員、市職員を除く）から無作為に抽出
した１０００人

送付時期／２月上旬
同意書の返信／希望する名簿登録等に○をつけ、２月２８日㈮（消印有効）までに同
封の返信封筒で返送

登録後の活動内容／
【市政モニター】年に数回郵送またはメールでアンケートに回答
【審議会等の公募委員候補者】審議会等の委員の改選時に合わせ市の担当部署か

ら委員就任を依頼し、承諾いただければ公募委員として随時会議に参加
名簿の登録期間／２年間（４月１日～平成２８年３月３１日）

問…問い合わせ

人 口 １３万２，４４９人 （－ ７８人） 男 ６万７，３６５人（－ ７９人） 女 ６万５，０８４人（＋ １人）
世帯数 ５万９，５５７世帯（－ ６８世帯） 平成２６年１月１日現在（ ）内は前月比

ひとの推移

市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政モモモモモモモモモモモモモモニニニニニニニニニニニニニニタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーおおおおおおおおおおおおおおよよよよよよよよよよよよよよびびびびびびびびびびびびびび審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公募募募募募募募募募募募募募募委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員候候候候候候候候候候候候候候補補補補補補補補補補補補補補者者者者者者者者者者者者者者をををををををををををををを無無無無無無無無無無無無無無作作作作作作作作作作作作作作為為為為為為為為為為為為為為抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽出出出出出出出出出出出出出出にににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！
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ン
テ
ス
ト
作
品

４
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
に
開
催

す
る
第
８
回
黒
目
川
花
ま
つ
り
で

行
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ら
び

に
写
真
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
／
〜
自
然
と
人
と
、
こ
の

ま
ち
が
好
き
〜

※
黒
目
川
流
域
の
景
色
や
訪
れ
た

人
々
の
写
真
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
未
発
表
の
作
品

に
限
り
ま
す
。

色
／
カ
ラ
ー
、
白
黒
、
セ
ピ
ア
い

ず
れ
も
可

サ
イ
ズ
／
４
ツ
切
ま
た
は
Ａ
４

※
単
写
真
に
限
り
ま
す
。

応
募
数
／
１
人
３
作
品
ま
で

応
募
方
法
／
写
真
の
裏
に
題
名
、

氏
名
を
記
入
し
、
応
募
用
紙
を

添
え
て
、
〒
３５１
―
００３３

朝
霞
市

大
字
浜
崎
６６９
―
１
（
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）
朝
霞
市
商
工
会

宛
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
用
紙
は
朝
霞
市
商
工
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

a
sa
k
a
-sci.o

r.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切
／
３
月
７
日
㈮
必
着

表
彰
（
副
賞
賞
品
）
／
グ
ラ
ン
プ

リ
１
作
品
（
１
万
円
相
当
）、

優
秀
賞
３
作
品（
５
千
円
相
当
）、

入
選
５
作
品
（
３
千
円
相
当
）

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
は
写
真
展
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
し

ま
す
。

申
・
問
／
朝
霞
市
商
工
会

�
４
７
０
―
５
９
５
９

黒
目
川
花
ま
つ
り
関
連
事
業

開
催
日
・
内
容
／

・
４
月
５
日
㈯

復
興
支
援
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
３７
ブ
ー
ス
）

・
４
月
６
日
㈰

手
作
り
作
品

即
売
会
（
２０
ブ
ー
ス
）

※
両
日
と
も
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

申
込
期
間
／
２
月
１０
日
㈪
〜
２８
日

㈮
必
着

申
込
方
法
／
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
主
な
出
店
品

名
を
記
入
の
う
え
、
〒
３５１
―
００３３

朝
霞
市
大
字
浜
崎
６６４
―
２

エ

コ
ネ
ッ
ト
あ
さ
か
宛
て
に
郵
送

申
・
問
／
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
さ
か

（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）
�
４

８
６
―
０
２
２
２

市
民
農
園
の
利
用
者

４
月
１
日
㈫
か
ら
貸
し
出
す
市

民
農
園
の
概
要
説
明
と
利
用
申
込

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
必
ず
事
前
登
録
し
、
説
明
会

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
登
録
／
２
月
１３
日
㈭
ま
で
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
民
農
園

利
用
者
で
検
索
）
で
登
録
、
ま

た
は
は
が
き
に
、希
望
の
日
程
・

時
間
・
農
園
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
産
業
振
興
課

（
住
所
は
左
上
の
欄
外
記
載
）

宛
て
に
郵
送

対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

通
路
等
の
草
刈
り
な
ど
が
で
き
、

ル
ー
ル
を
守
れ
る
方

※
ほ
か
の
市
民
農
園
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
は
、
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
方
法
／
説
明
会
終
了
後
、
世

帯
ご
と
に
受
け
付
け
。
申
込
多

数
の
場
合
は
後
日
抽
選
。
世
帯

員
以
外
の
代
理
人
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

持
ち
物
／
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
本
人
ま

た
は
世
帯
員
が
障
害
者
手
帳
を

有
し
て
い
る
場
合
は
、
障
害
者

手
帳

そ
の
他
／

※
農
園
に
は
水
道
・
ト
イ
レ
な
ど

の
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
必
要
な
種
・
苗
・
肥
料
・
農
具
等

は
、
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
／
産
業
振
興
課

�
４
６

３
―
１
９
０
４

会場※
中央公民館・
コミュニティセンター
中央公民館・
コミュニティセンター

産業文化センター

中央公民館・
コミュニティセンター

３回目

午後５時

なし

２回目

午後２時

１回目

午前１０時

日程

２月１５日㈯

２月１８日㈫

２月１９日㈬

２月２０日㈭

費用
（１区画当たり）

１５㎡： ５００円／月
３０㎡：１，０００円／月
※１年分前納

利用期間

４月１日～

平成２９年
２月２８日

区画
面積

おお
むね
１５㎡
または
３０㎡
※

予定区
画数１５㎡
の場合

９３

３０

４３

所在地

西原
２丁目

根岸台
８丁目

大字溝沼

農園名

西原第４農園

根岸台農園

溝沼農園

※申込多数の場合、３０㎡で申し込みをしても１５㎡になるときがあります。

概要説明会日程・会場

※駐車場が大変混雑しますので、公共交通機関をご利用く
ださい。

募集農園一覧
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最低生活費

収入 保護費

事前の相談・保護の申請

保護の要否判定

開始決定 申請の却下

○預貯金、保険、不動産などの資産
○扶養義務者（親、子ども、兄弟姉妹）
　による扶養の可否
○就労収入や年金などの社会保障給付

調　

査

ご
案
内

夕焼け放送の
時間が変わります
３月１日㈯から
５月３１日㈯まで、
午後５時の放送に
なります。
問／教育指導課
�４６３―２８８４

朝
霞
市
小
学
校
理
科
支
援
員

応
募
資
格
／
満
１８
歳
以
上
の
方
で
、

理
科
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を

有
し
、
学
校
教
育
に
理
解
が
あ

る
方

※
例
え
ば
、
理
科
教
諭
退
職
者
や

理
科
系
の
大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど

任
期
／
５
月
１
日
㈭
〜
平
成
２７
年

３
月
７
日
㈯

勤
務
回
数
／
年
２０
回
（
１
回
３
時

間
）

賃
金
／
時
給
１
０
０
０
円
（
交
通

費
別
途
支
給
）

応
募
期
間
／
２
月
２４
日
㈪
ま
で

提
出
書
類
／

①
志
願
書
（
教
育
指
導
課
に
あ
る

所
定
用
紙
）

②
面
接
通
知
用
郵
便
は
が
き
（
５０

円
切
手
貼
付
、
自
分
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
）

③
結
果
通
知
用
封
筒
（
８０
円
切
手

貼
付
、
自
分
の
住
所
・
氏
名
を

記
入
）

面
接
日
／
２
月
２６
日
㈬

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）。

問
／
教
育
指
導
課

�
４
６
３
―

２
８
８
４

朝
霞
市
家
具
転
倒
防
止
器

具
等
設
置
費
助
成
事
業

大
規
模
な
地
震
の
発
生
時
に
、

迅
速
な
行
動
が
取
れ
な
い
支
援
の

必
要
な
世
帯
が
家
具
の
転
倒
等
に

よ
っ
て
け
が
な
ど
を
さ
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
家
具
の
転
倒
を
防

止
す
る
器
具
と
取
り
付
け
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
額
／
１
万
円

※
助
成
は
１
世
帯
に
対
し
て
１
回

限
り
で
す
。

対
象
世
帯
／
６５
歳
以
上
の
み
で
構

成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
、障
害
の

あ
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
ま
た
は
障
害
の
あ
る
人
と
高

齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８
、
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�

４
６
３
―
１
９
２
１

生活保護とは／病気やけがなどにより働けなくなったり、働き手が死亡したりして生活に困っている方
に対して、最低限度の生活を保障するとともに、自分で自分の暮らしを支えられるよう支援すること
を目的とした制度です。
生活保護の要件／生活保護を受けるには、次のよう
な要件があり、活用できるものがあるときは、活
用していただくことになります。
①資産の活用
預貯金・土地・家屋・自動車など活用できる資産
は生活のために活用していただくことになります。
②能力の活用
世帯員のうち働く能力がある方には、その能力を
活用していただきます。
③扶養義務者の援助
扶養義務者（親・兄弟姉妹・子どもなど）からの
援助が受けられるときは、それを優先します。
④ほかの制度の活用
生活保護制度以外の制度（社会保険・雇用保険・
各種年金・恩給・手当等）で活用できるものは、そ
れを優先します。
生活保護費の決め方／世帯（暮らしを共にしている
家族）を単位として、その世帯の最低
生活費の額と、世帯全員の収入額を比
較し、収入額が不足する場合にその不
足する額を保護費として支給します。
収入には、働いて得た収入だけでな
く、仕送りや手当・年金など、世帯全
員のすべての収入が含まれます。

生活にお困りの方は、早めに福祉課にご相談ください。

申…申し込み 問…問い合わせ

ご存じですか？生活保護制度 問／福祉課 �４６３―１５７６

生活保護決定までの流れ

最低生活費／世帯の人数、年齢、
健康状態などをもとに、国で定
めた基準により計算された１か
月分の生活費
収入／働いて得た収入だけでなく、
仕送りや手当・年金など、世帯
全員のすべての収入の合計

※調査結果をもとに定められた基準により保護が必要
かどうかを判断し、申請日から１４日以内（遅くとも３０日
以内）に決定しその内容を文書で申請者に通知します。

生活保護費の決め方
最低生活費と収入を比べ不足
した部分が保護費になります。

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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ゆめぱれす臨時
休館のお知らせ

２月１７日㈪は、
保守点検のため臨
時休館します。
問／ゆめぱれす
（市民会館）
☎４６６―２５２５

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」の
提
供

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
家

庭
内
で
の
急
病
、
事
故
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
緊
急
に
援
助
を
必
要

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
携
帯
型

の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
埼
玉
県

南
西
部
消
防
本
部
に
速
や
か
に
連

絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。

利
用
で
き
る
方
／
市
内
に
住
所
を

有
す
る
ひ
と
り
暮
ら
し
（
日
中

独
居
）
の
方
で
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
方

※
利
用
料
は
無
料
で
す
。

※
本
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ご
自
宅
の
状
況
や
ご
本
人
の

状
態
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。な

お
、
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
等
の
方
に
つ
い
て
も
同
様
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

長
寿
は
つ
ら
つ
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
／
障
害
手
帳
１
・
２
級
を
お
持

ち
の
方
…
福
祉
課

�
４
６
３

―
１
５
９
８
、
６５
歳
以
上
の
方

…
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�
４
６

３
―
１
９
２
１

特
別
障
害
者
手
当
等

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
等
に
一
定
の
障
害
の
あ
る

２０
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
お
子

さ
ん
や
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
を
受
給
し
て
い
る
お
子
さ
ん

は
除
き
ま
す
。

手
当
額
／
月
額

１
級
…
５
万
５０
円

２
級
…
３
万
３
３
３
０
円

②
特
別
障
害
者
手
当

２０
歳
以
上
で
、
身
体
等
に
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
中

の
方
や
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病

院
等
に
入
院
し
て
い
る
方
は
除
き

ま
す
。

手
当
額
／
月
額
２
万
６
０
８
０
円

③
障
害
児
福
祉
手
当

２０
歳
未
満
で
、
身
体
等
に
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
に
入
所
中
の
方
や
障
害
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

手
当
額
／
月
額
１
万
４
１
８
０
円

※
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
の
手
当

も
所
得
の
制
限
が
あ
り
、
支
給
が

停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
（
所
得

状
況
届
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８

このコーナーでは男女平等を進めるために毎年度テーマ
を決めて連載しています。今年度のテーマは「一歩踏み出
す勇気」。女性も男性も、新しいことを始めるときには、
誰でも最初の一歩を踏み出す勇気が必要です。そんな一歩
を踏み出した人たちのお話を男女平等推進事業企画・運営
協力員が紹介していきます。今回は、企業戦士として社会
で活躍し、退職された６０代の男性で地域に踏み出された
方々（朝霞ぐらんぱの会）にお話をお聞きしました。

朝霞ぐらんぱの会は、平成２４年度朝霞市主催「朝霞市ぐ
らんぱ育児支援マイスター養成講座」を受講して、認定資
格を取得された方を中心に１９人で運営され、放課後児童ク
ラブ・保育園・小学校のサマースクールなどで活動されて
います。
イキイキと活躍されている皆さん、その一歩のきっかけ
などをお聞きしました。「長年、朝霞都民で、地縁はなく
友達を作りたかった。」「広報紙から家族が養成講座を見つ
け、強く勧められた。」「娘の結婚式で母との思い出話は出
るのに、父は遠くで見守ってくれた、の一言で終わったこ
とがショックで、孫とは一緒に遊ぼうと思った。」など、
さまざまでした。受講するまでは、うまくやれるのか、体

力の心配など随分と不安もあり考えたとのことでした。
受講されてからは友人もできたそうで、「孫がじぃじに
寄ってきてくれるようになった。」「地域の子どもや保護者
が声を掛けてくれるようになった。」「結婚した娘が私の頑
張る姿を見て、娘も念願だった絵本を出版した。」など、
ご自身ばかりでなく家族や周りの方々にもすばらしい影響
があることに驚きました。
インタビュー中に小さなガールフレンド（放課後児童ク
ラブに通う女の子）が「何をしているの？」という問いに
大きな体をかがめてやさしい語り口でお話されている様子
をみて、異世代交流が難しい今、地縁を積極的に作り、地
域のための活動を楽しんでいらっしゃる姿の最初の一歩は、
講座を申し込んだ勇気‼だと思いました。
ぐらんぱの会の皆さんは、「気になることがあっても考え
過ぎず、まずやってみることが大事！」とのことでした。こ
れからも、仲間を増やすためにも周りの方々への声掛けや、
ご自身のキャリアを地域で生かしていただきたいですね。
＊このコラムは、「朝霞市男女平等推進事業企画・運営協力員」との
協働により掲載しています。

問／それいゆぷらざ（女性センター） �４６３―２６９７

５月号から広報あさかの配布方法が変わります
広報あさかは、今まで自治会・町内会の皆さんのご協力により配

布してきましたが、本年５月号（５月１日発行）分から市で委託し
た業者が、直接皆さんのポストに配布します。配布に伴い、マンシ
ョンや自宅の敷地にあるポストまで立ち入ることがありますので、
ご理解とご協力をお願いします。
市では、１軒でも多くの皆さんに大切な行政情報である「広報あ

さか」をお届けしたいと考えています。皆さんのご理解とご協力を
お願いします。 問／市政情報課 �４６３―３０５９

～ 一歩踏み出す勇気⑨ ～
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コンセントを　　
こまめにぬこう

もり

（写真左から）㈱伊藤園森課
しながわ お さか

長、㈱伊藤園品川部長、越阪
べ ふく だ

部消防長、福田消防本部次長

省
エ
ネ
標
語

虐待かな？
児童虐待を発見

（疑い含む）した
場合はご連絡くだ
さい。
問／児童相談所全
国共通ダイヤル
�０５７０―０６４―０００

市
へ
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
様
か
ら

お
も
ち
ゃ
５
組

市
へ
の
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
伊
藤
好
文
様
か
ら

７
万
４
９
１
０
円

▼
志
木
聖
母
教
会
様
か
ら

２
万
円

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
へ
の

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
株
式
会
社
伊
藤
園
埼
玉
西
地
区

営
業
部
様
か
ら

磨
か
れ
て
、
澄
み
き
っ
た
日
本

の
水

２００
ケ
ー
ス

重
ね
着
で

２０
℃
設
定

心
が
け

国
民
年
金
保
険
料
の
２
年
前
納

（
口
座
振
替
）が
始
ま
り
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ

る
「
納
付
書
」
を
使
う
方
法
と
、

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」・「
口
座
」

で
納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
平

成
２６
年
度
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る

２
年
前
納
制
度
が
始
ま
り
、
保
険

料
の
割
引
率
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
は
便
利
で
お
得
で
す

口
座
振
替
な
ら
毎
回
自
動
で
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
で
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
さ
れ
お
得
で
す
。

左
記
の
と
お
り
割
引
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
割
引
額
は
平
成
２５
年
度

の
保
険
料
額
を
元
に
し
た
目
安
額

で
す
の
で
、
平
成
２６
年
度
に
実
際

に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
金
額
は
多

少
異
な
り
ま
す
。

・
『
早
割
』
納
期
限
よ
り
も
１
月

前
の
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
払

い
…
年
６００
円
お
得

・
『
６
月
前
納
』
前
期
４
月
〜
９

月
分
の
４
月
末
払
い
・
後
期
１０

月
〜
３
月
分
の
１０
月
末
払
い
…

年
２
０
６
０
円
お
得

・
『
１
年
前
納
』
４
月
〜
翌
年
３

月
分
の
４
月
末
払
い
…
年
３
７

８
０
円
お
得

・
『
２
年
前
納
』
４
月
〜
翌
々
年

３
月
分
の
４
月
末
払
い
…
２
年

で
約
１
万
４
３
６
０
円
お
得

※
い
ず
れ
の
口
座
振
替
の
方
法
も

２
月
末
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
に

口
座
振
込
申
込
書
が
届
か
な
い
と
、

４
月
末
の
振
り
替
え
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
。

※
２
年
前
納
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
い
て
も
、
残
高
不
足
等
の
場

合
は
翌
年
３
月
ま
で
自
動
的
に
毎

月
引
き
落
と
し
に
な
り
、
割
り
引

か
れ
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
す
で
に
手
続
き
が
済
ん

で
い
る
場
合
は
、
再
度
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
手
続
方
法
／
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
送
付
さ
れ
た
納
付
書
な

ど
）、
預（
貯
）金
通
帳
、
通
帳

届
出
印
を
ご
用
意
の
う
え
、
金

融
機
関
の
窓
口
へ

問
／
保
険
年
金
課

�
４
６
３
―

０
２
８
４

コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部

〜
一
人
で
も
で
き
る
介
護
予
防
、

外
出
で
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
〜

コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部
の
市

内
登
録
店
が
２１
店
舗
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
登
録
店
ま
で
お
出
か
け

い
た
だ
き
、
歩
く
こ
と
で
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
６５
歳
以
上
の
方

参
加
方
法
／

①
長
寿
は
つ
ら
つ
課
ま
た
は
市
内

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

カ
ー
ド
と
登
録
店
一
覧
を
受
け

取
り
、
登
録
店
を
選
び
ま
す
。

②
そ
の
登
録
店
で
買
い
物
な
ど
を

し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

い
ま
す
。

③
３
か
月
以
内
に
ス
タ
ン
プ
を
１０

個
た
め
る
と
、
そ
の
登
録
店
か

ら
特
典
が
も
ら
え
ま
す
。

※
登
録
店
の
情
報
は
、
長
寿
は
つ

ら
つ
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
ま
た
は
埼
玉
県
高
齢
介
護
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.

pref.saitam
a.lg.jp/site/otas

sha/

）で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

登
録
店
の
あ
る
地
域
（
店
舗
数
）

／
根
岸
台
（
３
）、
仲
町
（
２
）、

本
町
（
９
）、
青
葉
台
（
１
）、

東
弁
財
（
１
）、
三
原
（
１
）、

西
原
（
２
）、
朝
志
ヶ
丘
（
２
）

店
舗
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

随
時
、
登
録
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�
４
６

３
―
１
９
２
１

２
月
１
日
㈯
か
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
モ
ー
ニ
ン

グ
パ
ー
ク
」
が
移
転
し
ま
す

移
転
後
／
溝
沼
３
―
２
―
２６

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�
４
６

３
―
１
９
２
１
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク

�
０
１
２
０
―
２
４
７
３
５
５

問…問い合わせ

２月の納付
市県民税 （随期）
固定資産税・都市計画税 （４期）
国民健康保険税 （８期）
介護保険料 （８期）
後期高齢者医療保険料 （８期）
＊納期限は２月２８日㈮です。

○納税・納付は納期限までに済ませましょう。
○便利で確実な口座振替をご利用ください。

「チャレンジ２５キャンペー
ン」とは、地球温暖化防止の
ため、CO２削減に向けた具体
的な行動の実践を国民の皆さ
んに呼びかける国民運動です。

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
リ

ー
ド
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
の
安
全
を
守
り
、

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
リ
ー
ド
の
長
さ

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

発効日
平成２５年１０月２０日

発効日

平成２５年１２月１５日

時間額
７８５円

時間額
８４２円

８４６円

８５７円

８５７円

８１０円
８５７円

埼玉県最低賃金

特定（産業別）最低賃金
非金属製造業
電子部品・デバイス・電子回路
電気機械器具、情報通信機械
器具製造業
輸送用機械器具製造業
光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業
各種商品小売業
自動車小売業

朝
霞
市
中
小
企
業
融
資
制
度

お
よ
び
起
業
家
育
成
資
金
融

資
制
度
を
ご
利
用
の
方
へ

〜
利
子
補
給
の
申
請
期
間
中
で
す
〜

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
１
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
送

付
し
ま
し
た
。
申
請
書
の
提
出
が

遅
れ
た
場
合
は
利
子
補
給
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
者
／
市
中
小
企
業
融
資
制
度

お
よ
び
起
業
家
育
成
資
金
融
資

制
度
の
利
用
者
で
平
成
２５
年
中

に
利
子
を
支
払
っ
た
方
。
た
だ

し
、
代
位
弁
済
を
受
け
た
方
は

利
子
補
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
外
へ
転
出
し
た

方
は
、
転
出
し
た
月
ま
で
の
支

払
利
子
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
率
／
支
払
い
利
子
の
７５
㌫

（
起
業
家
育
成
資
金
融
資
制
度

は
１００
㌫
）

対
象
利
子
／
平
成
２５
年
中
に
支
払

っ
た
約
定
利
子
。
た
だ
し
返
済

が
遅
滞
し
た
月
の
支
払
利
子
は
、

約
定
利
子
、
遅
延
利
子
と
も
に

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
／
２
月
２８
日
㈮
ま
で
に

借
り
入
れ
先
の
金
融
機
関
で
支

払
利
子
額
の
証
明
を
受
け
た
申

請
書
を
産
業
振
興
課
窓
口
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
方
で
申
請
書
類
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
産
業
振
興

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
／
産
業
振
興
課

�
４
６
３
―

１
９
０
３

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

労
働
局
が
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

い
じ
め
、
解
雇
、
労
働
条
件
の

引
下
げ
等
に
よ
る
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
迅
速
な
解

決
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

埼
玉
労
働
局
で
は
、
無
料
で
個
別

労
働
紛
争
の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
情
報
提
供
・

相
談

・
労
働
局
長
に
よ
る
助
言

・
紛
争
調
査
委
員
会
に
よ
る
あ
っ

せ
ん（
紛
争
当
事
者
間
の
調
整
）

問
／
埼
玉
労
働
局
企
画
室

�
０

４
８
―
６
０
０
―
６
２
６
２

さ
い
た
ま
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー

�
０
４
８
―
６
０
０
―

４
８
０
１

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
最
低
賃
金

平
成
２５
年
度
埼
玉
県
最
低

賃
金
の
お
知
ら
せ

埼
玉
県
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
お
よ
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
埼

玉
県
最
低
賃
金
」、
次
の
特
定
の

産
業
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お
よ

び
そ
の
事
業
場
で
働
く
１８
歳
未
満

の
者
な
ど
を
除
く
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
」
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
埼
玉
県
最
低
賃
金
よ
り

も
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

問
／
埼
玉
労
働
局
賃
金
室

�
０

４
８
―
６
０
０
―
６
２
０
５
、

さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署

�
０
４
８
―
６
０
０
―
４
８
０
１

平
成
２６
年
度
交
通
災
害
共
済
の

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
皆
さ

ん
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事

故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
方
に
見

舞
金
の
支
払
い
を
す
る
相
互
扶
助

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
方
／
朝
霞
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
方

対
象
と
な
る
事
故
／
日
本
国
内
の

道
路
上
で
起
き
た
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
交
通
に
伴

う
衝
突
、
接
触
、
転
落
、
転
倒

な
ど
の
事
故
や
、
歩
い
て
い
て

こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た

り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。

ま
た
、
踏
切
道
に
お
け
る
電
車

等
と
の
接
触
、
衝
突
、
そ
の
ほ

か
の
事
故

※
電
車
、
飛
行
機
等
の
事
故
、
バ

ス
等
の
乗
降
中
に
お
け
る
事
故
、

歩
行
中
、
交
通
事
故
以
外
の
不
注

意
に
よ
る
事
故
等
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

共
済
会
費
／
一
般
…
９００
円
、
中
学

生
以
下
…
５００
円

※
１
人
一
口
に
限
り
加
入
で
き
ま

す
。
年
度
途
中
で
加
入
す
る
場
合

も
同
額
で
す
。

共
済
期
間
／
４
月
１
日
㈫
〜
平
成

２７
年
３
月
３１
日
㈫

共
済
見
舞
金
／
医
師
に
よ
る
治
療

実
日
数
３
日
以
上
と
な
る
も
の

が
対
象

①
交
通
事
故
証
明
書
が
得
ら
れ
る

場
合
…
通
院
１
日
に
つ
き
１
０

０
０
円
、
入
院
１
日
に
つ
き
２

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
、
限
度

額
２２
万
円

②
交
通
事
故
証
明
書
が
得
ら
れ
な

い
場
合
…
通
院
、
入
院
と
も
１

日
に
つ
き
１
０
０
０
円
が
支
給

さ
れ
、
限
度
額
６
万
円

受
付
窓
口
／
道
路
交
通
課
、
内
間

木
支
所
、
各
出
張
所
、
市
内
の

各
郵
便
局

問
／
道
路
交
通
課

�
４
６
３
―

１
５
１
４

埼玉県都市競艇組合からの
お知らせ

競艇開催日／２月８日㈯～１７日㈪
会 場／戸田ボートレース場
※朝霞市は埼玉県都市競艇組合に加盟してお
り、組合からの配分金をさまざまな事業に活
用しています。
問／埼玉県都市競艇組合 �０４８―８２３―８７１１
http : //www.toda-kyotei.jp/
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朝霞市公式フェイスブックでは、市の事
業や催し、お知らせなどさまざまな情報を
発信しています。皆さんからの「いいね！」
やコメントをお待ちしています！
朝霞市公式フェイスブックは、市ホーム
ページのトップページからご覧ください。

問／市政情報課 �４６３―３０５９

１
月
１５
日
㈬
か
ら

朝
霞
の
森
を
閉
場
し
て
い
ま
す

１
月
１４
日
㈫
、
手
り
ゅ
う
弾
と

似
た
形
の
金
属
を
朝
霞
の
森
で
発

見
し
た
と
の
連
絡
が
利
用
者
か
ら

あ
り
、
関
係
機
関
が
確
認
し
た
結

果
、
爆
発
の
危
険
性
は
な
い
が
、

旧
日
本
軍
の
手
り
ゅ
う
弾
に
酷
似

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
広
場
内
の

安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
、
当
分

の
間
、
閉
場
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
都
市
計
画
課

�
４
６
３
―

０
３
７
４

朝
霞
都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
１７
条
に
基
づ
く

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

種
類
お
よ
び
名
称
／
朝
霞
都
市
計
画

郷
戸
特
別
緑
地
保
全
地
区
、

新
屋
敷
特
別
緑
地
保
全
地
区
、

代
官
水
特
別
緑
地
保
全
地
区

決
定
す
る
土
地
の
区
域
／
根
岸
台

８
丁
目
の
一
部
、
根
岸
台
４
丁

目
の
一
部
、
岡
３
丁
目
の
一
部

縦
覧
期
間
／
２
月
４
日
㈫
〜
１７
日
㈪

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

縦
覧
場
所
／
都
市
計
画
課

意
見
提
出
方
法
／
縦
覧
場
所
に
あ

る
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、２
月
１７
日
㈪（
必
着
）

ま
で
に
都
市
計
画
課
（
所
在
地

は
欄
外
記
載
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
市
内
在

住
者
ま
た
は
利
害
関
係
人

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
／
都
市
計
画
課

�
４
６
３
―

０
３
７
４

と あ ち いき し えん か

問い合わせ／地域づくり支援課 ☎４６３―２６４５ tiiki_sien@city.asaka.saitama.jp

あさ か し かつどう にんていえぬぴーおーほうじん め い せ ん た ー い ぜん ま れ ー し あ あさ か しょう ちゅうがくせい か

朝霞市で活動している認定ＮＰＯ法人メイあさかセンターでは、以前からマレーシアと朝霞の小・中学生が描い
え つう こくさいこうりゅう おこな えん へいせい ねん がつ か がつついたち ま れ ー し あ ぺ な ん しゅう

た絵を通じた国際交流を行っています。そのご縁で、平成２５年１１月２４日から１２月１日まで、マレーシアペナン州か
しょうがくせい にん きょういくきょく しょくいん にん あさ か おとず

ら小学生１５人と教育局の職員５人が朝霞を訪れました。
ま れ ー し あ しょうがくせい はくぶつかん ぷ ら ね た り う む ほうもん に ほん ぶん か たいけん あさ か しょうがっ

マレーシアの小学生は、博物館やプラネタリウムなどを訪問し、日本の文化を体験しました。また、朝霞の小学
こう じ どう いっしょ じゅぎょう う きゅうしょく た し ない ほ ー む す て い こうりゅう ふか

校で児童と一緒に授業を受けたり給食を食べたり、市内でホームステイをするなど交流を深めました。
き こくぜんじつ がつ にち こ み ゅ に て ぃ せ ん た ー うた おど こうりゅうかい おこな ま れ ー し あ しょうがくせい いっ

帰国前日の１１月３０日には、コミュニティセンターで歌と踊りの交流会が行われました。マレーシアの小学生が一
しょうけんめい に ほん ご おぼ に ほん うた ひ ろう ま れ ー し あ うた らいじょうしゃ いっ

生懸命日本語で覚えた日本の歌を披露し、マレーシアの歌を来場者も一
しょ うた おど こ ー な ー ま れ ー し あ だ ん す ひ

緒に歌いました。また、踊りのコーナーでは、マレーシアのダンスを披
ろう あと あさ か し みん さい か さい おど なる こ おど ち ー む

露した後、朝霞市民まつり「彩夏祭」で踊っている鳴子踊りのチームが
えん ぶ おこな さい ご いっしょ さい か さい おど そうおど

演舞を行い、最後はみんなで一緒に「彩夏祭」で踊られている総踊りを
れんしゅう おど

練習して踊りました。
おど お

踊り終わったあと、
て て あ

みんなで手と手を合
は い た っ ち

わせてハイタッチを
こと ば

していました。言葉
つう うた

が通じなくても、歌
おど たの ばん

や踊りの楽しさは万
こくきょうつう さん か

国共通です。参加し
こ えが お

た子どもたちの笑顔
いんしょうてき

がとても印象的でし
た。

問…問い合わせ

ま れ ー し あ しょうがくせい なる こ おど こうりゅう

マレーシアの小学生と鳴子踊りで交流！

こくさいこうりゅう に ほん ご がくしゅう

国際交流と日本語学習
にち じ まいしゅうきんよう び

日時／毎週金曜日
ご ぜん じ じ

午前１０時～１２時
ば しょ こ み ゅ に て ぃ せ ん た ー

場所／コミュニティセンター
と あ えーあいえす あさ か ち く い

問い合わせ／ＡＩＳ（朝霞地区イ
ん た ー な し ょ な る そ さ え て ぃ

ンターナショナルソサエティ）
すず き

鈴木 ☎０９０―６４８３―７０３４
http://ais1989.hp-ez.com

に ほん ご がくしゅう えーあいえす かつ

※この日本語学習は、ＡＩＳが活
どう いっかん ねんかん とお おこな

動の一環として年間を通して行っ
にち じ ば しょ ないよう

ていますが、日時・場所・内容な
へんこう ば あい

どが変更になる場合があります。
くわ じょう き と あ

詳しくは、上記までお問い合わせ
ください。

み ぢか に ほん ご かた

身近に日本語のわからない方が
じょうほう つた

いましたら、この情報をお伝えく
ださい。

さい か さい なる こ おど も あ

彩夏祭の鳴子踊りで盛り上がる！

朝霞市公式フェイスブックを
公開しています！

防災行政無線の放送内容を
確認できます

専用ダイヤル／０８００―８０００―７４４（通話無料）
※IP電話からの放送確認はできません。
※定時放送（子どもの見守り放送、夕
焼け放送）の放送は除きます。
※回線が混み合っている場合は、つな
がらないことがあります。しばらくし
てからおかけ直しください。

問／危機管理課 �４６３―１７８８

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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電
動
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
費

の
補
助
金
の
申
請
は
年
度
内
に

生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
世
帯
（
事
業
所
は
除
く
）
に
、

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
購
入
し
た
場
合
は
、
補
助
金

の
申
請
を
忘
れ
ず
に
、
３
月
３１
日

㈪
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

数
量
／
１
世
帯
に
つ
き
１
機

対
象
機
械
／
市
販
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
電
力
等
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
脱
水
・
分
解
を
行

い
、
生
ご
み
を
減
量
化
、
堆
肥

化
す
る
機
械

補
助
金
額
／
本
体
購
入
価
格
（
消

費
税
は
除
く
）
の
２
分
の
１

※
上
限
は
２
万
円
と
し
、
１
０
０

０
円
未
満
は
切
り
捨
て

申
請
の
手
順
／

①
販
売
店
で
「
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
」
を
購
入
し
ま
す
。

②
補
助
金
交
付
申
請
書
（
配
布
場

所
…
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
市
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、

保
証
書
の
写
し
、
領
収
書
の
原

本
を
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
課
に
提
出

③
申
請
後
、
申
請
者
の
指
定
口
座

に
補
助
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
購
入
者
・
申
請
者
・
口
座
名
義

人
は
同
一
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
／
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

�
４
５
６
―
１
５
９
３

市
の
人
事
異
動（
１
月
１
日
付
け
）

課
長
級
以
上
、
（

）
内
は
旧

職
名
で
す
。

《
部
長
級
》
理
事
﹇
福
祉
担
当
﹈

安
田
秀
隆
（
福
祉
部
長
）

▽
理

事
﹇
健
康
づ
く
り
担
当
﹈

中
村

之
男
（
健
康
づ
く
り
部
長
）

▽

理
事
﹇
都
市
建
設
担
当
﹈

星
野

義
雄
（
審
議
監
兼
秘
書
室
長
）

▽
理
事
﹇
会
計
管
理
担
当
﹈

関

根
悟
（
会
計
管
理
者
）

▽
理
事

﹇
水
道
事
業
担
当
﹈

池
田
邦
臣

（
水
道
部
長
）

▽
福
祉
部
長

三
田
光
明
（
同
部
次
長
兼
子
育
て

支
援
課
長
）

▽
健
康
づ
く
り
部

長

薮
塚
耕
二
（
同
部
次
長
兼
長

寿
は
つ
ら
つ
課
長
）

▽
会
計
管

理
者

細
沼
栄
（
市
民
環
境
部
次

長
兼
産
業
振
興
課
長
）

▽
水
道

部
長

田
中
幸
男
（
生
涯
学
習
部

長
）

▽
生
涯
学
習
部
長

島
村

幸
広
（
同
部
次
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
課

長
）

《
課
長
級
》
秘
書
室
長

稲
葉
竜

哉
（
同
室
長
補
佐
）

▽
産
業
振

興
課
長

渡
邉
誠
（
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
課
主
幹
）

▽
子
育
て
支
援

課
長

麦
田
伸
之
（
同
課
主
幹
）

▽
長
寿
は
つ
ら
つ
課
長

堤
田
俊

雄
（
同
課
主
幹
）

▽
生
涯
学
習

課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
課
長

田
中
茂

義
（
生
涯
学
習
課
長
）

日時／２月８日㈯ 午前１１時～午後２時
会場／産業文化センター 第一駐車場
※あさか産業フェアと同時開催
内容／地域自慢のどんぶりが大集合‼普段お店では食べ
られないどんぶりも…ぜひ一度ご賞味あれ‼あなたの
一票が「北朝霞どんぶり王」を決めるのです。

日時・内容／３月８日㈯ 午前１０時～１１時
会場／東朝霞公民館
定員／２０人（要予約。先着順）
保育／先着９人（１歳以上就学前までのお子さん）
申込方法／２月１７日㈪から電話で

北朝霞どんぶり王選手権
問／北朝霞商業振興会事務局（㈱タック）

☎４７４―２７２７

平成２６年春季全国火災予防運動
問／朝霞消防署 �４６３―１１９０

消すまでは 心の警報 ONのまま
３月１日㈯から７日㈮まで春季全国火災予防運動が行われます。
この時季は空気の乾燥と強風により、いったん火災となると大火とな

る危険性が大きいため、暖房器具の消し忘れなど火の取り扱いには十分
注意しましょう。また、家の周りに燃えやすいものを置かないなど放火
されない環境づくりを心がけ、火災から大切な生命や財産を守りましょ
う。

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
《３つの習慣》
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
《４つの対策》
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？
住宅用火災警報器は素早く火災を検知し、警報を発することにより、

火災発生を知らせます。火災から大切な生命と財産を守るため、住宅用
火災警報器を設置しましょう。全ての住宅に設置が義務付けられていま
す。
火災警報器により火災を未然に防いだ例
居住者が台所で調理中、隣接する寝室で寝込んでしまい、コンロにか

けてあった鍋の中身が空だき状態に。やがて鍋の中身が焼け焦げ、煙が
発生、寝室に付けていた住宅用火災警報器がその煙を感知し、作動。居
住者は警報音で目を覚ましたものの、状況が分からずにぼんやりしてい
たが、同じく警報音に気付いた近隣住民が１１９番通報をし、火災には至
らなかった。

ファミリー・サポート・センター入会説明会
～地域で子育てサポート会員大募集～
申・問／ファミリー・サポート・センター ☎４８５―２５０３

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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日時／２月１８日㈫ 午前９時３０分～１１時（雨天決行）
会場／各公設保育園（北朝霞保育園分園は除く）
※民設民営の保育園はこの園庭開放の対象となってい
ませんのでご注意ください。
内容／未就園児のお子さんもお近くの保育園で遊んで
いただけるよう、公設保育園（北朝霞保育園分園は除
く）の園庭を開放しています（晴れの日は正午まで）。

申込方法／事前予約不要。当日直接会場へ

チケットを購入して「飲んで、食べて、ショッピン
グして、のんびり過ごせる」街バルを開催します。
来たら得する３日間‼特典もイロイロ。
日時／２月１３日㈭～１５日㈯
※時間はお店によって異なります（午前９時～午後１０
時を予定）。
会場／東武東上線朝霞駅および朝霞台駅、JR武蔵野
線北朝霞駅周辺の参加店舗（７３店舗）

費用／２，１００円（７００円×３枚つづり）
※前売り２，０００円（２月１２日㈬まで販売）
チケット販売場所・日時／

後バル期間／２月１６日㈰～３月２日㈰
※余ったチケットを参加店で金券として利用できます。
※参加店や特典の情報など、詳しくはホームページ
（http : //www.asakabar.com）をご覧ください。

里親に関心のある方、体験談を聴いてみたい方など、
ぜひご参加ください。
日時／３月８日㈯ 午後１時３０分～４時３０分
会場／さいたま市産業文化センター（さいたま市中央
区下落合５―４―３） 定員／３００人

内容／・里親と元里子による座談会
・シンポジウム

おくやま ま き こ

奥山 眞紀子さん（国立成育医療研究センターここ
わたなべ まもる

ろの診療部長）、渡邊 守さん（NPO法人キーアセ
た ぐち しん

ット代表）、田口 伸さん（中央児童相談所長）、コ
あお き たか し

ーディネーター 青木 孝志さん
申込方法／３月７日㈮までに埼玉県社会福祉士会に電
話またはメールで事前申し込み

保育／あり（１～１０歳）※要予約

日時／３月２日㈰ 午前７時～９時
会場／市役所正面駐車場
内容／服飾・雑貨、新鮮野菜・果物、お茶などお手ご
ろな価格で提供しています。

※商品がなくなりしだい終了。内容は変更になる場合
があります。
主催／朝霞市朝市出店者協議会

日時／２月１３日㈭・２７日㈭、３月６日㈭
午前９時３０分～午後１時

会場／市役所
※商品がなくなりしだい終了
内容／市内の農家の方が作った
旬の野菜を直売します。

主催／朝霞市都市農業推進協議会、朝霞市
協力／ファーマーズ朝霞

市内の障害福祉施設の皆さんによる、自主製作した
製品やお菓子などの展示販売会です。
出展団体・日時・販売物／

会場／市役所ロビー（市民ホール）

日時／３月１日㈯ 午前１０時～（上映時間 ８５分）
開場：午前９時３０分

会場／中央公民館・コミュニティセンター
内容／ある児童養護施設の日常を追う８年間のドキュ
メンタリー映画です。

対象／市内在住の方 定員／２００人（先着順）
保育／先着２０人（１歳以上就学前までのお子さん）
申込方法／事前申込不要。当日直接会場へ
共催／朝霞市民生委員児童委員協議会（主任児童委員
部会・児童部会）、朝霞市地区里親会、朝霞市

「はあとぴあ障害者多機能型施設」
２月１４日㈮ 午前１０時３０分～午後１時
革製品、パン、菓子、ドリンク
「地域活動支援センターぱれっと」
２月２６日㈬ 午前１０時３０分～午後０時３０分
革製品、焼き菓子
「あさか福祉作業所」
２月２８日㈮ 午後０時３０分～２時３０分
雑貨、観賞用メダカ

〈事前販売および当日販売〉
・ホッと茶屋「あさか」 ☎４８６―９９８１
※土・日曜日、祝日を除く午前１０時～午後５時
※２月１５日㈯は開店
・ローソン朝霞本町店、ファミリーマート朝霞本町２
丁目店、ほか一部参加店舗

〈事前販売のみ〉
・朝霞市商工会（産業文化センター内） ☎４７０―５９５９
※土・日曜日、祝日を除く午前９時３０分～午後５時
開催当日は、朝霞駅東口広場および北朝霞駅東口広場
に臨時街バル案内所を開設します。
２月１３日㈭～１５日㈯ 午前１０時～午後９時

申…申し込み 問…問い合わせ

埼玉アキナイBAR
あさかホッとバレンタインバル
主催・問／あさかホッとバレンタインバル実行委員会

事務局 ☎０７０―６９８２―３１９９

農産物直売 あさか新鮮野菜市
問／産業振興課 �４６３―１９０４

とな ひと

映画「隣る人」上映会
問／民生委員主任児童委員（平日 午前９時～午後５時）

やすふく たかはし

安福 �４６２―７１０７、高橋 �０９０―４８１７―５７３１

園庭開放
問／子育て支援課 �４６３―２８３７

里親普及促進フォーラム
新たな絆をつくる～里親制度の普及を目指して～
主催・申・問／埼玉県こども安全課 �０４８―８３０―３３３５

（公社）埼玉県社会福祉士会 �０４８―８５７―１７１７
s-info@saitama１７１７csw.jp

朝市 問／産業振興課 �４６３―１９０３

朝霞市障害福祉施設授産品展示販売会
問／福祉課 �４６３―１５９８

費用の記載がないもの
は原則として無料です

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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日時／３月３日㈪ 午後１時３０分～３時
会場／仲町市民センター 定員／４０人（要予約）
内容／認知症に対して正しい知識と理解を深めるため、
薬剤師よりお話しします。受講者に認知症サポータ
ーの証、オレンジリングを配付します。

さ とう ひろ かず

講師／薬剤師 佐藤 裕一さん、地域包括支援センタ
ーひいらぎの里職員 対象／市民

申込方法／２月２８日㈮まで電話または FAXで

日時／３月１３日㈭ 午後２時～３時
会場／仲町市民センター
内容／最近の振り込め詐欺の手口や防犯方
法等を分かりやすく教えていただき、自
身や地域でできることを学びましょう。

講師／朝霞警察署生活安全課地域防犯支援専門員
たか だ せい こ

高田 成子さん
対象／市民 定員／７０人（要予約）
申込方法／２月２８日㈮まで電話または FAXで

日時／３月５日㈬ 午後１時３０分～３時３０分
会場／朝光苑
内容／体位変換、更衣介助、食事介
助、車椅子の扱い方など

対象／市内在住者（同居のご家族や
遠方のご家族の介護をされている
方、介護に関心のある方）

講師／朝光苑職員
定員／１５人（応募多数の場合、６５歳以上の高齢者と同
居されている家族の方を優先とするほか抽選）

申込方法／２月２８日㈮までに電話または長寿はつらつ
課窓口で受付

日時／２月２０日㈭・２７日㈭、３月７日㈮・１４日㈮
午後１時３０分～２時３０分【全４回】

会場／仲町市民センター 定員／２０人（先着順）
対象／６５歳以上の朝霞市在住で全４回参加できる方
※医師に運動を禁止されていない方
内容／ボール・ベル・ベルターという３つの器具を使
い、音楽に合わせて体を動かす健康体操

おお わ だ え み

講師／日本３Ｂ体操協会公認指導員 大和田 恵美さん
持ち物／飲み物・タオル
その他／動きやすい服装と靴でご参加ください。
申込方法／２月１９日㈬までに電話または FAXで

認知症予防のために普段どのような生活を心がければよいのかを、あらゆる方面から考えます。
日時・会場等／別表のとおり 対象／６５歳以上の市民の方

申込方法／希望するコースが１つであれば、担当の地域包括支援センターへ、複数コースを希望される場合は長寿
はつらつ課へ、電話または直接お申し込みください（２月３日㈪から受付開始。定員になりしだい受付終了）。

※連続した講演ではありません。

申・問（地域包括
支援センター）

モーニング
パーク
�０１２０―２４７３５５

朝光苑
�４５０―０８５５

内間木苑
�４５８―２０２２

つつじの郷
�４７２―１５７４

ひいらぎの里
�２９１―９１１１

持ち物

長めのタオ
ル・飲み物

はさみ・作
品を入れる
袋

特になし

動きやすい
服装・飲み
物

動きやすい
服装と靴・
飲み物・タ
オル

定員

２０人

２０人

５０人

３０人

３０人

会 場

産業文化
センター

中央公民
館・コミ
ュニティ
センター

宮戸市民
センター

弁財市民
センター

仲町市民
センター

内 容・講 師

「早歩きは三文の徳～健康寿命を延ばそう～」
介護老人保健施設ケアライフ朝霞

あら けい じ ろう

理学療法士 荒 圭次郎さん

「フラワーセラピー教室で自分だけの作品を作ろう」
特定非営利活動法人フラワーセラピー研究会

かわいけ こ

埼玉支部副代表 川池 さえ子さん

「落語が脳を救う」
かつら ぶん

落語家 桂 文ぶんさん

「音楽で心も身体も活き活きと」
東京国際音楽療法専門学院

よしむら な ほ こ わたなべ

吉村 奈保子さん 渡邉 えりかさん

「みんな笑顔！心が弾む健康体操」
㈳日本フィットネス協会エグザミナー

すぎもと とくひろ

杦本 徳広さん

日 時

２月１９日㈬
午後２時～３時３０分

２月２５日㈫
午後１時３０分～３時

３月５日㈬
午後１時３０分～３時

３月６日㈭
午後１時３０分

～３時３０分

３月１７日㈪
午後２時～３時３０分

コース

①

②

③

④

⑤

介護予防講演会「認知症に負けない脳づくり！～今、あなたにできること～」

地域支えあいネット講座
認知症サポーター養成講座

申・問／地域包括支援センターひいらぎの里
�２９１―９１１１ �２９１―９０９０

地域支えあいネット講座
みんなで楽しく健康づくり３Ｂ体操

申・問／地域包括支援センターひいらぎの里
�２９１―９１１１ �２９１―９０９０

問／長寿はつらつ課 �４６３―１９５２

地域支えあいネット講座
振り込め詐欺被害の防止

申・問／地域包括支援センターひいらぎの里
�２９１―９１１１ �２９１―９０９０

家族介護力向上教室 『介護の方法・コツ』
申・問／長寿はつらつ課 �４６３―１９２１

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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日本の国賓、公賓に対して演奏を行っている陸上自
衛隊中央音楽隊による質の高い、小編成コンサートで
す。ぜひ本格的な演奏をお楽しみください。
日時／３月１日㈯ 午後２時３０分開演
（午後２時開場）

内容／第１部 打楽器アンサンブル
第２部 金管アンサンブル

申込方法／整理券が必要です。
整理券／２月８日㈯ 午前１０時～ ゆめぱれすで配布
※１人２枚まで。２００枚限定のため、なくなりしだい終了

日時／３月１１日㈫ 午後７時開演（午後６時１５分開場）
会場／川口リリア音楽ホール
申込方法／２月２５日㈫【必着】までに往復はがき（１
枚につき１人）に住所・氏名・年齢・電話番号・「第
３４回室内楽演奏会」と明記のうえ、〒１７８―８５０１ 東
京都練馬区大泉学園町陸上自衛隊東部方面音楽隊演
奏会係宛てにお申し込みください。

※応募多数の場合は抽選。記載に不備のある往復はが
きは、返信することができない場合があります。
※未就学児の入場はお断りしています。

対象／市内在住の１８歳以上の方
申込方法／２月１０日㈪午前９時から電話または直接エ
コネットあさかへ（先着順）

「布のリフォーム」
日時／３月９日㈰ 午前１０時～午後３時 定員／１０人
内容／思い出の服、捨てられなかったハギレなどの古
布がかわいい作品になります。

持ち物等／裁縫道具、ネクタイや帯でハサミ入れを、
衣類のハギレで針さし・ブローチ・ダルマポーチを
作ります（ハギレ布：３０～５０㎝を５枚くらい、裏地：
９０㎝幅で５０㎝くらいなどもご用意ください）。昼食
の用意（お弁当）

「さき織り体験公開教室」
日時／３月１１日㈫ 午前１０時～午後３時
内容／使わなくなった布を、もう一度ステキな布に織
り上げます。 対象／どなたでも

持ち物等／材料はこちらで用意します。

基地跡地の歴史勉強会では、基地跡地公園の整備後
に基地の歴史を後世に伝えるため、市と市民が協働で
情報収集を進めてきました。このたび、今までの活動
成果を多くの方に知っていただくため、展示会を開催
します。年表・再現地図・紙芝居・聞き取り調査のま
とめなどを展示しますので、ご来場ください。
※市ホームページでもご覧いただけます。
内容・日時／『展示会』…
２月８日㈯ 午後１時～６時
２月９日㈰～１５日㈯ 午前９時～午後６時
※２月１０日㈪を除く。
２月１６日㈰ 午前９時～午後３時

『証言者トークセッション』…２月９日㈰・１５日㈯
午後１時３０分～

『当時の光景がよみがえる紙芝居』…展示会期間中の
午後１時、午後３時
※２月９日㈰・１０日㈪・１５日㈯を除く。

会場／中央公民館・コミュニティセンター
対象／どなたでも
申込方法／事前申込不要。当日直接会場へ

日時・内容・講師／別表のとおり ※講義中のパソコン、タブレット端末等の使用はご遠慮ください。
対象／市内在住の１８歳以上の方 定員／５０人（先着順） ※保育あり（１歳以上就学前まで）
申込方法／電話および窓口で申し込みを受け付けています。

講師

埼玉県環境アドバイザー
お ぜき じ ろう

尾関 二郎さん

※注
◆一日コースとなります。
◆フィールドワークのみの参加はできません。
◆環境大学申し込み時に出欠をとります。
◆この回には保育がありません。

東洋大学経済学部
やま や しゅうさく

教授 山谷 修作さん

キユーピー株式会社
まつばら ゆ き

松原 由紀さん

タイトル・内容
開講式

「家庭で利用する紙の話、おむつの話」
～不可欠な紙の功罪を学ぶ～

「フィールドワーク」
プラスチックの処理工場とメガソーラー
（太陽光発電）施設を視察します。
※リサイクルプラザからバスで移動します。

【視察先】
本庄市：株式会社エコスファクトリー
寄居町：埼玉県環境整備センター

「ゴミ有料化を検証！」
～他県・他市から学ぶ～

「企業の環境対策を聞く」
～“救ピーオープナー”を作製して～

閉講式

日時

２月５日㈬
午前１０時～正午

２月１２日㈬
午前９時～

２月１９日㈬
午前１０時～正午

２月２６日㈬
午前１０時～正午

１

２

３

４

申…申し込み 問…問い合わせ

環境大学を開講します

陸上自衛隊中央音楽隊 室内楽演奏会
会場・問／ゆめぱれす（市民会館） �４６６―２５２５

リサイクルプラザ企画運営協議会講座
会場・申・問／エコネットあさか（リサイクルプラザ）

�４８６―０２２２

会場・申・問／エコネットあさか（リサイクルプラザ） �４８６―０２２２

陸上自衛隊東部方面音楽隊第３４回室内楽演奏会
申・問／陸上自衛隊東部方面音楽隊

�４６０―１７１１ 内線３６４０

市民が集めた朝霞の歴史展
～米軍基地があった時代～

問／都市計画課 �４６３―０３７４

費用の記載がないもの
は原則として無料です

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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日時／３月１３日㈭ 午後１時３０分～３時３０分
会場／中央公民館・コミュニティセンター
内容／正しい姿勢を意識しながら生活すると、スタイ
ルが良くなります。さらに内臓脂肪が減ると体の中
もさらさら・血糖値を下げる効果もでてきます。春に
向けて、気持ちもカラダもリフレッシュしましょう！

さい とう のり こ

講師／健康運動指導士 斉藤 紀子さん
持ち物等／水分、汗ふきタオル等、体操
のできる服装と靴でお越しください。

定員／４５人（先着順）
申込方法／２月１３日㈭から電話で

日時／３月２０日㈭ 午前９時２０分～正午
会場／総合体育館
内容／カーリングを室内で手軽に楽しめるスポーツ
「ユニカール」を体験しながら、シニア世代の健康
や仲間づくり、生きがい探しや地域での活動につい
て、参加者同士の交流を深めましょう。

※３人１組でお申し込みください（個人での申し込み
も大歓迎です）。
※３レーンで行います。
対象／市内在住のおおむね５０歳以上の方
定員／３０人（先着順） 持ち物／室内履き運動靴
費用／１００円（傷害保険料）
主催／あさかシニアクラブ・朝霞市
申込方法／２月１日㈯～３月１９日㈬午後６時までに、
電話または直接、市民活動支援ステーション・シニ
ア活動センター窓口へ

日時／２月１４日㈮ 午後１時３０分～３時４０分
（受付開始 午後０時３０分）

会場／さいたま市文化センター（さいたま市南区根岸
１―７―１）
内容／講演①「大地震発生！その時テレビは…」
日本テレビ放送網株式会社報道局マルチニュース制

たに はら かず のり

作部長 谷原 和憲さん
講演②「今後の埼玉県の地震災害」

こう けつ かず き

東京大学地震研究所教授 纐纈 一起さん
その他／防災関連企業・団体の展示ブース、地震に関
する資料の展示・説明、県職員による無料耐震診断、
防災グッズプレゼント（先着１，０００人）

定員／１，６００人（先着順）
申込方法／事前申込不要、当日直接会場へ

日時／２月２７日㈭ 午後１時～４時
（受付開始 午後０時１０分）

会場／大宮ソニックシティ
対象／平成２６年３月大学（院）・短大・高専・専門学校
等卒業予定者（既卒３年以内の方も可）

申込方法／事前申込不要、当日直接会場へ
持ち物／履歴書、自己ＰＲ書または職務経歴書を複数
お持ちください。ハローワークに登録がある方は、
ハローワークカードもお持ちください。

参加企業／埼玉労働局ホームページ（http : //saitam
a-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）をご覧ください。

市内を流れる黒目川の利活用について、市民として
どうしていくのかを話し合います。
日時／２月１１日（火・祝） 午後１時３０分～４時３０分
会場／溝沼市民センター 対象／どなたでも
内容／黒目川の植樹計画、川のまるごと再生プロジェ
クト、景観づくりほか

日時／３月２日㈰ 午前１０時～午後３時
会場／産業文化センター
内容／市内で介護予防活動をしているグループが、手
作り作品を一緒に作ります。

申込方法／当日直接会場へ

日時／３月７日㈮ 午前１０時～正午、午後１時～４時
（受付は午後３時まで）

会場／産業文化センター
内容／民法（現在裁判中または調停中のもの、税金・
破産・労働、雇用関係のもの、弁護士等に依頼して
いるものは除く）の相談に応じます。社会貢献活動
の一環として学生が応対し、法学部教員が回答しま
す。個人情報と秘密は厳守します。

申込方法／事前申込不要。当日直接会場へ（先着順）

日時／３月４日㈫ 午前１０時～午後５時
（受付時間は午後４時３０分まで）

会場／西武池袋本店７階行政、法律、くらしの行政相
談コーナー内

内容／税金、登記、相続、情報通信や国の行政に関する相談
参加機関／関東総合通信局、東京法務局、第二東京弁
護士会、東京税理士会豊島支部、関東管区行政評価局

主催／関東管区行政評価局

へるすアップ教室（生活習慣病予防の体験教室）
健康運動指導士から聞く
毎日続く、体の中からまるごと“きれい術”
～基本の姿勢と簡単エクササイズ～

申・問／健康づくり課 �４６５―８６１１

埼玉県地震対策セミナー
問／埼玉県地震対策セミナー実行委員会事務局

（埼玉県危機管理課） �０４８―８３０―８１４１

第８回世代間交流いきいきふれあいひろば
もの作り体験教室

問／朝霞でいきいきネットワーク（介護予防）
しらいし

白石 �０９０―８３３７―５１８０

無料特設行政相談
問／東京総合行政相談所 �０３―３９８７―０２２９

シニア世代地域デビュー支援セミナー【体験編】
「ユニカール入門」 第２弾
～誰でも簡単に楽しめるスポーツ「ユニカール」
を体験してみませんか？～
申・問／市民活動支援ステーション・シニア活動センター

�４６３―１４１７ �４６３―３１９９
開所時間：午前９時３０分～午後６時 休所日：月曜日、祝日

大学等卒業予定者就職面接会
問／埼玉新卒応援ハローワーク �０４８―６５０―２２３４

ハローワーク朝霞 �４６３―２２３３

黒目川の景観を考える集い
こ ばやし

問／黒目川の景観を考える会 小林 �０９０―２４３６―１２４３

東洋大学法律相談部による無料法律相談
主催・問／東洋大学無料法律相談部 �０３―３９４５―７５９２

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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生涯学習ガイドブック「コンパス」に広告を載せませんか？生涯学習ガイドブック「コンパス」に広告を載せませんか？生涯学習ガイドブック「コンパス」に広告を載せませんか？生涯学習ガイドブック「コンパス」に広告を載せませんか？

ASAKA LIFELONG LEARNING INFORMATION

ああささかかの生生涯涯学学習習へようこそ！

市 民 企 画 講 座

平成２６年度生涯学習ガイド
ブック『コンパス』（平成２６
年５月頃発行）に、企業や事
業所のPR、市民グループの
会員募集広告を掲載しません
か？『コンパス』は、市内の
公共施設等で配布するほか、
市ホームページ中にも掲載さ
れます。市民の皆さんへの
PRに最適のメディアです！
ぜひご活用ください。
掲載できる方／
①事業所を有する個人または法人
②市内を拠点に活動している団体
・サークルなど

掲載場所・規格／
Ａ４版冊子の裏表紙および裏表紙内側
１区画 縦５．５㎝×横１０㎝

募集広告数／２０区画（裏表紙１０区画・裏表紙内側１０区画）
※複数区画の掲載可
広告掲載料／裏表紙（２色刷り） １区画につき３，０００円

裏表紙内側（１色刷り）１区画につき２，０００円
発行部数／印刷予定部数 ３，２００部
掲載期間／配布が終了するまで（約１年間）
申込方法／市内の各公民館・図書館・博物館および生涯学
習課で配布もしくは市ホームページに掲載する「申込
書」に必要事項を記入のうえ、広告の版下原稿または内
容の分かるものを添えて、郵送、FAX、メールまたは
直接窓口（市役所４階４１番）まで

募集期限／３月１４日㈮
掲載の決定／受付後、内容を審査のうえ、掲載の可否を決
定します（お申し込みいただいた方に通知）。

※広告製作費用（デザイン料等）は、申込者の負担となります。

平成２５年度子ども大学あさか
パネル展を開催！

５月の入学式から１２月の学園祭までの活動を紹介します。
日時・会場／
・２月４日㈫ 午後１時～２月１２日㈬ 午後４時
市役所１階 市民ホール

・３月４日㈫ 午前１０時～３月１６日㈰ 午後９時３０分
中央公民館・コミュニティセンター １階ロビー

朝霞サバイバル倶楽部主催事業

サラバ‼頭痛・肩凝り
アラフォーの身体をガラッと変える
～私と子どものために

本当に聞いておくといいお話～
日時／２月１９日㈬ 午前１０時～正午
会場／溝沼市民センター
講師／予防医学士・ウィンドサーファー・

めいそう お の でら なお え

瞑想士 小野寺 直江さん
定員／３０人（先着順）
費用／２００円（資料代）
申込方法／電話またはメールで

なかつか

申・問／中塚 ☎０８０―１０４２―９１８７
atomanmoth.50@gmail.com

AIS（朝霞地区インターナショナル
ソサエティ）主催事業

おもてなし料理
日時／２月１４日㈮

午前１０時～午後１時
会場／中央公民館・コミュニティセ
ンター

みず の よし こ

講師／管理栄養士 水野 詳子さん
定員／５人（先着順）
費用／３００円（材料費）
持ち物／エプロン、三角巾、ふきん
申込方法／２月１日㈯～８日㈯に電
話で

や まき

申・問／八巻 ☎０９０―２４３７―２２０５

介護予防教室 霞会主催事業

筋力・バランス力
介護予防体操講座

日時／２月１２日㈬・１９日㈬
午前１０時～正午

※連続講座ではないので、ご都合のよい
方にお越しください。
会場／栄町町内会館（栄町市民センター
３階）

講師／介護予防体操インストラクター
たけむら けい こ

竹村 啓子さん
定員／なし 費用／無料
持ち物／動きやすい服装、室内用運動靴、
タオル

申込方法／事前申込不要。当日直接会場へ
たけむら

問／竹村 ☎０９０―２２１０―９３９８

※掲載には、諸条件があります。詳しくは、生涯学習課
へお問い合わせください。

申…申し込み 問…問い合わせ

申・問／生涯学習課 ☎４６３―２９２０・２９３０ �４６７―４７１６ syogaku@city.asaka.saitama.jp
〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１

子ども大学あさか 修了式

裏表紙

表紙
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日時／３月１３日㈭
幼・小学校の部…午前１０時～正午
中 学 校 の 部…午後２時～４時
会場／市役所別館５階 第６会議室
※この学習発表会はどなたでも見学
できます。見学をご希望の方は、生
涯学習課へご連絡ください。

家庭教育学級とは···
子育てをする親や子育てに係わる大人の

「学びの場」として運営されています。学級
では仲間とともに子どもの成長について考
え、自らの教養を高めるため、子育ての悩
みや親子のふれあい方、子どもの成長に望
ましい取り組みなどについて学んでいます。

学習発表会とは···
各学級では、それぞれのテーマ
で学習プログラムを企画し、１年
間学んできました。その成果を各
学級の代表が集い、発表します。
発表会を通して学級同士の連携を
深め、意見交換の場としています。

休館日（２/１～２８）
２/３・１０・１７・２４
２/２・１０・１１・１６・２４
２/２・１０・１１・１６・２４
２/３・９・１１・１７・２３
２/２・１０・１１・１６・２４
２/３・９・１１・１７・２３

※番号はお間違いのないようにお願いします。

FAX
４６５―７２９７
４６３―９２１２
４６２―１４１２
４６１―０２９１
４７３―８７２５
４５６―１０５６

電話番号
４６５―７２７２
４６３―９２１１
４６２―１４１１
４６１―０１６３
４７３―０５５８
４５６―１０５５

施 設 名
中央公民館・コミュニティセンター
東 朝 霞 公 民 館
西 朝 霞 公 民 館
南 朝 霞 公 民 館
北 朝 霞 公 民 館
内 間 木 公 民 館

子どもふれあい広場
「しんごパパのあそびの教室」

まだまだ寒い季節。遊びの達人しんごパパとあたたかい室内で楽
しく遊ぼう！今回は、ルールのある遊びだよ。
日時／２月２３日㈰ 午後１時３０分～３時 定員／１０組２０人
対象／親子（４歳くらい～小学生とその保護者）

まつ お しん ご

講師／遊び教室代表 松尾 信悟さん
費用／１人５１円（保険料） 持ち物／上履き、飲み物
申込方法／２月１５日㈯午後４時まで電話または東朝霞公民館窓口で
受け付けます。

東朝霞
公民館

映 画 会
外の寒さを忘れて、ほかほか気分！親子で映画を楽しみませんか。

日時／２月２２日㈯ 午前１１時～正午
対象／どなたでも 費用／無料
作品／ちいさなくれよん（読み聞かせ）

きんぎょがにげた プーさんのきらきら星
申込方法／当日直接会場へ

北朝霞公民館

人権教育講座「古代から現代まで同和
問題の歴史的背景をたどる」

差別の歴史を古代から現代まで同和問題の歴史的背景を映像と解
説でたどり、理解を深めます。
日時／２月２８日㈮ 午後１時３０分～３時３０分
対象／どなたでも 定員／４０人
講師／埼玉県県民生活部人権推進課

こ すぎ やすひろ

人権・同和問題研修専任講師 小杉 康博さん
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
手話通訳／あり（希望がある場合）
申込方法／２月１日㈯から、電話または西朝霞公民館窓口で受け付
けます（定員になりしだい締め切り）。なお、手話通訳および保
育を希望される方は、２月２０日㈭までにお申し込みください。

西朝霞
公民館

生活教養講座
「キルトで作ろうミニバッグ」

そのままでも、大きなバッグの持ち手に掛けても使えます。保育
付き講座なので子育て中のママさん大歓迎！
日時／３月１日㈯・８日㈯ 午前９時３０分～正午
対象／成人（全日程参加できる方） 定員／１２人

よねざわ ま ゆ み

講師／日本手芸普及協会指導員 米澤 真由美さん
持ち物／裁縫道具 費用／１，８００円（材料費）
保育／１歳以上の未就学児（定員６人）
申込方法／２月１９日㈬午後５時まで電話または南朝
霞公民館窓口で受け付けます。

南朝霞
公民館

レッツ・チャレンジ
「スマッシュ決めよう！ミニテニス」

初めてでも大丈夫！ラケットの持ち方からゲームまで優しく教え
てもらえるよ。楽しく体験してみよう。
日時／３月８日㈯ 午前１０時～正午
対象／小学３～６年生・中学生 定員／２０人
講師／あざみの皆さん（西朝霞公民館サークル）
費用／５０円（保険料）
申込方法／２月２７日㈭午後５時まで電話または西朝霞公民館窓口で
受け付けます。

西朝霞
公民館 子どもランド

「ファミリー・クッキング」
家族でわいわい楽しく、おいしい手作りベーグルに挑戦しましょう！

日時／３月８日㈯ 午前１０時～午後１時
対象／小学生以上のお子さんと保護者（２人１組） 定員／１２組
講師／ぱんぱかパン！の皆さん（内間木公民館サークル）
内容／ベーグルサンドとスープ 費用／１組１，０００円（材料費）
申込方法／２月２５日㈫午後５時まで電話または内間木公民館窓口で
受け付けます。

内間木
公民館

人権教育講座「伝統芸能“歌舞伎”の世界」
歌舞伎は、華やかなイメージを持つ方が多いと思いますが、被差別の立場の人々が大切に継承し、現在の発展につながっています。この

歌舞伎を通して、江戸時代の歴史と文化を学習します。
あかさか ち せき

日時／３月６日㈭ 午後２時～４時 対象／どなたでも 定員／５０人 講師／演劇評論家 赤坂 治績さん
手話通訳／あり（事前予約制） 申込方法／２月２３日㈰午後５時まで電話または中央公民館窓口で受け付けます。

中央公民館

申・問／生涯学習課 ☎４６３―２９３０ �４６７―４７１６ syogaku@city.asaka.saitama.jp
〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１

※申込多数の場合は、市内在住者優先のうえ抽選します。
※申込結果は、はがきまたは封書でお知らせします。 ※費用は原則当日集金します。

高さ２０㎝×幅２６㎝
×マチ６㎝

家庭教育学級学習発表会
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博物館へ行こう！博物館へ行こう！
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後期展示 :3 月 1 日㈯～ 4月 6日㈰

ギャラリー展示 すごろくをよむすごろくをよむ

���

����������

びな

つるし雛をつくろう
地方などに伝わる伝統

のつるし雛作りの基本を
学び、かわいらしいちり
めん細工を作ってみませ
んか。
日時／３月１日㈯

午前１０時～午後３時
会場／旧高橋家住宅・

根岸台市民センター
おおかわ れい こ

講師／大川 玲子さん
対象：定員／中学生以上の方：２０人
（応募多数の場合は抽選）
材料費／１，３００円
申込方法／電話（文化財課）または博物館窓口で、２月
１９日㈬午後５時まで受付。申込結果については、応募
者全員に連絡します。

＊旧高橋家住宅ガイドツアー＊
「つるし雛をつくろう」終了後にガイドツアーを行
います。予約不要。お気軽にご参加ください。

おひなさまをかざります！
２月７日㈮～３

月１２日㈬、旧高橋
家住宅の主屋にお
ひなさまを飾りま
す。高橋家の桃の
節句をどうぞ見に
来てください！

冬のギャラリー展示の後期展示を開催します。後期は、
ぜんあくどうちゅうしゅっせすごろく

“すごろくで人生を学ぶ”として「善悪道中出世双六」（歌
川国芳・春風亭柳枝）を
ご紹介します。すごろく
で遊びながらどのような
ことを学んでいたのか、
駒を進めるようによんで
みませんか。
�������������������������������������������������

２月８日㈯～23日㈰

テーマ展示　朝霞市・瑞浪市交流事業

２月８日㈯～23日㈰

示　示示示示示展ママママテ ママテテ マ展テテーマーマテーテーテテテテ 示展展ママママテテテテ 示展テ マ展展示マテテ 示示テーマ展示　

人間国宝　加藤 孝造展
月８

朝朝朝朝朝朝

宝宝宝宝宝宝宝宝　宝　宝宝宝宝宝
か

日㈯日㈯

市市市市市・・・市朝 市市市朝 ・・市市市朝 市市朝 市霞市市朝霞市・

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
かかかかか とう

23日㈰23

瑞瑞瑞瑞瑞・瑞・瑞瑞浪瑞浪瑞浪浪浪・瑞浪

藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
ううううとととうううう こう

展展展展展展展展展

業業事事事流事事事事事業業業業事流 業事事事事事流事流事事業業流 業事流 業業業流流事業

造造造造造造造造造造造造造造造展造展造展造展展展展造造展造展展展展展造造造造展展造展造展造造造造
3日㈰

交交交市市市交交交交市市市交交交流交交交交交交交交市交交交交市市市交市市市交市市交交交市 流流市交流

孝孝孝孝孝孝孝造孝造孝造孝造孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝造造孝孝
3日

浪市浪浪浪市市市浪浪市市市浪浪市
こうここううここ ぞう

瀬戸黒茶盌

朝霞市と岐阜県瑞浪市の交流事
業として、瑞浪市名誉市民で、人
間国宝の陶芸家 加藤孝造さんの
作品を紹介します。人間国宝に認

せ と ぐろちゃわん

定されている瀬戸黒茶盌をはじめ、
し の ちゃわん みずさし

志野茶盌・志野水指などを展示し
ます。ぜひ、ご覧ください。
また、ギャラリーで瑞浪市を紹介します。

時間／午前９時～午後５時【初日のみ午後２時～５時】
会場／博物館 企画展示室
主催／丸沼芸術の森・朝霞市博物館
後援／瑞浪市・瑞浪市教育委員会
�������������������������������������������������

くらしと文化の講座「お菓子」
「お菓子」について、歴史や民俗などさまざまな方向か

ら学習します。
【プログラム】
回 開催日 タイトル・講師

１ ３月１日㈯
和菓子－江戸時代に花咲く甘味の文化－
株式会社虎屋

ところ か な よ

虎屋文庫主事 所 加奈代さん

２ ３月８日㈯
ポテトチップ－誕生、スナック菓子の王様－
株式会社湖池屋

お ばた かず や

マーケティング部 小幡 和哉さん

３ ３月１５日㈯
チョコレート－神様からの贈り物－
日本チョコレート・ココア協会

すけがわ ふみ お

前専務理事 助川 文朗さん

◎時間は各回とも午後２時～３時３０分
会場／博物館 講座室
対象：定員／一般：４０人（先着順）
申込方法／電話または博物館窓口で受付（定員に余裕があ
る場合、単回受講を各回１週間前から受け付けます）

開園時間 午前９時～午後４時３０分
休 園 日 第４金曜日を除き博物館の休館日に準じます。

〒３５１―０００５ 朝霞市根岸台２―１５―１０
（根岸台市民センター隣） �４６２―７０６７

問／文化財課 �４６３―２９２７

重要文化財 旧高橋家住宅からのお知らせ

博物館へ行こう！

申…申し込み 問…問い合わせ

作成予定作品
（ザルは含みません）

昨年の様子→

善悪道中出世双六（部分）

〒３５１―０００７ 岡２―７―２２ �４６９―２２８５
同 上（博物館内） �４６３―２９２７

〒３５１―００３３ 大字浜崎２３１―２ �４８６―２２４４

朝 霞 市 博 物 館
文化財課文化財保護係
埋蔵文化財センター

共通�４６８―００７９

博物館・埋蔵文化財センター お休みカレンダー
開館時間 午前９時～午後５時
休 館 日 月曜日・第４金曜日（祝日に当たる時は開館）、祝日の翌日

（土・日曜日に当たる時は開館）、１２月２７日～１月４日
※第４金曜日は、文化財保護係の窓口は受け付けしています。

※埋蔵文化財センターの開所時間・休所日は博物館の開館時間・休館日に準じます（臨時の開館・休館は除く）。
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ようこそ！あさかの生涯学習へ
スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション

あなたも健康人！
週 1回以上スポーツをしよう！！

朝霞市内の学校の体育施設を開放しています朝霞市内の学校の体育施設を開放しています
市教育委員会では、身近な場所でスポーツを楽しんでいただくため、市内の小・中学校の体育施設を下表のと
おり開放しています。利用にあたっては、団体登録（年度ごと）と利用申請が必要です。利用できるのは、市内
に在住または在勤の方１０人以上（高校・大学の部活動、サークルを除く）で構成するスポーツ・レクリエーショ
ン団体です。詳しくはスポーツ課へお問い合わせください。

学校名 体 育 館 校 庭
朝霞第一小学校 土・日曜日 午前９時～午後５時 土・日曜日 午前９時～午後５時
朝霞第二小学校
�４６１―００４２

水曜日 午後６時～９時 日曜日 午前９時～午後４時日曜日 午前９時～午後４時

朝霞第三小学校
�４７１―１６３０

月～金曜日 午後４時～９時 木曜日 午後６時～８時
土曜日 午前９時～午後９時

土・日曜日、祝日 午前９時～午後４時日曜日、祝日 午前９時～午後４時
朝霞第四小学校
�４６１―０３６３ 土・日曜日、祝日 午前９時～午後９時 土・日曜日、祝日 午前９時～午後４時

朝霞第五小学校 火・水・木曜日 午後６時３０分～９時
土・日曜日、祝日 午前９時～午後５時

土・日曜日、祝日 午前９時～午後９時

朝霞第六小学校
�４６１―０４１０

土曜日 午前９時～午後９時 土曜日（第２・４を除く）、
日曜日、祝日 午前９時～午後５時

日曜日、祝日 午前９時～午後４時 第２・４土曜日 午後１時～５時
朝霞第七小学校 日曜日 午前９時～午後９時 日曜日 午前９時～午後４時

朝霞第八小学校
�４６５―８３８１

火・水曜日 午後４時～６時３０分 火曜日 午後４時３０分～６時３０分
水・金曜日 午後５時３０分～６時３０分

土・日曜日、祝日 午前９時～午後５時 土・日曜日、祝日 午前９時～午後５時

朝霞第九小学校

火曜日 午後５時～９時

土・日曜日、祝日 午前９時～午後５時
木曜日 午後６時３０分～９時
土曜日 午前９時～午後９時
日曜日、祝日 午前９時～午後４時

朝霞第十小学校
�４６９―５４４３

水曜日 午後５時３０分～９時
土・日曜日、祝日 午前９時～午後５時土・日曜日 午前９時～午後９時

祝日 午前９時～午後５時

朝霞第一中学校 水・木・土曜日

【開放施設】
メイン・サブアリーナ・
武道場
午後６時３０分～９時

月～日曜日

【３月～１０月】
午後７時～９時
【１１月～２月】
午後６時～９時

朝霞第二中学校 木・土・日曜日 午後６時３０分～９時 日曜日
【開放施設】
ソフトボール場
午前８時～午後５時

朝霞第三中学校 水・日曜日 午後６時３０分～９時 開放していません
朝霞第四中学校 木曜日 午後６時３０分～９時 開放していません
朝霞第五中学校 木曜日 午後６時３０分～９時 開放していません
※第二・三・四・六・八・十小学校では運営委員会を組織し、開放を行っています。利用にあたっては直接学校へお問い
合わせください。それ以外の学校では、毎月１回第３木曜日に総合体育館で調整会議（利用時間および利用申請）を行って
います。※第一中学校校庭は夜間照明（有料）が必要となります。１時間あたり全灯１，５００円、６基１，０００円、５基８００円

スポーツ課 〒３５１―８５０１ 本町１―１―１
�４６３―２４０３ �４６７―４７１６
sports@city.asaka.saitama.jp

総合体育館 〒３５１―００１６ 青葉台１―８―１
�４６５―９８１１ �４６４―２４２９

体育施設臨時休館日（２月１日～３月３１日）
総合体育館 ２月１９日㈬、３月２６日㈬
武道館 ２月１７日㈪、３月３日㈪・１７日㈪
滝の根テニスコート ２月３日㈪～７日㈮・１７日㈪

３月３日㈪・１７日㈪
※中央公園陸上競技場は、改修工事に伴い、３月３１日㈪
まで使用を中止します。
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ようこそ！あさかの生涯学習へ
スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション

スポーツ・レクリエーション指導者育成講習会
『スポーツ指導現場における体罰問題を通じて、
指導者のあり方を考える』
主催／朝霞市教育委員会
日／３月４日㈫ 午後７時～ 会／コミュニティセン
ター集会室 対／市内在住・在勤・在学の方で地域ま
たは学校でスポーツの指導者として活動されている方。
また、指導者を志している方。スポーツ活動をされて
いる方
講師／東洋大学ライフデザイン学部 健康スポーツ学

かね こ もとひこ

科 金子元彦准教授 参・定／無料・６０人（先着順、
定員になりしだい締め切り） 持／筆記用具
申／件名『スポーツ・レクリエーション指導者育成講
習会』①氏名 ②性別 ③年齢 ④住所 ⑤電話番号
⑥活動しているスポーツまたは所属団体名を記入し、
電話・FAX・メールまたは直接スポーツ課窓口へ
問／スポーツ課

初心者水泳教室
～夏までに泳げるようになろう‼

熟練コーチが丁寧な指導～
主催／朝霞市体育協会水泳部
日／５月１８日～６月２９日（６月１５日を除く）の毎週日
曜日 全６回 午後２時４５分～４時３０分 会／朝霞ス
イミングスクール 対／小学校１年生以上の健康な方
定／６０人（申込多数の場合は抽選）
参／小・中学生４，２００円 高校生以上５，２５０円 児童・
保護者ペア９，０００円 姉妹・兄弟ペア８，０００円（保険料
含む） ※別途毎回施設利用料６００円要 締／４月５日
㈯【厳守】 申・問／往復はがきに氏名・年齢・新学
年・（郵便番号）住所・電話番号と、Ⓐ水がこわい Ⓑ
顔付けが５秒くらいできる Ⓒ水に５秒くらい浮くこ
とができる Ⓓ少し泳げる のうち該当する記号を記

わたなべたかし

入し、〒３５１―０００５ 朝霞市根岸台２―１―９ 渡辺孝宛
てに郵送。参加の可否は説明会案内（５月１１日㈰）と
ともに郵送します。※はがき１枚につき１人、児童・
保護者ペア・兄弟も別
※既往症は正確に申告してください。

わたなべ

問／渡辺 �０９０―２１７２―０３０９

スキー教室レベルアップ講習会
主催／朝霞市スキー連盟
日／３月１５日㈯～１６日㈰
会／群馬県・かたしな高原スキー場
※現地集合・現地解散
参／２０，０００円
対／ＳＡＪ２級以上および２級受験者

むらおか

問／村岡 �０４９―２６３―９２２９ ※詳細はホームページで
http://outdoor.geocities.jp/skiasaka/

初心者弓道教室
～あなたも弓道をはじめませんか～
主催／朝霞市弓道連盟
日／４月５日～８月３０日の土曜日
午後２時～４時 全２０回
会／内間木公園弓道場
対／市内在住・在勤・在学（中学生以上）の方
定／２５人（先着順） 参／８，０００円（保険料等）
締／２月２８日㈮ ※服装、トレーニング用のもので可・
白足袋（用具は教室で用意します）

ち ば

申・問／千葉 �０９０―２３０７―８８０５ ※詳細はホームペ
ージ（http://asaka9.com/）をご覧ください。

なぎなた教室
～あなたも『なぎなた』を体験してみよう！～

朝
霞

主催／朝霞市なぎなた連盟
日／３月８日・１５日・２２日の土曜日 午前９
時～１１時 会／武道館 対／小・中学生、高
校生、一般 参／無料 申／当日直接会場へ
※運動のできる服装でお越しください。

はら だ

問／原田 �４６１―３２１５

武蔵野で味わう歴史と詩情、
奥武蔵自然遊歩道・宮沢湖散策コース １２㎞
主催／朝霞市歩こう会
日・集／３月２３日㈰ 午前７時４０分 北朝霞駅前広場
（雨天決行） 行程／北朝霞駅→新秋津駅（乗換）→秋津
駅→飯能駅（下車）→天覧山下桜林→奥武蔵自然歩道入

のうにん じ こ ま

口→能仁寺→天覧山→高麗峠→宮沢湖→加治神社→飯
能駅 対／小学生以上（小学生は保護者同伴）
参／３００円（保険料等） 締／３月１４日㈮ 持／弁当・
水筒・雨具等 申／はがきにコース名・参加者全員の
住所・氏名・電話番号を記入しスポーツ課へ。参加決
定の通知はしません。当日は直接集合場所へ

すず き

問／鈴木 �４７３―２５３７

体育・公園施設の還付振り替えについて
平成２５年度体育・公園施設の使用許可を受け、雨天
等で使用中止になった許可書をお持ちの方は、還付・
振り替えの手続きを行ってください。
《還付請求について》 請求期限／原則４月３０日㈬
雨天等で使用できなかった使用許可書および使用許
可団体の代表者の印鑑を持参し、体育施設窓口へ
《振り替えについて》 振り替え期限／３月３１日㈪
雨天等で使用できなかった使用許可書を持参し体育
施設窓口へ
※振り替えは、同団体、
同施設で３月３１日㈪使用
分まで充当できます。
問／総合体育館

還付・振り替え受付窓口
総合体育館・武道館・滝の根
テニスコート・青葉台公園テ
ニスコート・内間木公園弓道
場・中央公園陸上競技場

日日時 会会場 集集合場所 対対象 定定員 参参加費
締締切 持持ち物 申申し込み 問問い合わせ
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入場無料
シネマラソン（青少年対象映画会）

みみみんんんなななののの図図図書書書館館館
☆所蔵雑誌のスポンサーを募集し
　ています！　詳しくは、図書館
　までお問い合わせください。

新着図書の紹介 （ ）内は所蔵館とコーナー名

一般書
読書脳（本館・分館 実用書Ａ） 立花隆／著 文藝春秋 ０１９
子供が変わる！奇跡の料理教室（本館・分館 実用書Ｂ）

村田歩／著 村田ナホ／著 東邦出版 ４９８．５キミドリ
わたしはマララ（本館 歴史・哲学）

マララ・ユスフザイ／著 クリスティーナ・ラム／著
金原瑞人／訳 西田佳子／訳 学研パブリッシング ２８９．２ユス

中村勘三郎最期の１３１日（本館・分館 芸術・音楽）
波野好江／著 集英社 ７７４．２

めぐり糸（本館・分館 日本文学）青山七恵／著 集英社 W アオ

北乃杜高校探偵部（本館 日本文学）
乾くるみ／著 講談社 W イヌ

１２星座殺人事件（本館 日本文学）
光藤ひかり／著 水谷奏音／著 文藝春秋 W ミツ

児童書
武器より一冊の本をください（本館・分館 児童）
ヴィヴィアナ・マッツァ／著 横山千里／訳 金の星社 K２８９

きっときみに届くと信じて（本館・分館 児童）
吉富多美／作 金の星社 Kヨシ

お母さん取扱説明書（本館・分館 児童）
キム・ソンジン／作 キム・ジュンソク／絵 吉原育子／訳

金の星社 K９２キム

平成２５年度 児童文化講座
「自然の不思議とおもしろさ」

―野生動物の楽しいお話―
優れた写真絵本を数多く発表している写真家の

にしむらゆたか

西村豊さんをお迎えし、写真とともに、野生動物の
魅力あふれる姿や絵本作成への思いなどについてお
話しいただきます。
日時／３月１日㈯ 午後２時～４時
会場／図書館（本館）視聴覚室
対象／子どもの保護者、子どもの読書活動に興味が
ある方（市民優先）

講師／西村 豊さん
定員／４０人（先着順） ※保育希望者のみ抽選
保育定員／８人（１歳～未就学児）
申込方法／はがきまたはＥメール（tosyo@city.asa
ka.saitama.jp）に「児童文化講座」と明記のう
え、住所・氏名（ふりがな）・電話番号・保育の有
無を記入し、図書館（本館）宛て（住所は下記）
にお送りください。

※図書館（本館）では、電話またはカウンターでの
申し込みもできます。
※保育希望者は、２月１２日㈬までにお申し込みください。
※講座受講時は、お子さんの同席はできません。

資資 料料 編編

図書館資料利用・
貸出

●図書館の資料は市民の
皆さんの貴重な財産で
す。汚損・破損がない
ように大切に取り扱っ
てください。

●資料への書き込みや切
り抜き等は絶対しない
でください。

●資料を借りるときは必
ず貸出手続きを済ませ
てください。

●万一、図書館資料を紛
失・破損または汚損し
たときは、速やかに図
書館へお届けください
（弁償していただく場
合があります）。

●返却日はお守
りください。

館館 内内 編編

飲 食
●飲食は「飲食コーナー」で
お願いします。
●飲食コーナーでの図書館資
料の閲覧や自習、ゲーム等
はご遠慮ください。

おしゃべりや遊び
●図書館は読書や調べものを
するための施設です。おし
ゃべりや遊び、ゲームはや
めましょう。

パソコンの持ち込み
●パソコンの利用については、
打音等によってほかの利用
者の迷惑にならないことを
条件にご利用いただけます。

ペットを連れての入館
●ペット連れの入館はお断り
しています（ただし、盲導
犬等の身体障害者補助犬は
除きます）。

雑誌・新聞の抱え込み
●最新の新聞・雑誌は一人一
部ずつの閲覧でお願いしま
す。

携帯電話の利用
●館内ではマナーモードに設
定し、通話はご遠慮くださ
い。

喫 煙
●館内は禁煙です。喫煙は決
められた喫煙場所でお願い
します。

ハンディコピー機の利用
●館内でハンディコピー機、
デジタルカメラ等の利用は
できません。
●図書館資料のコピーをとり
たい場合は、申請書を記入
のうえ図書館のコピー機を
ご利用ください（ただし、
資料によってコピーできな
いものもあります）。

「宮崎駿作品集」
ご家族、お友達を誘って、ぜひご覧ください。

日時／２月２２日㈯ 会場／図書館本館 視聴覚室
・午前１０時～１１時４０分 「カリオストロの城」（１９７９年）
・午後１時～２時２６分 「となりのトトロ」（１９８８年）
・午後２時４０分～４時４４分 「天空の城ラピュタ」（１９８６年）

本のリサイクルフェアを開催！
日時／２月１５日㈯ 午前９時３０分～午後３時
会場／産業文化センター２階 研修室兼集会室
問／図書館北朝霞分館

〒３５１―００３３ 大字浜崎６６９―１ �４７０―６０１１ �４７０―６０１３北朝霞分館〒３５１―００１６ 青葉台１―７―２６ �４６６―８６８６ �４６６―８４４１朝霞市立図書館（本館）

♪としょかんの催し物♪
場所

視聴
覚室

和室

お話
室
視聴
覚室

＊印は自主サークルによる活動および催しです。

時 間

午後３時～

⎡
｜
｜
｜
⎣

⎤
｜
｜
｜
⎦

読み聞か
せのあと、
えいがか
いです

午前１０時～
正午

午前１１時～
１１時３０分
午前１１時３０分～
正午

内 容
世界絵本箱
じてんしゃにのるひとまねこざ
る ほか２話 ２８分

ねずみくんのチョッキ② １９分

まんが日本昔ばなし
さるかに合戦／たのきゅう

２５分
新きかんしゃトーマス
トーマスととくべつなてがみ
ほか３話 ２０分
母の遺産 新聞小説

木村 美苗／著

絵本の読み聞かせ、素ばなし等

絵本の読み聞かせ

月日

２／６
㈭

２／１３
㈭

２／２０
㈭

２／２７
㈭

２／２１
㈮
２／８
㈯
２／２４
㈪

行 事 等

うさみみタイム
（幼児・児童

向け）

松の木読書会＊

おはなしパピプペポ
（小学生向け）＊
おはなしくらぶ
（乳幼児向け）＊

２・３月の図書館のお休み
�本館の休館日（第２火曜日、第４金曜日）
２月／１８日㈫、２８日㈮ ３月／１１日㈫、２８日㈮
�分館の休館日（第２水曜日、第４木曜日）
２月／１２日㈬、２７日㈭ ３月／１２日㈬、２７日㈭
�本館・分館の開館時間
午前９時３０分～午後７時（土・日曜日、祝日は午後６時まで）

☆図書館は多くの方が利用しています。マナー
を守って、皆さんが気持ちよく利用できるよう
ご協力をお願いします。

図書館利用時のマナー

＊そのほか多数。数字・カナは図書の分類です。棚に見当たら
ないときは、職員までお気軽にお尋ねください。

＊貸出中などで所蔵館に図書がない場合もあります。
＊図書館ホームページでも毎週新刊案内を更新しています。

※新着図書の紹介については、ボランティア団体に
より音訳CD（デイジー形式）を作成していただいて
おりますので、ご利用の方は、お問い合わせください。
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１
年
ほ
ど
前
に
調
布
市
で
起
き
た
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
小
学
生
児
童
の
死
亡

事
故
は
、
ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
。
乳
製
品
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有

す
る
児
童
が
誤
っ
て
チ
ー
ズ
食
品
を
摂
取

し
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
で
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故

で
し
た
。
で
は
、
こ
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う

か
？さ

ま
ざ
ま
な
食
物
や
注
射
・
薬
剤
、
虫

刺
さ
れ
（
特
に
ハ
チ
毒
）
な
ど
に
対
し
て

ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
人
が
、
そ
れ
ら
の

物
質
か
ら
の
刺
激
を
受
け
て
、
じ
ん
麻
疹
、

口
唇
や
眼
の
結
膜
な
ど
の
粘
膜
の
腫
れ
、

嘔
吐
・
下
痢
・
腹
痛
、
喘
鳴
（
ゼ
ー
ゼ
ー

す
る
呼
吸
）
や
呼
吸
困
難
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ

（
皮
膚
や
粘
膜
の
血
の
気
が
無
く
な
る
）、

意
識
状
態
の
悪
化
、
血
圧
の
低
下
な
ど
の

症
状
が
生
ず
る
状
態
を
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
は
原
因
と
な
る
物
質
を
摂
取
あ
る

い
は
接
触
し
て
か
ら
短
い
場
合
は
数
分
以

内
に
、
長
い
場
合
に
は
数
時
間
後
に
生
じ
、

迅
速
か
つ
適
切
な
治
療
・
処
置
が
な
さ
れ

ず
に
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
生
命

の
危
険
さ
え
も
考
え
ら
れ
る
非
常
に
強
い

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。
で
す
か
ら
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状
が
強
い

場
合
に
は
、
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
で
の

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
し
た
患
者
さ
ん
に

対
し
て
、
医
療
機
関
に
運
ば
れ
る
前
に
シ

ョ
ッ
ク
症
状
を
生
じ
た
現
場
で
の
一
時
的

な
緊
急
処
置
と
し
て
非
常
に
有
効
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ピ
ペ
ン
注
射
で

す
。
エ
ピ
ペ
ン
を
注
射
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
る
種
の
薬
剤
が
体
内
に
入
り
、
心

臓
の
働
き
を
強
め
て
血
圧
を
上
昇
さ
せ
、

気
管
支
を
拡
げ
て
喘
鳴
や
呼
吸
困
難
を
改

善
さ
せ
る
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
効
果
は
注
射
後
１０
分
位
で
現
れ
ま
す
が
、

効
果
の
持
続
時
間
は
１０
〜
１５
分
程
度
で
す

か
ら
患
者
さ
ん
が
医
療
機
関
に
運
ば
れ
て

治
療
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
一
時
的
な
緊

急
処
置
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
場
で
の

緊
急
対
処
法
と
し
て
非
常
に
有
効
な
方
法

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ペ
ン
の
種
類
は
含
ま
れ
る
薬
剤
量

に
よ
っ
て
２
つ
の
製
品
が
あ
り
、
体
重
が

３０
㎏
よ
り
重
い
か
軽
い
か
に
よ
っ
て
使
い

分
け
ら
れ
、
太
も
も
の
前
外
側
に
押
し
当

て
る
よ
う
に
注
射
針
を
刺
し
ま
す
。
大
方

の
場
合
、
緊
急
性
が
高
い
の
で
衣
服
の
上

か
ら
注
射
し
て
も
構
わ
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
注
射
と
い
う
非
日
常
の
慣

れ
な
い
行
為
で
す
か
ら
、
注
射
に
よ
る
副

作
用
な
ど
に
大
き
な
不
安
が
生
じ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
現
在
目
立
っ
て

大
き
な
副
作
用
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
生
じ
て
い
る
現
場
で
の

緊
急
的
な
対
処
法
と
し
て
の
有
効
性
の
方

が
は
る
か
に
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
者
は
原
則
と
し

て
患
者
さ
ん
本
人
で
す
が
、
緊
急
性
に
よ

っ
て
は
救
急
救
命
士
、
保
育
士
、
教
職
員

も
使
用
で
き
、
そ
の
場
合
エ
ピ
ペ
ン
注
射

は
医
療
行
為
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
解
釈

に
よ
っ
て
医
師
法
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
注
射
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず

る
有
害
事
象
も
打
た
な
い
こ
と
に
よ
り
生

ず
る
有
害
事
象
も
、
事
前
に
保
護
者
と
教

育
施
設
側
と
の
充
分
な
話
し
合
い
が
な
さ

れ
て
い
れ
ば
注
射
行
為
に
よ
る
責
任
や
刑

罰
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
が
増
加
し
て
い
る

現
状
を
考
え
る
と
、
乳
児
・
学
童
・
生
徒

が
生
活
・
活
動
す
る
場
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
る
可
能
性
は
、
今

後
ま
す
ま
す
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
場
で
の
エ
ピ
ペ
ン
注
射
が
救
命
の
一
助

に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
迅
速
か
つ

適
切
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
、
エ
ピ
ペ
ン
に

関
す
る
情
報
が
十
分
に
周
知
さ
れ
、
尊
い

命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

※２月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ２月２日㈰・９日㈰・１１日（火・祝）・１６日㈰・２３日㈰
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください。）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆今月の主な保健衛生週間行事予定 １７日～２３日は「アレルギー週間」です！

エピペン
しも つ さ まさ と

朝霞地区医師会 下津佐 正登
�４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）

４７７―７３００

４８６―１０１０

４６８―２１１５
４６７―００７１

４７９―８８５５

科 目
内・呼内・消内・
循内
整外・リウ・リハ・
麻
内・アレ・リウ
眼
外・内・皮泌・
消内・肛・放

施 設 名

静風荘病院

たなか整形外科
クリニック
和光クリニック
佐々木眼科医院

守屋医院

場所

新座

志木

和光
和光

新座

�（０４８）

４６６―５３１０

０４２―
４７４―０４５８
４６７―３５８４
４７２―７０７０

４６６―０３２０

科 目

小

内・小

精・内
内・消内・糖内

小

施 設 名

清水小児科医院

宮崎医院

渡邉クリニック朝霞
かまた内科クリニック
ひるま小児科
クリニック

場所

朝霞

新座

朝霞
志木

朝霞

月日

２

９

⑪
１６

２３

２

問…問い合わせ

午前１０時～午後４時



問い合わせ／健康づくり課（保健センター内）
�465-8611 �466-7522

※各種相談の日程は、４３ページをご覧ください。

乳幼児と保護者の方へ
そ の 他

定員／３６組（先着順）
申／電話で２月２０日㈭から予約受付開始

内容／赤ちゃんと育児について、お母さん同士
の交流など

申／電話で２月１３日㈭から予約受付開始
内容／参加者同士の交流、手遊び等
申／健康づくり課（電話で要予約）

もくよく

内容／保育と沐浴、お産の進み方、DVD上映など
会場／保健センター
申／予約受付開始しております。

※左記のとおり個別通知を
しますので、詳細は通知
をご覧ください。

H２５年１０月生の第１子の
お子さんとその保護者

H２６年１月生
定員／３０組（先着順）

０～３歳頃の多胎児とその
保護者、多胎児を妊娠中の
妊婦

対 象
３月１３日㈭
午後１時３０分～３時３０分
保健センター
３月２４日㈪
午後１時３０分～３時３０分
保健センター
２月２７日㈭、３月２４日㈪
午前１０時３０分～１１時３０分

日時・会場
離乳食実習

母と子のつどい

ぴーなっつ

実施時間
１日目：午後１時～４時
２日目：午前１０時～４時

対象（初妊婦）
H２６年６月～８月
出産予定

定員

３６人

日 程
１日目：６日㈭
２日目：１５日㈯

３月
（２日コース）

マタニティ教室

３月の乳幼児健診
３歳児健診

H２２年１１月生まれ
２月上旬発送予定。通知が届かない場合はご連絡ください。

１歳６か月児健診
H２４年８月生まれ

１０か月児健診
H２５年５月生まれ

４か月児健診
H２５年１１月生まれ

予防接種のご案内

H２５年１２月生まれ

予防接種
乳幼児健康診査

内 容

対象ワクチン／平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日に接種した「風しんワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」
対象者／接種日に朝霞市に住民登録があり、過去に風しんにかかったことがなく、１度も接種を受けたことがない次に該
当する方
①妊娠を予定または希望している女性（１９～５０歳未満）
②妊娠している女性の配偶者（１９歳以上） ※妊娠している女性は、接種が出来ません。
助成金額／３，０００円
申請期間／平成２６年４月１５日㈫まで
※申請方法など詳細は、市ホームページまたは健康づくり課にお問い合わせください。

成人の方へ
そ の 他

主催／朝霞市献血推進協議会
採血者／埼玉県赤十字血液センター

※６５歳以上７０歳未満の方については、６０歳から６４歳までの間に献血をしたことがある方に限られます。

１６歳～７０歳未満
対 象

２月２１日㈮
午前１０時～正午・午後１時～４時
市役所１階市民ホール

日時・会場
献 血

内 容

４．ウイルスを死滅させる
【温度・湿度のポイント】
冬場は、乾燥・低温を好むウイルスが活性化します。乾燥により気管支の
防御機能も低下するため、よりインフルエンザにかかりやすくなります。
湿度を５０～６０％に保ちつつ暖かくして過ごせば、ウイルスは死滅します。
洗濯物や濡れタオルを室内に干すのも有効です。

５．ウイルスに負けない抵抗力をつける
【食事と休養のポイント】
・肉や魚‥免疫細胞の主となるたんぱく質を補給します。
・緑黄色野菜‥ビタミンAはのどや鼻の粘膜を健康に保ちます。
・発酵食品‥発酵食品に含まれる生きた乳酸菌が、腸内の善玉菌を増やし、

「腸管免疫」を高めます。納豆、味噌、乳酸菌飲料、ヨー
グルトなど

・十分な睡眠をとり、規則正しい生活を‼ストレスも免疫力に悪影響を
及ぼします。心の休養も大事♪

☆☆流流行行にに備備ええたたポポイインントト！！☆☆

１．ウイルスに接触しない
人混みを避ける

２．ウイルスを洗い流す
外出から戻ったらまず手洗い、うがいを！

３．ウイルスを撒き散らかさない
せきエチケットを守りましょう。マスク
を着用するなど、せき・くしゃみの際には、
ティッシュなどで口と鼻を押さえ、ほかの
人から顔を背けましょう。
鼻汁・たんを含んだティッシュはすぐに
ゴミ箱へ捨てましょう。

インフルエンザが流行する時期です！ご注意を！！！
今年もインフルエンザの流行が始まり、全国的にもインフルエンザの患者が急増しています。
ひとりひとりが感染予防および感染拡大予防に心がけましょう。

終了間
近！ おおととななのの方方へへのの風風ししんんワワククチチンン（（任任意意））接接種種のの費費用用一一部部助助成成

※費用について、特に記載しているもの以外は無料です。

各種健（検）診等の年間日
程は「朝霞市健康カレン
ダー」に掲載しています。
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　／市政情報課　
☎463－3059　　467－0770（代表）FAX

問

市民
伝言板
市民
伝言板

　市内の公共施設で定期的に
活動している団体の会員募集・
行事案内を掲載しています。

事案内行

員募集会

春来い祭り
日時／3月9日㈰ 午前10時～午後3時
会場／丸沼芸術の森 その他／駐車場の
ご用意がありません。公共の交通機関を
ご利用ください。 主催／丸沼陶芸倶楽

ふじよし

部 問／藤好 �456―1955

みんなで遊ぼう
日時／2月17日㈪ 午前10時～正午 会
場／西朝霞公民館 対象／就学前のお子
さんと保護者 主催／ボランティアサー

おおたき

クル ひまわりの会 問／大滝 �461
―9944

かんたん生け花（桃の節句用）
日時／2月24日㈪ 午後1時～3時 会場
／南朝霞公民館 費用／1，500円 申込
方法／電話で その他／花ばさみをお持
ちください。 主催／若葉会 申・問／
はら

原 �461―5428

東筆会書道展
日時／2月21日㈮～23日㈰ 午前10時～
午後5時 ※21日は午後1時～5時、23日
は午前10時～午後4時 会場／中央公民
館・コミュニティセンター その他／東
朝霞公民館で活動している創立31年の書
道の団体です。会員の力作を展示してい

ふじ た

ます。 主催／東筆会 問／藤田 �462
―1968

子育てワンポイントアドバイス
日時／2月17日㈪ 午前10時～正午 会
場／東朝霞公民館 対象／子育て中の方
（保育あり。要予約） その他／知らな
かった！学校の先生達も頼りにしている
子育て支援のスペシャリストがいたなん
て。今回は、私たち子育て中のママのた
めに講師の田口直子さんからお話しい
ただきます。 主催／子育てサークルぽっ

えのもと

かぽか 問／榎本 �090―8101―6602

エコフリーマーケット
日時／3月1日㈯ 午前10時～午後3時
会場／産業文化センター 費用／1ブー
ス1，000円 先着35ブース（営利目的

の方を除く） 対象／市民、近隣の方
申込方法／2月15日㈯までに往復はが
きで住所・氏名・電話番号を記入し、
〒351―0035 朝霞市朝志ヶ丘3―12―3
朝霞市くらしの会吉田方に郵送 その
他／出品は家庭の不用品に限ります。
ブースを使用する方は各自敷物をお持
ちください。 主催／朝霞市くらしの会

よし だ

問／吉田 �472―3145

第一回 唄って踊り幸せドーパミン祭り
日時／3月15日㈯ 午前9時～午後4時
会場／中央公民館・コミュニティセン
ター その他／20団体の共演、みんな
で55曲を歌いましょう。昼食、お茶を

あーるびーえーぴー

お持ちください。 主催／ RbAp 48
あきやま

合唱団 問／秋山 �464―0605

埼玉県行政書士会朝霞支部
無料相談会
日時／2月15日㈯ 午後1時30分～4時
30分 会場／志木市立いろは遊学館 そ
の他／相続・遺言・成年後見・離婚等の
ご相談。予約不要 主催・問／埼玉県行

まつ お

政書士会朝霞支部 松尾 �450―1390

えん か

いきいき笑歌教室（カラオケ教室）
日時／毎月第2・4木曜日 午後7時～9
時 会場／仲町町内会館 入会金／
1，000円 会費／月3，000円（その他プ
リント代、会場費500円） 対象／カラ
オケの好きな方、カラオケで健康になり
たい方、カラオケで親睦を深めたい方
その他／プロのヴォーカルトレーナー
による、本格的なレッスンを楽しく分

ひらかわ

かりやすく指導します。 問／平川 �
070―5363―1414

親子リトミック リズムクラブ
日時／毎週木曜日 午前10時～11時
会場／溝沼市民センター 入会金／1，000
円（その他1回500円（チケット）） 対
象／未就園の親子 その他／ピアノの即
興演奏に合わせて体を動かし、リズム感、
音感を身につけましょう。2月20日㈭、27
日㈭ 午前11時15分から無料体験会を

まえ だ

行います。要電話予約 問／前田 �
465―3093

コーラスグループ“ゆりかご”
日時／月2回水曜日 午後7時～8時30分
会場／中央公民館・コミュニティセン
ター 会費／月3，000円 対象／12歳以
上の男女 その他／日本の歌など、楽し
く歌いましょう。曲例「花」「もみじ」

さ さ き

「われは海の子」など 問／佐々木

�080―4421―6448

ミッキークラブ（親子リトミック）
日時／毎週月曜日 ①午前10時～10時
45分（1～2歳くらい） ②午前11時～
11時45分（2～4歳くらい） 会場／弁
財市民センター 会費／月3回2，500円、
月4回3，000円 ※教材費込み 対象／
1～4歳までの未就園児とその親 その
他／幼稚園・リトミックピアノ有資格
者2人による指導（クリスマス、ハロウィ

つち や

ンあり） 問／土屋 �090―8519―3704
（午後6時～9時）

こども英会話サークル
日時／月3回①水曜日 午前11時15分～
正午 ②金曜日 午後4時～5時 会場／
①溝沼市民センター ②根岸台市民セン
ター 入会金／1，000円 会費／月3，000
円 対象／①1歳10か月～3歳の未就園
児と保護者 ②新小学1・2年生 その他
／無料体験会（メールか電話で要予約）
①3月5日㈬ 午前10時30分～11時

き

②3月14日㈮ 午後3時～4時 問／喜
た

多 �070―5599―2237 nshoda@
mail.goo.ne.jp

親子リトミック ポコ・ア・ポコ
日時／毎週火曜日 ①午前9時30分～10
時 ②午前10時10分～11時10分 会場
／溝沼市民センター 年会費／1，500円
会費／①月1，500円 ②月2，000円 対象／
①1～2歳の幼児と保護者 ②2～3歳の
幼児と保護者 その他／4月からの会員

なかむら

募集中 問／中村 �090―8487―2028

親子リトミック 親子リズム
日時／毎週金曜日 ①午前10時～11時
②午前11時10分～11時40分 会場／溝
沼市民センター 入会金／1，500円 会
費／①月2，000円 ②月1，500円 対象
／①2～3歳児と保護者 ②1～2歳児と
保護者 その他／4月からの会員募集中

なかむら

問／中村 �090―8487―2028

ナイスよさこい連
日時／不定期日曜日 午後1時～4時30
分 会場／市内公民館 会費／月2，000
円 対象／よさこいを楽しみたい方

いわさき

問／岩崎 �471―8393

朝霞混声合唱団
日時／毎月第1・3日曜日 午前9時30
分～正午 会場／中央公民館・コミュニ
ティセンター 入会金／1，000円 会
費／月2，500円（別途、演奏会費積立あり）
対象／合唱の好きな方 その他／隔年
で演奏会あり。2015年秋に第13回定

ほし の

期演奏会 問／星野 �464―6536

申…申し込み 問…問い合わせ

記載のないものは、費用／無料 対象／ど
なたでも 申込方法／当日直接会場へ
※市外局番のない電話番号等の市外局番
は（048）です。



１月１２日㈰、市役所正面駐車場で「消防出初め式」が行われま
した。
多くの観客が見守る中、朝霞市消防団の女性団員による屋内消
火栓操法や第１分団によるポンプ車操法、朝志ヶ丘自警団による
演技のほか、消防団と朝霞消防署による救出・救助訓練が行われ
ました。災害を想定した迫力ある演技に、観客からは大きな拍手
がわき起こっていました。
また、式典後の「ふれあいひろば」では展示された消防車両に
乗った子どもを撮影する親子連れや消火体験をする子どもたちな
どで、にぎわっていました。

１月１２日㈰、中央公園陸上競技場周辺周回コースで、第
５６回県南駅伝競走大会が開催されました。
この大会は、朝霞地区体育協会連合会と朝霞地区教育委
員会連合会の主催で毎年行われているもので、県内外から
７７チームの参加がありました。参加した選手の皆さんは、
新春の陽光の中、チームみんなの汗と想いをのせたたすき
を胸に、疾走していました。

１月１８日㈯、ゆめぱれす（市民会館）で「あさか お・も・て・な・し
カフェ」が開催されました。
「あさか お・も・て・な・し カフェ」は、音楽を聴きながらお茶な
どを片手に、リラックスした形で自由に意見を述べていく「ワールド
カフェ形式」という話し合いの方法で、「朝霞のいいところ／よくな
いところ」と「こんな朝霞市にしたい！」をテーマに行われました。
参加された方からは、「いろんな世代の方と話が出来て良かった」
「今後もまちづくりに参加していきたい」などの感想がありました。
市では、今回の意見等について、平成２８年度から実施する第５次総
合振興計画の策定にいかしていきたいと考えています。

１月１９日㈰、第１７回吹奏楽・器楽フェスティバルがゆめぱ
れす（市民会館）で開催され、市内で音楽活動をしている小
学生から社会人までの団体が、日頃の練習の成果を発表しま
した。
フェスティバルの最後に中学生・高校生・社会人による合
同演奏が行われ、その迫力ある演奏は観客を魅了していまし
た。

チームの絆、たすきを胸に
～第５６回県南駅伝競走大会～

市民の安全・安心のためにー消防出初め式ー

第１分団によるポンプ車操法演技

各テーブルで、付箋に意見を書いて出し合いました

みんなで朝霞の未来を考えよう！～あさか お・も・て・な・し カフェ～

美しい音色を楽しみました～第１７回朝霞市吹奏楽・器楽フェスティバル～

第１区のスタート

ハープを使った演奏もありました（朝霞第一中学校）
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三原１丁目地区において「ゾーン３０」を導入しました。「ゾ
ーン３０」は、生活道路が密集する区域（ゾーン）を指定し、区
域内の車の最高速度を時速３０kmに規制する交通安全対策です。
歩行者や自転車が安心して通行できるよう、速度規制とあわせ
て、交差点を明確化する路面標示などを行いました。市内では、
昨年度の幸町２丁目に続く２地区目の導入となりました。今後
も順次導入を進めてまいります。

●市市役所 ●産産業文化センター ●保保健センター ●児家庭児童相談室（保健センター２階） ●地各地域包括支援センター ●浦埼玉県浦和合同庁舎
●税関東信越税理士会朝霞支部事務局（幸町１―３―６石川ビル２階） ●宅宅建協会県南支部 ●そそれいゆぷらざ（中央公民館内女性センター）

会場
一覧

各 種 相 談 一 覧
電話番号（０４８）
�４６３―１７３８
�４６３―２６９７

�４６３―２６９７

�４６３―２６４８

�４６３―２６４８
�４６３―１１１１（代表）
内線２２５６

�４６３―２８５１
�４６５―００２５

�４６３―２０２３

�４６３―１２６４
�４６３―２２３１

�４６３―１９０３

�４６３―１９０３

�４６３―１９０３

�４６３―１９０３

�４６３―１９０３

�４６３―２５１８

�４６８―１７１７

�４６１―４５０７

�４６３―１５９９
�４６３―１５７６・１５６２

�４６３―１９２１

�８３３―３２９６
�４６５―８６１１
�４６５―８６１１

予約・問い合わせ先
人権庶務課
それいゆぷらざ（女性センター）

それいゆぷらざ（女性センター）

地域づくり支援課

地域づくり支援課

地域づくり支援課

課税課
関東信越税理士会朝霞支部事務局

納税課

保険年金課
家庭児童相談室

産業振興課

産業振興課

産業振興課

産業振興課
第２㈬●産�

�
�

�
�
�
産業振興課第４㈬●市

都市計画課
（予約は前月第３月曜日から先着順）

宅建協会県南支部

建築士事務所協会県南支部

福祉課
福祉課

長寿はつらつ課

外国人総合相談センター埼玉
健康づくり課
健康づくり課（２月２１日㈮まで）

会場
●市
●そ

●そ

●市

●市

●市

●市
●税

●市

●市
●児

●産

●産

●市

●産

●市

●宅

●市

●市
●市

●地

●浦
●保
●保

時 間
午後１時～４時
午前１０時～午後３時
午前９時～午後５時

※専門の相談員による相談日時
午前１０時～午後４時
午前１０時～正午、
午後１時～３時
午後１時～４時
午前１０時～正午、
午後１時～４時
午前１０時～午後３時
午後１時３０分～４時

午前８時３０分～正午

午後１時～６時
午前９時３０分～午後４時

午前１０時～午後７時

午後１時３０分～４時３０分

午前９時～正午、
午後１時～４時
午後１時～４時
午前１０時～正午、
午後１時～４時
午後１時３０分～４時２０分
（１組５０分）

午後１時～４時

午後２時～４時

午後１時～５時１５分
午前８時３０分～午後５時１５分

午前８時３０分～午後５時

午前９時～午後４時
午前９時～午後４時
午後１時１５分～２時４５分

日 程
毎月第１月曜日
毎週木曜日
毎週火～日曜日

毎週火・土曜日

毎週水・金曜日

毎月第２・４月曜日

毎週月～金曜日

毎月第３月曜日
毎週水曜日
毎月第１・３日曜日
（１月の第１を除く）
毎週木曜日
毎週月～金曜日
毎週月～金曜日
（休所日を除く）
毎月第１木曜日
（祝日の場合は翌週）

毎週火・金曜日

毎月第３土曜日

毎月第２・４水曜日

毎月第１水曜日
（１月は第２水曜日）
毎月第２木曜日
（祝日の場合は第３木曜日）
毎月第２水曜日
（１月は第３水曜日）
毎週火・金曜日
毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日
毎週月～金曜日
２月２６日㈬

相 談 名
人 権 相 談
女 性 総 合 相 談

Ｄ Ｖ 相 談

法 律 相 談 ●予

行 政 相 談

消 費 生 活 相 談

税 務 相 談 ●予
税務相談（税理士会）●予

休 日 納 税 相 談

年 金 相 談 ●予
家 庭 児 童 相 談
起 業 家 育 成 相 談 ●予
（１週間前までに予約）

金 融 よ ろ ず 相 談 ●予

内 職 相 談

労働・社会保険相談

就 職 支 援 相 談 ●予

分 譲 マ ン シ ョ ン
管 理 相 談 ●予

不 動 産 無 料 相 談 ●予

住 宅 建 築 相 談 ●予

精 神 保 健 福 祉 相 談
生 活 保 護 相 談
地域包括支援センター
高齢者に関する総合相談
外 国 人 生 活 相 談
栄 養 相 談 ●予
こころの健康相談●予

歩行者や自転車が安心して通行できるよう「ゾーン３０」を導入しました

ゾーン３０入口

＊●予…予約が必要です。 ＊すべて祝日を除きます。 ※日程・会場は変更になる場合があります。

各
種
相
談
一
覧
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この印刷物は環境にやさしい
「植物油インキ」を使用しています

申・問／市政情報課 ☎４６３―３０５９
掲載できる方／原則として、市内に事業所を有する個人または法人
申込方法／市ホームページまたは市政情報課にある申込書に必要事項を記入のうえ、広告の版
下原稿または内容がわかるものを添えてお申し込みください。
申込期限／２月２１日㈮ ※募集枠が埋まりしだい終了
掲載の決定／申込受付後、内容を審査のうえ掲載の可否を決定し、申込者に通知します。
※掲載にあたっては条件があります。また、広告の製作費用は申込者の負担となります。詳しくは、市ホームペ
ージをご覧になるかお問い合わせください。
別表

※掲載料は前納です。

広報あさかは再生紙を使用しています

ホームページ
上下５０ピクセル左右１５０ピ
クセル、GIF 形式または
JPEG形式４KB以内

トップページ下段
※ランダムで右上に表示
４月１日㈫～９月３０日㈫
６か月間

月額２０，０００円

１２

広報あさか

（小）縦５㎝×横８．９㎝
（大）縦５㎝×横１７．８㎝

裏表紙など

４～９月号（６回）

（小）各号月額１５，０００円
（大）各号月額３０，０００円

４～８

規格

掲載位置

掲載回数
・期間

掲載料

募集枠

申…申し込み 問…問い合わせ

４４～～９９月月分分 広広報報ああささかか・・市市ホホーームムペペーージジのの有有料料広広告告をを募募集集ししまますす
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